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			異世界エース①

			兄二

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・青木青虫（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			プロローグ　エース

			１　白黒の巨人

			２　燃え尽きた灰

			３　無言の棺

			４　エースの空

			５　臨界点

			６　中庭と空

			７　夢現

			８　繋いだ手

			９　森へ

			10　木漏れ日

			11　疾走

			12　これからの日々

			13　試金石

			14　不本意な仕事

			15　伝えるということ

			16　すれ違う訓練

			17　意思伝達

			18　反撃開始

			19　赤き騎士

			20　意地

			21　剣戟長閑

			22　とある訓練風景

			番外編　鋼の残響音

			設定資料集

		

	
		
			プロローグ　エース

			　

			　始まりは突然に。

			　宇宙。

			　黒が支配するその空間にて、人型機動兵器が流星の如(ごと)く駆(か)けていた。

			『望(もち)月(づき)少尉！　聞こえますか!?　目標まであと五百メートル!!』

			　コックピットの中に響く声を、男は黙(もく)殺(さつ)した。

			　悪意ではなく、余裕のなさを以って返す。状況は、返事もできないほどに、切(せつ)迫(ぱく)していた。

			　前方には起動寸前の敵、人型機動兵器。

			　そして、それを守るような、集中砲火の嵐の中を、機体は駆(か)ける。

			　ただ、黙(もく)して、男は――、地球軍パイロット、望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)は前へ向かって機体を走らせた。

			　前方にある、ソレは危険だ。

			　火星で建造された新兵器。スティグマダイバーと呼ばれる、人型機動兵器だ。時空間圧(あつ)縮(しゆく)という新技術を用いて造られたその機体は無人機であり、一度起動すれば、誰も止められない、破壊を撒(ま)き散らす修(しゆ)羅(ら)と化す。

			　追い詰められた、火星軍の最後の一手。

			　それを止めるために、虎(こ)鉄(てつ)はひたすらに、敵弾を避け、その機体へと肉(にく)薄(はく)する。

			『ミサイル！　アラート!!』

			　年若い通信士の男の声も、どこか遠い。

			　ただ、目の前にミサイルが迫(せま)ってくるのが見える。

			　虎(こ)鉄(てつ)は半ば無意識に操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を左へ倒した。

			　それに反応して、大きく左に逸(そ)れる機体。背後で、爆発が巻き起こる。

			　避けた。だが、それでは終わらない。

			　すぐさま、虎(こ)鉄(てつ)は機体を上下左右へと激しく揺さぶる。駆(か)け抜けていく閃(せん)光(こう)。

			　もう、シールドはない。避けるための他の手段もなかった。

			　そう、もうシールドはないし、左腕もない。

			　ライフルも捨ててきた。ミサイルも、何もかも。ウェイトになるからだ。

			　防いだところで、倒したところで、焼け石に水。

			　だから、あるのは、手の中のレーザーブレード一本だけ。

			　それだけで、敵機五百の集中砲火を潜り抜け、最終兵器を破壊する。

			　それでも、虎(こ)鉄(てつ)は呟(つぶや)いた。「なんと簡単な任務か」。

			　喉が渇(かわ)いていた。まるで砂でも多量に飲み干したように、水分はどこかへと消えていた。

			　それでも機体は飛び続ける。

			『目標との距離二百!!』

			　思えば、この通信士とも長い付き合いだ。

			　心のどこかで、声でもかけたいと思ったが、声は出なかった。

			　だから、モニタの向こうに無理やりに笑みを作って返す。

			　そして。

			『有効射程距離に入ります!!』

			　捉(とら)えた。

			「……ぉ」

			　白と黒の機体が、たった一本のブレードを構える。

			「お」

			　嗄(かす)れたように思えた喉から、雄叫びが漏(も)れた。

			「おおおおぉおおおおおおォッ!!」

			　

			　その距離は。奇跡の距離は。

			　――零(ゼロ)に。

			『目標、撃破!!　やった！　やりました、虎(こ)鉄(てつ)さん!!』

			　どっしりとした機体の胸を、ブレードが貫いている。

			　通信士の声で、虎(こ)鉄(てつ)は終わったのだということを実感した。

			　何か、言葉にしようと思ったが、やめる。どうせ、声は出ないだろう。

			　そうして、虎(こ)鉄(てつ)は沈(しず)み込むようにシートに背を預けた。

			　終わった。そう思って、大きく溜(ため)息(いき)を吐(つ)く。

			　そのとき。

			『エネルギー反応増大……っ!?　虎(こ)鉄(てつ)さん!!』

			「……、ぁあ」

			　機体の方でもそれは捉(とら)えていた。

			　目の前の機体の中でエネルギーが爆発しようとしているところを。

			　この最終兵器の圧(あつ)縮(しゆく)された時空間が、元に戻ろうとしているのだ。

			　周囲にいた火星軍の機体は、蜘(く)蛛(も)の子を散らすように逃げ出している。

			　だが、虎(こ)鉄(てつ)の機体は動かない。動けなかったのだ。

			　機体のバーニアは焼け付いていて、腕や足も衝(しよう)撃(げき)でろくすっぽ動かない。

			　そして、虎(こ)鉄(てつ)自身も、疲労で指一つ動かない。だから、虎(こ)鉄(てつ)は嗄(かす)れた喉を振り絞った。

			「……じゃあな」

			　光の奔(ほん)流(りゆう)に飲み込まれる。

			　それが、宇宙を駆(か)けたエースの最期だった。

		

	
		
			１　白黒の巨人

			　

			『遅いぞコテツ!!』

			「と、言われても……、な！」

			　広い荒野で、機械の巨人が剣で打ち合う。

			　まるで、騎士甲(かつ)冑(ちゆう)じみたデザインの二体の巨人は、荒野を飛び跳ねては斬り合っていた。

			「くっ」

			　――異世界へと呼び出され、望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)が、コテツ・モチヅキとなってから、一週間が経過していた。

			　虎(こ)鉄(てつ)が爆発の後に目を開いたとき、そこにいたのは閻(えん)魔(ま)でも神でもなく、一人の女だった。

			　その女は己(おのれ)を王女だと言い、そして、魔法で虎(こ)鉄(てつ)をこの世界に招いた、と言った。

			　虎(こ)鉄(てつ)はそれを、すんなりと受け入れた。

			『時空間圧(あつ)縮(しゆく)の爆発に巻き込まれれば、こうなってもおかしくはないか』と。

			　相手は時空間などという、人型機動兵器で戦争をするコテツの常識にとってすら桁(けた)外(はず)れなものだ。何が起ころうと、不思議ではない。

			　それは、すべての役目を終え、爆発に巻き込まれ、自らが死んだと思っていた男の一種の諦(てい)観(かん)でもある。

			　拒否や抵抗をする理由が、なかった。

			　そして、あてもない虎(こ)鉄(てつ)は、言われるがままソムニウム王国軍のエトランジェとなっていた。

			「コテツ。お前は本当にエトランジェなのか？」

			「それは王女が保障しているが」

			　本日の調(ちよう)練(れん)を終え、機体から降りて、コテツの教育を担当する騎士団の団長、シャルロッテ・バウスネルンと王城の廊下を歩いていた。

			「それにしては弱すぎないか？　コテツ。お前は私の部下の中でも中の下だ」

			「ならば、そもそも他の異世界人はどれほどだったんだ？」

			〝エトランジェ〟。この言葉が、この世界でコテツを括(くく)る言葉だ。

			　異世界から呼び出される、人型機動兵器、シュタールヘルツォーク、通(つう)称(しよう)ＳＨの操縦に長(た)けた、もしくはその素(そ)養(よう)がある人物のことだ。

			　この国は、いつの時代も必ずエトランジェを一人保有する。彼らは、戦争があれば駆(か)り出されるほか、国際親善試合などに出場し、国の立場を担(にな)うこととなる。

			「……そうだな。先代は素晴らしい操縦技術の持ち主だった。我が国では思いもよらない操縦技法を持っていた。曰(いわ)く、俺の動きは〝ろぼあく〟の〝げぇむ〟と同じ。だそうだ」

			「……」

			　コテツは押し黙(だま)った。

			　言葉の端(はし)々(ばし)から、どうにも、歴代エトランジェが異世界人だということを痛(つう)感(かん)する。

			　又聞きとなるが、先代は瞬(またた)く間に操縦技術を吸収し、トップクラスの操縦士になったという。

			　そんな中、

			「お前は、最初からＳＨに乗れたわりに……。まあ、当初の期待とは裏(うら)腹(はら)に、だな」

			「はっきりと言えばいい。弱いのだと」

			　シャルロッテはその眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せた。

			　シャルロッテは、二十過ぎくらいで金の長髪をストレートに伸ばしているが、訓練中はポニーテールにして括(くく)っている。

			　目の色は赤みがかっていて、つり目気味。身長は百七十センチ後半といったところか。
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			「期待されても、できることとできないことがある」

			　対するコテツは、平均的な日本人の顔をしていた。

			　短い黒髪と、黄色人種らしい肌。そのなかで身長だけは百八十センチ超と高い方。

			　顔つきは精(せい)悍(かん)であると言ってもいいのだが、表情に乏(とぼ)しくどうにも顔の印象は薄い。

			　そして、二人は揃(そろ)いの黒い軍服を着ていた。

			「早く使い物になれ。親善試合で負けるわけにはいかん」

			　そう言って、シャルロッテは横道に逸(そ)れていく。

			　コテツは直進した。部屋がそちらだからだ。

			「……一週間。すぐ過ぎ去ったが、十分長い期間だったか」

			　そう呟(つぶや)いて、コテツはベッドに倒れこんだ。

			　

			　一週間。

			　その期間は、周囲の人間がコテツに失望するのにかかった時間だ。

			　操縦系統が、コテツのいた世界の機動兵器、ＤＦ（ディストラクションフレーム）と同じだったため、初めからＳＨに乗れたコテツへの期待と、雑兵と一対一で互角にやり合うのがやっとだったコテツへの失望の落差は、非常に大きかった。

			　おべっかを使って擦(す)り寄ってきたＳＨ乗りは、三日で目つきを馬(ば)鹿(か)にするようなものへ変えた。

			　おこぼれに預かろうとやってきた家臣たちは、六日で姿を消した。今では、まともな態度を取るのはシャルロッテと、コテツを召(しよう)還(かん)した本人である王女くらいか。

			　他にもいるが、実に数が少ない。

			「コテツさん、起きてください。コテツさん」

			　そして、今、コテツに声をかけている女性も、数少ないその一人だ。

			「何か、用があるのか？」

			　すぐさま、コテツは自室のベッドから身を起こした。

			　メイド服の女が視界に飛び込んでくる。

			　リーゼロッテ・クリッツェン。エトランジェであるコテツ付きのメイドである。

			　茶色の髪を三つ編みにし、後頭部で丸く纏(まる)めた、碧(あお)い目のおっとりとした女性だ。

			　印象的なのは、頭にある狐(きつね)耳と、大きな尻尾(しつぽ)。否(いや)応(おう)なく、異世界を感じさせてくれる。

			（ファンタジー小説など、ろくに読んだこともないのだがな）

			　これが今際(いまわ)の際(きわ)の夢だとしたら、妙な話だと、コテツはぼんやりと考える。

			「アマルベルガ様がお呼びです」

			「分かった、すぐ行こう」

			　そう言って、コテツはベッドから出て外へと向かった。

			　アマルベルガとは、コテツを召(しよう)還(かん)した張本人、王女である。

			　待たせるわけにはいかない。

			　コテツは、リーゼロッテを伴い、廊下を歩くこととなった。

			「コテツさん、もう、ここには慣れましたか？」

			「……一応はな。慣れるものだ。機動兵器が当然のように存在するのに、生活レベルは中世と大差ない、このアンバランスにも」

			　科学技術の塊(かたまり)であるだろう機動兵器を使うわりに、移動は馬車であったり、この世界は酷(ひど)く歪(いびつ)に映る。

			「よく分かりませんけど、コテツさんはこことはまったく違ったところから来たんですね？」

			「宇宙をふらふらと、だ」

			「宇宙？」

			「そう、宇宙だ。宇宙で、火星の人間と戦っていた。思えば長い戦争だったな」

			　この世界の機動兵器は密(みつ)閉(ぺい)性が低いものが多い。

			　たとえ宇宙を見てきた者がいても、それはほんの一握りよりもさらに少なく、天体に関する学問もあまり進んでいないため、この世界では宇宙はどこか遠いものだった。

			「どうして、戦争が起こったんですか？」

			「早くどこかに行け、邪(じや)魔(ま)だから。と言っていても、いざ手を離れるとなると惜しくなった。だから、飼い殺しにしようとして手を噛(か)まれた」

			　地球が人口の限界を迎え、余った人類を火星に押し込むことにしたが、火星から取れる資源、そして移民の労働力は惜しかった。

			　だから地球側が指導の名目で圧(あつ)政(せい)を働き、力を付けないように上手く搾(しぼ)り取った。

			　ただし、それでも不満は爆発するもので、戦争は起こった。たとえ物がなくとも、不満によって生み出された鬼(き)気(き)迫(せま)る火星軍の戦いは、一時期は、腑(ふ)抜(ぬ)けた地球軍を追い詰めるほどだった。

			　それが、コテツの駆(か)けてきた戦場のすべて。

			　コテツが、エースだった空。

			「帰りたいですか？」

			　こちらを気遣うような問い。

			「……いや、そうでもない」

			　帰りたいと、不思議と思えないのは、すべきことを終えてしまったからだろうか。

			　コテツの心には一切の焦(あせ)りがなかった。

			「任務中と、爆発前。二度も死んだと思ったからな。どこにも何の実感もない」

			　帰ってすることもなければ、戦争終結後に結婚を誓った女性もいない。

			「逆に、いいのかもしれんな。いっそ早く切り捨てられて、どこかで野(の)垂(た)れ死ぬのも」

			「だ、大丈夫ですよ、コテツさん！　きっと、すぐに上手になります。焦(あせ)らないで、ゆっくりやっていけば」

			　言われて、コテツは答えを返せなかった。

			（果たして、俺にできるだろうか……）

			　最後の任務を終えるまでの、あの頃の熱は、今はすでにない。

			　まるで、燃えかすのような、燃え尽きた灰だ。

			　と、そこでふと、中庭に面した廊下から、一機のＳＨの姿が見えた。

			「……あれは？」

			　黒と白の、騎士甲(かつ)冑(ちゆう)を模(も)したようなデザインとは一線を画す、どちらかと言えばコテツのいた世界の機動兵器に近い空気。

			　下半身のがっしりとした空気とは対照的に、上半身はスマート。

			　腰元には二つの巨大なバインダーが付いており、力強い印象を与える機体だ。

			　腕に刻まれた不可思議な文(もん)様(よう)が、なぜかコテツには印象的だった。

			「ディステルガイスト。我が国の所有するアルトの一機です」

			　リーゼロッテは、誇(ほこ)らしげに笑う。

			「アルト……、初期型ＳＨ、だったか」

			「はい。最初のエトランジェ様が造ったＳＨバリエーションの一つです」

			「なぜ、中庭に飾ってあるんだ？」

			　ＳＨは、兵器だ。なのに、中庭にまるで飾るように放置されているのには、違(い)和(わ)感(かん)がある。

			「パートナーがいないんですよ。気難しい機体みたいで。たまに活躍してるみたいなんですが」

			「たまに？」

			「私が生きてる間に一回だけ、です。よほど腕のいい操縦者じゃないと、認めてもらえないらしいですよ。でも、そのときも操縦士の方が動かしたわけじゃなくて、席に座っていただけらしいです。しかも、そのまま死んじゃったらしくて……」

			「死んだ？　なぜだ？」

			「速度についていけなくて、潰れちゃったらしいです」

			　コテツは、その言葉に、前の世界を思い出した。

			　元の世界にも、そんな機体はあった。

			　エース機と呼ばれる、常人では到底乗れないような機体群だ。

			　あまりに強すぎて、搭(とう)乗(じよう)者(しや)を殺してしまうようなその性能を引き出してなお、死なない人間を引き当てるために、万の人間が死ぬ。この機体も、そうなのだろうか。

			「先代エトランジェは？」

			　ふと、先代は大層操縦が上手かったのではないか、と思い当たった。

			　それほどの人物ならば、このような機体でも乗りこなせたのではないか、と。

			　が、リーゼロッテは首を横に振る。

			「一度、乗ったことはあるらしいですが、曰(いわ)く『あれはピーキーすぎる。ハイスコア狙(ねら)い向けだけど、戦場にハイスコアなんて狙(ねら)う場面はない。もともとパイロットじゃないからそういう技術も操縦勘(かん)もないし、多分年単位かけても使いこなせないよ。そもそも元がもやしの貧弱一般人じゃ、フルスピード出した時点で即ミンチ』だそうです」

			　その言葉に、コテツは先代への観を改めた。

			　ゲーム、ロボアク、などの語(ご)彙(い)がしばしば出てくるわりに、戦争に対してはシビアな考えを持った人物だったらしい。

			　ハイスコアを喜び勇んで狙(ねら)うような人物でないことには、好感を覚える。

			「なるほどな」

			「すごい人だったらしいんですけどね。戦闘の呼吸への勘(かん)が鋭くて、隙(すき)を抉(えぐ)り込むのが得意だったらしいです」

			「そうすると、ずいぶん我(わが)侭(まま)な機体だったんだな」

			「まあ、アルトなんて、搭(とう)乗(じよう)者(しや)が決まっている方が稀(まれ)なんですけどね」

			　言いながらも、二人はディステルガイストの前を通り抜ける。

			　二人を、モノクロの巨人が見下ろしていた。

		

	
		
			２　燃え尽きた灰

			　

			　王女の部屋。

			　上品な調度で纏(まと)められたその部屋で、王女が優雅に椅子に座っていた。

			「よく、来たわ」

			　アマルベルガ・ソムニウム。見事な長い金髪に、澄(す)んだ青い瞳(ひとみ)。

			　王族というだけあって、気品のある顔つきだ。コテツより頭一つ分小さい身体をドレスに包んでいる。

			　彼女は実質的には、この国の指導者の立場にある。

			　戴(たい)冠(かん)を終えていない彼女は王女であるが、この国には現在、彼女以外の正統な王位継(けい)承(しよう)者がいない。彼女は、女王のようなものだ。

			「用件は？」

			　本来なら謁(えつ)見(けん)という方向でもよかったのだが、今のコテツの立場は非常に微(び)妙(みよう)である。

			　現状のコテツの状況を耳目に触れさせるには、リスクが高かった。

			　そんな、糾(きゆう)弾(だん)されかねない状況。

			　それゆえに、なんらかの噂(うわさ)が立つ可能性に目を瞑(つむ)って、王女はわざわざ自分の部屋にコテツを呼んだ。

			「調子を聞きたいだけよ。教えてちょうだい」

			「変わりなく。良くも悪くも」

			「そう」

			　落(らく)胆(たん)する様子もなく、アマルベルガは言った。

			「まあ、所(しよ)詮(せん)一週間といったところかしらね。これからも、精(しよう)進(じん)なさい」

			「了解」

			「あなたは、やっとのことで引っかけてきた、私のエトランジェなのだから」

			　アマルベルガ自身は、歴戦の魔法の使い手というわけではなく、魔法処理レベルも最高位というほどでもない。ゆえに、今回のエトランジェ召(しよう)喚(かん)は難(なん)航(こう)したと言う。

			（本来なら何も引っかからなかったところを、時空間圧(あつ)縮(しゆく)の開放に巻き込まれたせいで俺が引っかかりやすくなった、といったところか）

			　心中、コテツは考察するが、わざわざ言うようなことでもない。

			　押し黙(だま)るコテツに、アマルベルガは続けた。

			「不完全ながらも、急ぎ召(しよう)喚(かん)を行なったのは不(ふ)穏(おん)な隣国との戦いに備えるため。エトランジェは我が軍の柱だわ」

			　異邦人を柱にするのはいかがなものかと考えたが、コテツは何も言わないことにする。

			「ゆえに、急ぎ強くなりなさい。今はいるだけでもかまわない、それだけでも牽(けん)制(せい)にはなるから。だけど、そのうちすぐにあなたの実力は世間に晒(さら)されるでしょう。そうなったときが、我々の命日かもしれないわ」

			「善(ぜん)処(しよ)しよう」

			　エトランジェは滅(めつ)法(ぽう)強い、一個師団とやりあえるクラスだ。という風(ふう)評(ひよう)がある限り、相手はコテツに、ひいてはこの国に手を出すことを躊躇(とまど)ってくれるだろう。

			　問題は、本当の実力はいつかはばれる。そして、この国の軍にとって、エトランジェが心の支えだと言うのなら、エトランジェの弱さは士気の低下に繋(つな)がり、戦場は不利になる。

			（どんな国だ、いったい……）

			　もしくは、この世界すべてが抱える問題なのか。

			「もう戻ってもいいわ」

			「了解」

			　退室しながら、コテツは思いを馳(は)せる。

			　この世界は一人の機動兵器乗りを酷(ひど)く珍(ちん)重(ちよう)している。エトランジェと呼ばれた人間は、いつの時代もたった一人で戦局を変えうる存在として尊敬されていた。

			　前の世界では、コテツもそうだった。

			　そうだったはずなのだ。

			「リーゼロッテ。ここで分かれるとしよう。少し中庭で休(きゆう)憩(けい)してくる」

			「あ、はい。ではここで」

			　すると、リーゼロッテは気を遣ったのか、何も言わずに歩いていった。

			　コテツは中庭に出て、草の上に寝転ぶ。

			「……エースか。笑わせる」

			　そう呟(つぶや)いて、コテツは目を瞑(つむ)った。

			　

			「起きていただけますかね？　そこの人」

			　軍人と言う職業柄、コテツは気配に鋭い方だ。

			　近づいてきた人間が声をかけた時点で、すぐにコテツは身を起こした。

			「何か用か？」

			　視線の先にいるのは、黒髪の少女だ。ぱっと見ショートカットなのだが、首元から太もも辺りまで、尻尾(しつぽ)のような髪が一房、真っ直ぐに流れ落ちている。

			「いえね、こんなところで寝ている人は珍しいものですから、気になったんですよ。なんてったって、面白そうじゃないですか」

			　そう言いながら、コテツを見つめる瞳(ひとみ)は金。年は少女と言ってもいいくらいだろう。

			　敬語を使ってはいるが、その調子は明るく、まったく畏(かしこ)まったものを感じさせない、逆にフランクな空気だ。

			　衣服は、なぜかブラウスに、短いスカートだった。

			「君は誰だ？」

			「私はあざみ。彼の、エーポスですよ。今(こん)代(だい)エトランジェさん」

			　そう言って、彼女は背後のモノクロの巨人を指差した。

			「エーポス……。君が、ディステルガイストの」

			　エーポス。初期型ＳＨに存在する、言わば女性型ＡＩ。

			　強力な機体の制御を一手に担(にな)う存在。

			「本当に、人型なんだな。不可思議だ」

			　実際にエーポスに出会ったのは初めてだったコテツは、好奇の視線を向ける。

			　その視線に怒ることもなく、あざみは笑った。

			「仕方がありませんね。初代エトランジェは機械工学に長(た)けた人物でしたが、機体制御のＡＩは専門ではありませんでした。それゆえに、魔術を使って作り出した人工生命体である私たちが、ＡＩ制御を担当するのです」

			「なるほどな」

			「それに、我々アルトは機械と魔法のハイブリッド。ただのＡＩでは制御し切れませんからね」

			　誇(ほこ)らしげに、あざみは言った。

			　コテツは、その言葉に首をかしげる。

			「ふむ、では現行機であるノイに、エーポスがいない理由を聞いても？」

			　最初期に造られ、初代エトランジェが何らかの形で関わったＳＨをアルトと呼び、以降、この世界の人間がそれを解(かい)析(せき)して製作した機体をノイと区別する。

			　ただし、アルトこそが元であり、ノイは便(べん)宜(ぎ)上の名でしかないため、現場で使われるような名ではない。

			　そのノイにはエーポスはいない。操縦士のみで完成する機体群だ。

			　そして、これがこの世界が歪(ゆが)んで見える大本の原因でもある。

			　初めて異世界に呼び出された人間が造った人型機動兵器。そして、それを模(も)した機体群。

			　中世レベルを超えた技術のほとんどは、エトランジェが関わっていると言ってもいい。

			「当然ですよっ、それは。私たちアルトを模(も)して造ったのが、あなたたちが使うＳＨです。性能は足元にも及びませんから。エーポスは必要ありません」

			「そうか。だとすれば大層強いのだろうな。君は」

			「あなたはどうなんですか？　操縦士として。ねぇ？　今(こん)代(だい)さん」

			「俺は、今のところ練習機さえ乗りこなせそうにないからな」

			　諦(あきら)めたように、コテツは言う。

			「練習機を、ですか……、それは大変ですね」

			　慰(なぐさ)めるでもなく、あざみは返した。面白くなさそうな目をしている。

			　やはり、エーポスとしては操縦の得手不得手は、重要な評価項目なのだろうか。

			　だが、慣れた視線だ。コテツはあっさりと受け流す。

			「今回のエトランジェは外れみたいですねー」

			「かもしれん」

			「では、さようなら」

			　あっさりと、会話は打ち切られ、あざみは自分の機体の中へと入っていった。

			　コテツは、部屋へと戻ることにした。

			　

			　コテツは、部屋で一人考える。

			（期待するだけ無(む)駄(だ)だ）

			　期待には応えられそうもなかった。期待に応える気(き)概(がい)がないのだ。

			　むしろ、あざみのような反応がいい。

			　あれくらい、淡々としている方が気が楽だった。

			　期待も失望もなく、事実だけを見つめる。

			（そう思えば……、中庭にいたときがもっとも心安らいだかもしれんな）

			　そして、いっそ逃げ出してしまおうか、と少し考えた辺りで、その考えをコテツは笑った。

			　逃げてどうする。やりたいこともないくせに。

			　どうせどちらにしたって、朽(く)ちていくだけ。

			　逃げても逃げずとも、変わりない。

			（戦争は、終わったのだろうか）

			　心中で、ぽつりと呟(つぶや)いた。

			　長い戦争があった。終わらせるために戦ってきた。

			　それだけのために生きていた。ただただ、がむしゃらに戦い続けた。

			　そして、後一歩のところまで来て、終(しゆう)止(し)符(ふ)を打つ、最後の一撃を放って――。

			　今は、何もかもなくなった。

			（まあ……、結局はのうのうと生きて、いつかどこかで死ぬだけか）

			　国はエトランジェを失いたくない。

			　それゆえ、コテツが戦場に出られるレベルになるまで、戦闘に出そうとはしないだろう。

			　しかし、コテツはこれ以上に操縦が上達する気がしない。

			　きっと、いい加減に痺れを切らした上が彼を不要と判断するそのときまで、コテツは生きていられる。

			（しばらくは……、ぼうっと過ごしてみるか）

			　死ぬそのときまで、ぼんやりと物事を考えながら過ごすのもいい。

			　と、コテツは考えていたが。

			　しかし――、そうはならなかった。

		

	
		
			３　無言の棺(ひつぎ)　

			　

			　その日の訓練を終え、コテツは王城の廊下を歩く。

			「コテツ。お前も少しはマシになってきたんじゃないか？」

			　シャルロッテが、言う。

			「そうか？」

			　コテツが聞き返すと、シャルロッテは珍しく笑みを返した。

			「まだいろいろと粗(そ)末(まつ)なものだが、しかしたまにこちらが驚くようないい動きをする。そういう奴は、いい操縦士になれる」

			　顔には出なかったが、むしろコテツの方が驚いた。

			　まさか、この鉄面皮が笑みを向けてこようとは。少し、むず痒(がゆ)かった。

			「しかし、それもこれからの訓練次第だ。さ、明日も頑張れよ」

			「了解」

			　それを求められる場面ではなかったが、コテツは敬礼で返した。

			　軍人時代の性(さが)、と言ってもいい。ただ、なんとなく敬礼で返し、シャルロッテは満足したようにコテツを見て、廊下の道を横に外れた。

			　そして、直進するコテツの向こう側から、女性が一人歩いてきた。

			「エトランジェ様ではありませんか。調子はいかがですか？」

			　肩までの、緩(ゆる)やかな波打つ金髪。鳶(とび)色の瞳(ひとみ)。

			　意志の強そうな顔つき。コテツの着るものと似た軍服は、騎士団所属の証だ。

			「特に変わりない」

			　頭一つと少しの身長差がある彼女を、コテツは感情もなく見下ろした。

			　クラリッサ・コーレンベルク。王女騎士団副団長。

			　対する彼女の顔には、見下すような感情が滲(にじ)んでいた。

			「まだダメなんですか？　今度のエトランジェは本当に使い物になりませんね」

			「ああ」

			「っ……！　何か言ったらどうですか？」

			　不快そうに、クラリッサは顔を歪(ゆが)める。

			「事実だ」

			「……男なら、何か言い返したらどうです？」

			「知らん」

			　短く言い切ったコテツを、クラリッサが睨(にら)み付けた。コテツは何も言わず、彼女を見つめる。ついにクラリッサの方が折れた。

			　視線を外し、興味を失ったようにコテツの横を通り過ぎる。

			　そうして、去っていくクラリッサを見送って、コテツは中庭に出た。

			　草原に転がって、目を瞑(つむ)る。

			　思い出すのは、シャルロッテの『お前も少しはマシになってきたんじゃないか？』という言葉。

			　それともう一つ。訓練中にだが、王女騎士団副団長に言われた言葉がある。

			『まだダメなんですか？　今度のエトランジェは本当に使い物になりませんね』

			　コテツは、目を開いて空を見上げた。

			（嬉(うれ)しくも悔(くや)しくもないとは、ずいぶん末期だな……）

			　腑(ふ)抜(ぬ)けた、という表現が正しいのか、日(ひ)和(よ)ったと言うべきか。

			　褒(ほ)められて発(はつ)奮(ぷん)することも、罵(ののし)られて悔(くや)しがることもない。もし、そのどちらかの感情の動きがあるような状態なら、こうして中庭に寝転がっているわけもない。

			　そんなコテツに語りかける人影があった。

			「あらら、また来たんですか、あなた」

			「悪いか」

			「悪くありませんけど、珍しいですよ？　もともとここに来る方なんてほとんどいませんし。それに、エトランジェ様だからって特別扱いしませんし」

			　そのあんまりと言えばあんまりな真っ直ぐな言葉に、コテツは久々に口の端を吊(つ)り上げて苦笑を作った。

			　感情を顔に出すのはいつ振りだろうか、と、基本的に凍(こお)りついたような顔の筋肉の動きに、コテツは内心で自(じ)嘲(ちよう)した。

			「だから、いいんだ」

			「はあ……？」

			　よくわかっていなさそうなあざみに、コテツは続ける。

			「その方が、気が楽だ」

			　だから、毎日のように訓練が終わればコテツはここに来るのだ。

			　あざみは、来たり来なかったりだが。

			「あらあら、意外と繊(せん)細(さい)？　そうは見えませんが」

			「正直言って煩(わずら)わしい」

			　はっきりと言うコテツに、あざみは苦笑で返す。

			　あざみはコテツを特別扱いしない。期待もしなければ、エトランジェとして蔑(さげす)むこともしない。色(いろ)眼(め)鏡(がね)なしで、操縦者としての事実を見ている。

			「それをシャルロッテに言ったら最後ですよー？」

			「それはぞっとしないが」

			「足腰立たなくなるまで訓練させられる……、っていうか、王女に対しても不(ふ)敬(けい)罪(ざい)じゃないですか？」

			「不(ふ)敬(けい)罪(ざい)で死刑か」

			「前代未聞のエトランジェ様ですね」

			　そうして、二人は少し黙(だま)る。

			　その後、しばらくしてから、ふと、思いついたかのようにあざみは聞いた。

			「で、結局、あなたは何がしたいんですか？」

			　突然の質問だった。ただ、あざみの顔は興味津々と言ったところ。

			「何が、とは」

			「いえね。今の心境をどうぞ、と。一部から期待され、多数からは蔑(さげす)まれる現状に、望まずやってきた身としては」

			　楽しげに、聞いてくる。

			　なんとも悪趣味だったが、その気の遣わなさがコテツには好ましい。

			「恨(うら)むとか、復(ふく)讐(しゆう)してやりたいとか、これ拉(ら)致(ち)だろマジで、王家ぐるみとか何考えてんだ殺すぞとか、シャルロッテの胸に顔をうずめてすーはーしたいとか、ないんですか？」

			　そして最後に。

			「それとも……、一(いち)念(ねん)発(ほつ)起(き)とか、しちゃったりします？」

			　その言葉に、コテツは一度あざみから視線を外し、中庭から見える空を見上げた。

			　一(いち)念(ねん)発(ほつ)起(き)できるなら、こんなところには来ていない。

			　今頃、自己鍛(たん)錬(れん)を続けているだろう。

			「何がしたいのかと問われれば、何もしたくない、だ」

			　正直に言えば、あざみはつまらなさそうな顔をした。

			「どうしようもないへたれですねぇ。何食べたら、そんな無気力になるんです？」

			　首をかしげるあざみ。

			「何か、欲しいものとかないんですか？」

			「……あった。あったと思う」

			　だから、戦ったはずだ。立派で高(こう)尚(しよう)な何かが欲しかったわけではない。

			「指先を掠(かす)めていた。掴(つか)みかけた。いや……、掴(つか)んだはずなんだ」

			　誰かが願った世界平和。馬(ば)鹿(か)馬(ば)鹿(か)しいと笑われた夢を、人から譲り受けただけだ。

			　それでも、それがコテツのすべてだった。

			「ふぅん……、いろいろあるんですね、あなたにも。するりと、その手を抜けていきましたか？」

			「ああ、そうなるな」

			　感情を滲(にじ)ませず、コテツは呟(つぶや)いた。

			「つまらない話だったな」

			　そして、コテツは立ち上がる。

			「君は、どうなんだ？」

			　そう、彼は聞き返した。

			「私ですか？」

			　彼女はそう言いながら、駆(か)け足で、中庭に直立する鋼(こう)鉄(てつ)の巨人の下へと近づいた。

			「これに乗って、国を守ること。それが私の存在意義ですよ」

			　そして、背後のコテツへと振り向く。

			「それだけです。笑いますか？」

			「いや……」

			　コテツは直立する巨人、ディステルガイストを見上げ、そこからまた、あざみに視線を戻す。

			「シンプルで、悪くない」

			　少なくとも、今の自分よりはずっと上等だ、とコテツは彼女を見つめて言った。

			「そう言われるのは意外と、悪い気はしないものですね」

			　そんな声を聞きながら、彼はディステルガイストに近づいた。

			「特徴的な腰部バインダーだな」

			「おや、気になりますか？」

			「一応だが、パイロットだ」

			　コテツが視線を向けたのは、ディステルガイストの腰部に取り付けられた大型のバインダーだ。腰元から地面近くまであるバインダー。ともすれば、盾(たて)にでもなりそうだ。

			「ふふん、いいでしょう。教えてあげますよ。ディステルガイストのすごさを」

			　コテツの言葉に気をよくしたか、笑顔であざみが語る。

			「高機動に高出力、飛行能力といろいろありますが、ディステルガイストの最大の特徴は武装の多彩さです」

			　あざみはそう言うが、コテツは違(い)和(わ)感(かん)を覚えた。

			　もちろん待機状態である以上、武器を積んでいる必要はないのだが、しかしながら、特にディステルガイストに武装を取り付けるハードポイントも見当たらない。

			　単純に装備できる種類が多いというだけの話なら、四肢(し)を持ち五指がある、ほぼすべての機体が当てはまる。

			「どこにも武器などないじゃないか、って顔ですね。それは当然です。武器は転送するんですから」

			「転送？」

			「ほぼすべてのエーポスとアルトは、異空間に物を格(かく)納(のう)しておけるんですよ。そして、私とディステルガイストは、そのなかでも特に格(かく)納(のう)領域が広く、専用に造られた数え切れないほどの武装群を保持しています。それを、いつでも呼び出せるんですよ」

			「すごいな」

			　素直にコテツはそう漏(も)らした。

			　そこまでの武装があるのならば、どれほどの継戦能力があるのだろうか。

			「そうでしょう、そうでしょう」

			　あざみが、誇(ほこ)らしげに胸を張った。

			「だが、それとバインダーの関係性は」

			「せっかちですねぇ、もう。まあ、いいんですけど。それで、その転送ですが、一つ問題点がありまして。大きい、複雑、魔術が付加されている等々、様々な条件で、呼び出しにタイムラグが生じるんですよ。そのために、使うことが予測される武装を、先んじてバインダー内に転送しておくのです。バインダー内は３・５次元とでも言いましょうか」

			「便利なものだな」

			　コテツの世界でも、そのような機体は存在しなかった。

			　そもそも、空間に関わる分野を初めて兵器に転用したのが、コテツがここにいる原因の一つでもある、スティグマダイバーだ。

			「ええ、そうでしょう、そうでしょう！　まぁ、私を乗りこなせた人間は今まで一人もいませんけどね」

			　上機嫌なその顔が、一瞬曇(くも)る。

			「トリッキーな武装も少なくありませんし。全部を使いこなせません。そして何より、私のスピードに人間が付いてこれません。そもそも、アルトのすべてが、何らかの理由によって常人には扱いきれないものです」

			　その話はコテツも聞いている。

			　あまりのスピードと、人体にかかる負担。どんな猛(も)者(さ)も、数分と持たなかったという。

			　だが、それとともに、危機に際し、ディステルガイストが戦ったという話も聞いていた。

			　その搭(とう)乗(じよう)者(しや)が無事生還したことはない。

			　搭(とう)乗(じよう)者(しや)がいなければ、本来のスペックが出せない厄(やつ)介(かい)なシステムは、裏を返せば、搭(とう)乗(じよう)者(しや)が生きてさえいれば、状態はどうでもいいということでもある。

			　そして、機体の操縦はある程度あざみたち、エーポスが行なうことができるらしい。

			「そこまでか」

			　言ってしまえば、人柱だ。と、口にしない程度には、コテツにも分別がある。

			「何人、中で殺したと思ってるんですか」

			「難(なん)儀(ぎ)だな」

			「……ええ、本当に」

			　先ほど、彼女は言った。これに乗って国を守るのが存在意義だと。

			　有事の際に人一人を人柱にして、国を守る。いったい、どんな気分なのだろうか。

			「ふふ、乗ってみますか？」

			　先ほどの刹(せつ)那(な)が嘘(うそ)だったかのように、彼女は笑顔で言った。

			「遠慮しておこう」

			「賢(けん)明(めい)です」

			　今度は、ディステルガイストを離れ、コテツの下へと歩いてくる。

			「まぁ、しかし。意外とアレですね」

			「どうした」

			　彼女は惚(ほう)けたように、首をかしげながらコテツを覗(のぞ)き込んだ。

			「あなたのこと、嫌いじゃないかもしれません」

			「そうか」

			「あらら、反応薄いですね。こんなにかわいい子に言われたのに」

			　言われて、まじまじとあざみの顔を見る。

			　確かに、かわいいだろう。だからと言ってどうという気にもならない程度には、コテツは無気力だったが。

			「これでも偉(えら)いんですよー」

			「なのだろうな」

			「なんで、ついでに友達もいません」

			　あっさりと、寂(さび)しいことを言う。

			「フランクに話せるのなんて、実はあなたくらいなんですねぇ」

			　コテツがあざみに対してそうであるように、彼女もまた、コテツに対して気楽さを感じているのだろうか。

			「意外と話も合いますし。無気力なところは大幅減点ですけれど」

			　まぁでも、と彼女は口にした。

			「ここに来るくらいは許してあげましょう」

			「ありがたい」

			　茶化すでもなく、真面目腐(くさ)った顔でコテツは言った。

			　あざみが、微(び)笑(しよう)を返す。

			「まあ、今日のところはこれで部屋に戻るか」

			「そーですか。また、来てもいいですよ」

			　簡単に別れの言葉を交わして、コテツが歩き出そうとする。

			　その背中を、あざみが見送る。

			「お気をつけてー……ッ!?」

			　そんなときだった。

			　瞬間、轟(ごう)音(おん)が響き、大地が揺れる。

			　その衝(しよう)撃(げき)に、コテツは弾かれるように走り出した。

			「まるで艦(かん)砲(ぽう)射撃……？」

			　心当たりがある振動。

			　これは、艦の主砲クラスの一撃だ。

			「……あらららら、これまずいですよ。宣(せん)戦(せん)布(ふ)告(こく)もなしに奇襲？　いったい守備隊は何をやってたんでしょうね？」

			　コテツを追うあざみの言葉を背に、コテツは中庭から廊下へ出た。

			　そして、廊下の窓から空を見上げる。ちょうど、そのときのことだった。

			　その空に紫(し)電(でん)が走り。

			　巨大な戦艦が空に現れたのは――。

			「ステルス付きの空中戦艦……、本気みたいですねぇ。あちらさんも」

			　長方形の箱をひたすら並べ立てたようなデザイン。空飛ぶ鉄の塊(かたまり)というナンセンスが、まかり通る。

			「そう、見えるのか？」

			　異世界人のコテツには空中戦艦が来たところで、どれくらいの意味があるのか分からない。

			　追いついてきたあざみに問うと、あざみは眉一つ動かさずに答えてくれた。

			「視覚的ステルス、あのサイズ、外観から分かるＳＨ搭載可能数からして、敵国旗艦の中の国宝級レベルでしょう。あのクラスじゃ、最悪経費で国家が傾きますよ？」

			　つまり、国家予算クラスをもって起動させられる戦艦、ということらしい。

			　誰にも気づかれずに敵国の喉元に食いつけると考えれば、そのコストは納得できる。

			　ただし、一度で決着が付かなかった場合、出費がかさむのだろうが。

			「この国にはそれほどの旨みが？」

			　そして、それを覚悟しての電撃戦。確かに、戦争が長期化するよりは必要な軍事費も軽くなるだろうが、それにしたって博打(ばくち)の要素が強い。

			　この国にいったい何があるというのか。

			　その質問に、茶化す空気もなく、あざみは答えた。

			「私、とかどうでしょう？　ね、別に茶化してませんよ？　初代エトランジェのいた国ですから、ハイスペックなアルトの保有数は最大です。もっとも、王都にはほとんど保管してありませんけどね」

			　そこまで言われても、今のコテツにはピンと来なかった。

			「アルトを巡っての戦争なんて、珍しくもありません」

			　エースとその機体が、時として戦場で脅(きよう)威(い)になることは分かってはいたが、しかし、アルトはパイロット不在。

			「ロクに動かせない機体にそれほどの価値が？」

			　はたしてそれだけの価値があるのか。そんな疑問に、あざみは口を開く。

			「そもそもアルトなんて、ほとんど誰も使えないんですけどね。でも、『今は使えない』、それが何の保障になるんです？」

			「何の保障にもならんな」

			「でしょう？」

			　今日使えない機体が、明日も使えない保障はない。

			　今日明日が脅(きよう)威(い)でなくても、次の年には脅(きよう)威(い)と化すかもしれない。

			　このタイミングなのは、考えるまでもない。

			　エトランジェが切り替わる、この瞬間を狙(ねら)ってきた。

			（見抜かれているぞ、王女……！）

			　先代エトランジェから、今(こん)代(だい)へ。エトランジェがいない、もしくはまだ慣れていない。これが一番の好機だと取られた。

			　だからこそ、賭(か)けに近い電撃戦に出た、というわけだ。

			「それで？　君から見たらどちらが優勢だ？」

			「うーん、こっちのぼろ負けですねぇ」

			　あっけらかんと、あざみは言った。

			「なぜ？」

			「あの戦艦には、余裕で50機以上のＳＨが積まれているでしょう」

			「こちらにもＳＨはあるだろう？　しかもここは本拠だ」

			「いいえ。確かに数はありますけどね。常に全部動かせるわけじゃないんですよ。整備環境上、相手の半分動かせればいい方です」

			「……どうかしている」

			「とはいえ、こんな奇襲、想定されてないんですよ。型破りにもほどがあります。むしろ国境付近の方が、すぐ動かせるＳＨは多いですよ」

			　確かに、あざみの言うように、いきなり戦艦一隻(せき)で殴りこみをかけてくる想定などない。

			　外交的な問題を抱えることを承知で、敵が勝負をかけてきている。

			　そうして、今度は質問の応対者が変わる。

			「あなたは？　どう思います？」

			　平然とあざみは聞いてくる。コテツは、思ったことを答えた。

			「……その戦力差ならまずいだろう。敵は有能だ」

			「どうして判断できるんです？」

			「機を見て、逃さぬよう捻(ね)じ込んできた。その目標は現在、脅(きよう)威(い)とは呼べない機体だ。だが、相手はそれに、これだけのことをする価値を見出している」

			「まぁ、確かに。アルトを全部使えるようになればすごいですけど、今は目(め)処(ど)も立っていないでしょうね」

			「目(め)処(ど)も立たない状況で価値を見出せるのは、よほど先を見ているか、ただの馬(ば)鹿(か)かのどちらかだ」

			「その場凌(しの)ぎであなたを召(しよう)喚(かん)したこの国とは、格が違いますか？」

			「君はこの国をどう思ってるんだか……」

			　あまりにあんまりな物言いに、逆にコテツの方が微(び)妙(みよう)な気分になった。

			「まあ、その場凌(しの)ぎに走らざるを得ない状況でもあるのです。この国も戦争を終えたばかりで弱っているのですよ。向こうも、その隙(すき)に付け込みたいのでしょうが」

			　だが。

			「私にとっては大切な国ですよ。いざとなったら私が守りますから――」

			　そう言って、彼女は笑顔になる。気高い獣(けもの)の笑みだった。

			　

			　格(かく)納(のう)庫。

			　整備員が慌(あわただ)しく動き回るそこに、コテツはいた。

			　そして、それを見つけたシャルロッテが、コテツに駆(か)け寄ってくる。

			「コテツ!!」

			「ああ」

			「よく来てくれた」

			「呼び出したのはそちらだろうに」

			　にべもなく言うコテツは、そのまま続けた。

			「それで、俺に出撃命令か？　役に立てるとは思えんが」

			　当初、コテツが考えていたのはそういうことだった。

			　人手が足らない。

			　ならば、コテツの練習機も出せるだけ出してしまおうと思ったのだろう、と。

			　しかし、シャルロッテの返答は、実に予想外だった。

			「……違う。お前に出撃命令は出ていない。私はお前に頼みがあるんだ」

			「頼み？」

			　出撃前の兵士に頼まれることと言えば、いったいなんだろうか。

			　考えるコテツの肩に、シャルロッテは両の手を乗せて、真っ直ぐに彼の瞳(ひとみ)を見た。

			「これは私の個人的な願いだ。断ってくれてもかまわない。関係ない国のことだと、逃げてくれてもかまわない」

			「長い前置きだ。時間はないんだろう？」

			　シャルロッテがここまで言う頼みを、コテツは断ろうと思わなかった。

			　だから、先を促(うなが)す。

			　すると、シャルロッテは、苦しそうに、辛(つら)そうにその言葉を口にした――。

			「お前にはっ……。ここで王女様を守って欲しい!!」

			　そして、筋違いなのは分かっている、とシャルロッテは呟(つぶや)いた。

			「目の前の敵は私たちが命を賭(か)けて、意地でも倒す。絶対に、必ずだ。しかし……、もしも、万が一抜けた敵がいたならば」

			　その言葉を、コテツが遮る。

			「期待に添えるとは思えんが。……努力は惜しまん」

			　真面目腐(くさ)った顔のコテツに対し、シャルロッテは泣きそうな顔で破顔した。

			「ありがとう……、では、私は行ってくる!!」

			　

			　颯(さつ)爽(そう)と駆(か)けていくシャルロッテをコテツは見送り、自分も自分の機体の下へ。

			「これが、俺の棺(かん)桶(おけ)か」

			　感動もなく、彼はそれを見上げた。

			　青い、騎士甲(かつ)冑(ちゆう)のようなフォルム。練習機、名前をアインスという。

			　ここに来てから、コテツがずっと乗っている機体だ。

			　コテツが、その機体の胸にあるコックピットに乗り込もうと動き出したところ、彼は声をかけられ振り返った。

			「コテツさんっ」

			「……リーゼロッテ」

			　メイド服と獣(けもの)耳。遠目に見ても彼女は分かりやすい。

			　しかし、コテツは首をかしげた。

			　いったい何をしにきたのだろうか、と。

			　その彼女は、しばらく、何か言おうとしてやめ、口を開け閉めすることを繰り返していたが、ついに、覚悟を決めたのか、コテツに言った。

			「死なないでください」

			　簡(かん)潔(けつ)な台詞(せりふ)。とても分かりやすい一言だった。

			　しかし、出会って一週間あまり。それだけなのに、こうして有事の際にわざわざ心配して声をかけてくれる彼女は、たいそう優しい性分なのだろう。

			　コテツは、そんな彼女に笑いかけた。

			「――約束できんな」

			　基本的にろくに動かないはずの顔の筋肉は、自分でも驚くほど、酷(こく)薄(はく)な笑みを浮かべていた。
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			４　エースの空

			　

			　かくして、敵は来た。

			　異世界に来て初めて見た飛行を行なうＳＨと、この国のＳＨが戦闘を行なう様を、コテツは最後方で眺めていた。

			　文字どおりの、最後方である。城の目の前に立つコテツを越えればもう、防衛戦力も何もあったものではない。

			「押されているな」

			　冷静に、コテツは戦況をそう判断した。

			　ＳＨ戦は、空対地なら空の方が有利だ。そして、整備不足のせいか、味方には圧倒的に空戦機体が少ない。対空兵器は、撃てば当たるというものでもない。

			　そして、圧倒的存在感を放つ空中戦艦の存在。

			　その砲火はもちろんのこと、その存在自体が士気に多大な影響を及ぼす。

			「……そして、やはりか」

			『目の前の敵は私たちが命を賭(か)けて、意地でも倒す。絶対に、必ずだ』

			　そんなものはただの意気込みで、希望的観測だ。

			　周到な罠(わな)を張ったうえでの地上戦ならいざ知らず、この状況ですべてを防ぎきるなど不可能。

			　高速で迫(せま)る航空兵器。レーダーがそれを捉(とら)えた。

			　コテツは、機体の腰のブロードソードを抜く。

			　そして、唐(とう)突(とつ)に敵との通信が開いた。

			『うぉおおおおおおお!!』

			「……うるさいな」

			　この世界は、ＳＨ技術以外は中世なこともあって、騎士道精神に重きを置く風(ふう)潮(ちよう)もまた存在する。こうもあっさりつながる通信も、その風(ふう)潮(ちよう)から生まれたものの一つだ。

			　必要があれば切ることもできるが、自ら切ろうと思わなければ、相手から勝手に通信をつながれる。

			　名乗りを上げる。裂(れつ)帛(ぱく)の気合を見せ付ける。勝者と敗者、もしくは好敵手同士が言葉を交わすための仕様。

			　コテツにはどうも馴(な)染(じ)めそうになかったが。

			　そして、その裂(れつ)帛(ぱく)の気合を見せ付けた相手は、同じブロードソードを構えて、空中からコテツへと迫(せま)ってきていた。

			　ブロードソード。人間サイズで言えば、八十センチくらいの幅広の剣だ。

			　一般的な機体の大きさは、人間の十倍ほどのサイズ、つまり十八メートルのものが多いから、ブロードソードは八メートルほどの長さになる。

			　これも騎士道的な考え方なのか、それとも、銃器の性能が低いのが悪いのか、ＳＨ乗りは剣を重用する。

			　コテツにはそんな考えもないが、練習機であるアインスに、これ以外の武装を搭載することはできなかった。

			『おおおおおお！』

			　突(とつ)貫(かん)してくる機体。

			　コテツは、横に大きく跳(と)んでそれを避ける。

			　飛び込むような無様な避け方だったが、それでも避けることには成功した。

			　すぐさま、敵機はターンをし、再びコテツに突っ込んでくる。

			（さて、どうにか止めなければ……）

			　叫び続ける敵兵とは対照的に、コテツは無言で機体を動かしていた。

			　シャルロッテの頼みに応えたのだって、彼女と同じく王女を守りたかったのではなく、断る理由がなかっただけだ。

			　だがしかし。

			「約束は、したからな」

			　二度、三度と攻撃を避ける。

			　そう、約束はした。したから、努力は惜しまない。

			　そして、四度目の突撃。

			（通常、生身であれば……、一撃ごとに体が鈍(にぶ)る。ダメージは蓄(ちく)積(せき)し、逆転はできない）

			　コテツは、避けない。

			（だがＳＨならそうではない……！）

			　貫かれる機体の腹部。いや、避けたのだ。コックピットには刺さっていない。

			　コテツは、ここで初めて声を出した。

			「捕まえたぞ」

			『え？』

			　ブロードソードを持っていない方の手が、敵機の肩を掴(つか)む。

			　冷(れい)淡(たん)だったコテツの声は、まるで死神の宣告のように相手に響いたことだろう。

			　アインスはブロードソードを振り上げ。

			　――思い切り相手の胸に突き込んだ。
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			　青い機体が、悠(ゆう)然(ぜん)と立っている。

			　敵機が三機。地に転がっている。

			「……最善は尽くしたぞ」

			　呟(つぶや)くと同時、コテツのアインスが倒れ込んだ。

			　結局、コテツの最善、限界はここまでのこと。

			　コテツに傷一つなくとも、腹(はら)を刺され、片腕は千切れ、片足を失った機体はもう動かない。

			　コテツが取った戦法は、まさに肉を切らせて骨を断つ。

			　腕も機動力も劣(おと)るコテツは無傷で勝つことなど考えず、ただ、切らせて隙(すき)を見せた相手に、一撃必殺を叩き込むことだけに専念した。

			　どんなに痛めつけても、動ける限り機体は動いてくれる。それゆえの戦法だった。

			　ただし、その戦い方にはどう頑張っても限界が訪れる。

			「ここまでか」

			　暗くなったコックピットで、コテツは無感動に呟(つぶや)いた。

			「まあ、余生にしては上々か……」

			　ここで待つことは、座して死を待つことと変わりない。この戦闘はどう考えても負け戦だ。

			　はたして、エトランジェは生け捕りにしてくれるだろうか。

			　いや、しかし、仮に生け捕りにされたとしても、役立たずだと知られればきっと敵国はコテツを殺し、この国の王族に新たなエトランジェを召(しよう)喚(かん)しろ、と要求することだろう。

			　だから、コテツはその場から動こうとしなかった。

			　遅いか早いかの差でしかない。ここで死んでも変わらない、と。

			　そして、待つこと数十秒にして、機体の装甲を叩く足音が聞こえてきた。

			（敵兵か……。ずいぶんお早いご到着だが、そのままコックピットに剣でも突き刺せばいいものを）

			　そう考えるコテツをよそに、唐(とう)突(とつ)に暗かったコックピットへ光が差し込む。

			　致(ち)命(めい)的(てき)なダメージを受け要救助状態となったＳＨは、コックピット側の操作でロック状態にしない限り、外からのレバー操作で、コックピットハッチを簡単に開くことができるのだ。

			　そんなふうに簡単に開いたコックピットの向こう。敵兵の顔でも拝んでやろうかと、コテツは開いたハッチの先に目を向けた。

			　そこにいたのは意外な人物だった。

			「……リーゼロッテ？」

			　メイド服と、狐(きつね)耳。見間違えるはずもない。必死な形相で――、彼女は言った。

			「早く、この手に掴(つか)まってください!!」

			　思わず、呆(ほう)けた。

			　半ば無意識に言われるがまま手を伸ばすと、一気に機体の外まで引き上げられた。

			　なぜ彼女がここに、と、疑問が心を支配する。

			　そして、コテツは口を開きかけた。

			「君は、なぜ――」

			「まずは逃げましょう！」

			　しかし、答えを聞く間もなく、力強く手を引かれる。

			　女性とは思えない力で手を引かれ、呆(ほう)けたまま、コテツは引きずられるように走り出した。

			　閉められた城門の脇の勝手口のようなところから内部に侵入し、そのまま城の中へ。

			　そして、廊下を駆(か)け抜け、中庭に出て、やっとコテツとリーゼロッテは一息吐(つ)いた。

			「こ、コテツさんっ、怪(け)我(が)は？」

			「いや、大丈夫だ」

			「よかった……、壊れた機体の中から出てこないから、怪(け)我(が)をしたのかと」

			「すまない。心配をかけた。それとありがとう、君の勇敢な行動のおかげで命を救われた」

			　別に望んだわけでもないが、救われた以上は礼を言わなければならない。

			　コテツは、リーゼロッテを真っ直ぐに見つめているのだが、そこでコテツはあることに気がついた。

			（震えて……？）

			　リーゼロッテが、肩や手を震わせている。

			　先ほどまでは無我夢中だったのだが、ここに来た今、それら張り詰めていたものが切れて、恐怖が戻ってきたようだった。

			　年相応な、女性になりきれない少女の恐怖が、そこにはあった。

			「君は、どうしてここまでして」

			　思わず、コテツは聞いた。

			　コテツにはよく分からない。恐怖してまでなぜ、役立たずを救いにきたのか。

			　なぜ、彼女は死の危険を冒(おか)してまで、コテツを救ったのか。

			　その不可解を放置できず、口を衝いて出た言葉に、リーゼロッテは肩を震わせたまま答えた。

			「私……、エトランジェ様のお話が好きなんです」

			「は？」

			「歴代エトランジェの人たちは、亜人を差別する人が少なかったそうです。会うことは叶いませんでしたが、先代もそうだったそうです」

			　野(や)蛮(ばん)な獣(けもの)は下、知恵のある理性的な人間は上。そういう考えは、この世界にも根付いている。

			　その中で、亜人とは、知性を兼ね備えた獣(けもの)ではなく、野(や)蛮(ばん)な者として扱われる。

			　彼女は亜人。城で働いているのは王女が変わり者なだけだ。城にもなお、差別は残る。

			　でも、彼女は気(き)丈(じよう)に笑った。

			「だから、エトランジェ様は全亜人の憧(あこが)れです。差別せず、勇敢で気高く戦場を駆(か)ける」

			「俺はそれとはほど遠いと思うが」

			「だからですよ」

			　そう言って彼女は微笑(ほほえ)んだ。綺麗な、笑みだった。

			「私は、コテツさんにこうして欲しいとか、こうあって欲しいとかは言えないです。そんなの、私のわがままです」

			　でも、と彼女は呟(つぶや)いた。

			「迷(まい)子(ご)のまま、死んじゃダメです」

			「……迷(まい)子(ご)、か」

			　言い得て妙だ、とコテツは心中で呟(つぶや)いた。

			　何かの理想や、目的のために殉(じゆん)ずるでもなく、ただ薄ぼんやりと生きることを諦(あきら)めて、死ぬ。

			　それは酷(ひど)く情けないことだ。

			「はい、だからコテツさんは戦場で死んじゃダメなんです。逃げて、コテツさんの思うがままに生きてください」

			　その言葉に、コテツは愕(がく)然(ぜん)とした。

			　それだけで、命を賭(か)けるに足りるのか、と。たったそれだけで、戦場に命を晒(さら)せるのかと。

			「私、人間が大好きなんです。差別しない人は、もっと好きです」

			　だが、それとともに、想う。

			　自分の戦う理由は、それほどまでに、高(こう)尚(しよう)なものだっただろうか。

			（違うな。目の前に戦場があった。何かしなければいけないと思った）

			　それだけで命を賭(か)けた。少なくとも、一番最初はそうだった。

			　最終的にコテツの目標は世界平和となったが、それとて、死んだ友人から譲り受けただけで。

			　そもそも、恒(こう)久(きゆう)的平和などと唱(とな)えられるほどの、政治手腕などなく。

			　ただ、戦場を駆(か)け、一つずつ潰していっただけだ。

			（元より、自分が高(こう)尚(しよう)な理由で戦っているなどと、自(うぬ)惚(ぼ)れちゃいない）

			　ならば、コテツの命をそうまでして救いにきたリーゼロッテに報(むく)いるのは。

			　シャルロッテの思いに応えるのは。

			　恩(おん)を返すのならば。

			（それは俺にとって、命を賭(か)けるに十分な理由になる――）

			　コテツは、胸中に火が灯(とも)るのを感じた。

			（命を賭(か)けて、命を救われた。理由はそれだけでいい。今はそれだけで十分だ）

			　そして、見る。

			　白と黒の機体。腕に刻まれた文(もん)様(よう)が、相変わらずなぜか気になった。

			（……やるだけ、やろうじゃないか）

			「あざみ、いるんだろう？」

			　胸に灯(とも)りかけた炎。それに任せて機体に向かい、コテツは呼びかける。

			　ふっと、コテツの前に、女の姿。

			「なんでしょう？」

			　コテツは、ここに来て初めて己(おのれ)の希望を口にしたような感覚に囚(とら)われた。

			（ここに来て、俺が望む初めての言葉は――）

			　ここに来て、心から何かをやりたい、と思ったのは、この世界に来て一週間あまりの中で。

			　今日が初めてだった。

			「――君に俺を乗せろ」

			　リーゼロッテも、あざみも、驚(きよう)愕(がく)で固まっていた。

			　コテツだけが、真剣にあざみを見ていた。

			「駄目か？」

			「い、いえ。確かに私としても、搭(とう)乗(じよう)者(しや)がいないと動けませんし。誰でもいいから、兵士を捜しに行かねばならないところでしたが」

			　アルトは、エーポスだけでは動かせない。

			　アルトは、パイロットの存在を感知して初めて力を発揮するという。

			　エーポスのみでは酷(ひど)く緩(かん)慢(まん)で、弱々しい動きしかできないのだ。

			　逆に言えば、人さえ乗って、生きてさえいれば、ある程度以上の動きができる。

			「ならばちょうどいい。俺を乗せてくれ」

			　間(かん)髪(ぱつ)入れずにコテツは返した。

			　あざみは、少し考えるように顎(あご)に手を当てていたが、すぐにコテツを見る。

			「まあ、あなたごときに私が使いこなせるとは思えませんが。どうせ変わりませんしね。最終的に私がコントロールして、あなたは座っているだけですから」

			「とりあえず、乗せてくれるだけで十分だ。後は俺次第、だろう？」

			「分かってるじゃないですか。でも、死にますよ？」

			「上手く動かせるかは分からん。だが、……頑(がん)丈(じよう)さには自信がある」

			「……そうですか。ちょっぴり、見直しました」

			　コテツは言いながら、直立している機体の装甲を軽やかに上って、コックピットである胸まで到達した。

			「……タラップ下ろしましょうか、と言おうと思ったらすぐに上ってこられるとは。これだけ見ると、熟(じゆく)練(れん)者みたいなんですけどね」

			　あざみが呟(つぶや)くが、コテツは無視して乗り込もうとする。と、その背に声がかかった。

			「コテツさん！　また、行くんですか!?」

			　

			　リーゼロッテだ。

			　不安が、声に多分に含まれていることは、コテツにも感じ取れた。

			　だから、コテツは振り向くと、笑って返した。

			「――今度は生きて帰るさ」

			　

			　見た目よりずっと軽やかに、機体が空に舞い上がる。

			「強気の発言、いただきました。大丈夫ですか？　本当に」

			「問題ない」

			　コックピットは複座になっており、すぐ後ろにはあざみがいる。

			「……どういう心境の変化なんです？」

			「戦う理由ができた」

			　怪(け)訝(げん)そうに問うあざみに、にべもなくコテツは答えた。

			「リーゼロッテですか？」

			「ああ」

			「せっかく拾った命、大切にしてもいいんですよ？」

			「すっかり燃え尽きたと思っていたが……、今は少し、以前の自分を思い出している」

			　そう、前の世界にいた頃は、こんなときどうだったろうか。

			　最後のあのときまで。生還できる可能性はほぼないと知っていながら、迷わず向かっていったはずだ。この状況は、逃げるに値しない。

			「……エトランジェという人は、本当に感性が一個ずれてますね」

			　あざみが呆(あき)れるように告げる。

			「なんだ」

			「亜人。中でも獣人に対する態度がすごいですよ。先代なんて、『ケモ耳馬(ば)鹿(か)にするとか潰すよ、この国』とか言って、一時期騒ぎになりましたし」

			　先代の言葉は、聞かなかったことにした。

			「彼らは、慎(つつし)み深い獣(けもの)だ」

			「ほほう、これまた面白い表現ですね」

			「どうも俺には、自分が彼ら以上だとは思えん」

			　そう呟(つぶや)いた瞬間、有効射程内に敵機の姿を視認する。無(む)駄(だ)話はそこで終わりだ。

			「さて、では戦闘ですね。少しでも無様な真(ま)似(ね)をしたら、コントロールをこちらに移しますから」

			「武装は？」

			　返ってきたのは、小馬(ば)鹿(か)にしたような、試すような声色だった。

			「男なら拳(こぶし)なんじゃないですか？」

			　今度の相手は、銃を持っている。

			　冷静に、コテツは相手を観察。

			「了解、では行くか」

			「え？」

			　はたして、自分の言葉に怒(ど)声(せい)が返ってくるとでも思ったのか、あざみから呆(ほう)けた声が聞こえてくる。無視して、コテツは飛んだ。

			　アルトであるこの機体を警(けい)戒(かい)して、囲んでいるのは五機。

			　その眼前へとコテツが迫(せま)る。

			『っ……、速い!?』

			　相手の通信が、唐(とう)突(とつ)に聞こえてくる。

			「うるさいな、相変わらず」

			『撃てッ!!』

			　そして、構えられた銃口から、無数の弾丸が吐(は)き出された。

			　その場にいた全員が、それは当たると判断した。

			　アルトの装甲を貫けるかどうかはともかくとして、当たるとは思っていた。

			　しかし。

			「遅いぞ」

			　右へ、左へ。上へ、下へ。

			（っ……！　この機体は――！）

			　直角よりも鋭い角度で、白黒の機体が宙を躍(おど)る。

			　当たらない。

			　五機による一斉射撃が、いくら続けても、一発も当たらない。

			『くそ、撃てっ、撃てっ!!　いつかは当たる！　こちらの方が数は多い!!』

			　その、次の瞬間。隊長機の眼前に、コテツの機体が現れた。

			『いっ!?　いつの間に……』

			「射撃に夢中になるからだ」

			　すでに腕は引き絞られている。そして、すぐさま鉄(てつ)槌(つい)は放たれた。

			　拳(こぶし)が、唸(うな)りを上げて敵機の頭を砕く。そして、そのまま反転。

			　近場にいた機体に勢いのまま回し蹴(げ)り。太い足に機体は砕かれ、地に落ちる。

			　そして、もう一機へとコテツは迫(せま)った。

			『うわあああああ!!』

			　怯えて下がりながら銃を乱射する機体に向かって、すべての弾丸を避けながらコテツは迫(せま)り。

			　そのまま敵機を掴(つか)むと、地面へと叩きつけるように放り投げた。

			『な……』

			　三機目が地面に落ちて動かなくなり、――動揺が広がる。

			『強い……』

			『一瞬で三機落ちたぞ!!』

			『化け物か!!』

			「……すごい。すごいです……！」

			　敵にも、後ろのあざみにもだ。

			（機体が俺の意思に付いてくる……）

			　そんな中、コテツだけが冷静な顔で敵を見ている。

			（機体が、思った通りに動く……！）

			　そして、無意識に口の端は、吊(つ)り上がっていた。

			　これは、そう。前の世界の感覚。エースだった、望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)の感覚。

			　全力で動かせば簡単にパイロットが死んでしまうような機体を操り、絶対的な暴力を持って戦場を支配する。

			　そう、あの頃の――。

			「そうだった……。なぜ忘れていた。……これだ」

			　この世界に来て初めて出会った、思う通りに動く機体。

			　この世界で初めて出会った相(あい)棒(ぼう)。まるで、頭に溶けた鉄をぶち込まれたようだ。

			　ただひたすらに頭が熱い。

			「そう、これが……」

			　――持てるすべてを、叩き付けたい。

			　胸に、燃え立つものを、コテツは確かに感じていた。

			　エース。コテツはエースなのだ。

			　ただの練習機如(ごと)きでは我慢できない。あんな機体ではコテツを満たせない。あんな機体では、あの空を飛べない。

			　だが――、今なら飛べる。

			「これが、エースの空だ――」

			　

			『ディステルガイスト』

			　その機体は悠(ゆう)然(ぜん)と宙に立つ。そして、そこで気がついた。

			　なぜ、腕の文(もん)様(よう)が気になっていたのか。なぜ、そこにコテツは違(い)和(わ)感(かん)を覚えていたのか。

			　もう見ることはないだろうという先入観が見逃していた。

			　腕の文(もん)様(よう)は英語。これまで注視することはなく、スケールの差ゆえにただの模(も)様(よう)のように見えていた。そして、薄暗かった文(もん)様(よう)と、機体を走るラインは、起動された今、強い光を放っている。

			　機体のモニタから見える自機の腕を見れば、はっきりと分かる。

			（そうか。これは、初代からのメッセージか）

			　わざわざ、ドイツ名の機体に英語で記されたメッセージ。地球人なら誰でも読めるように、という配(はい)慮(りよ)。

			　コテツは、機体の右腕を胸の前に出し、左の肘を右腕の上に乗せ、立てる。

			「確かに……、受け取ったぞ」

			　左腕にはDEADの文字。そして、右腕にはLINEの文字。

			『DEAD LINE』

			　これが、最後の砦(とりで)だ。そのとき、すべての機体が、それを見ていた。

			　開発者のメッセージ。開発者の思い。開発者の祈(いの)り。

			　今は――。

			　――コテツの気迫。

			　なぜか、戦いすらも忘れて、皆がそれを眺めた。

			　唐(とう)突(とつ)な、死線の出現を。

			「覚悟を決めて、越えに来い……！」

		

	
		
			５　臨(りん)界(かい)点

			　

			「もう一度問う。あざみ、武器は」

			「は、はい!!　腰部バインダー内に日本刀とハンドガンが入ってます！　それと、一応汎(はん)用(よう)性が高い武器のリストがありますけれど!!」

			「日本刀を出せ。リストも表示しろ、合間に見ておく！」

			　言われるがまま、あざみは巨大な腰部バインダーを操作し、ハッチを開閉させ、日本刀をせり出させる。

			　それを両手にディステルガイストは敵へ迫(せま)る。敵は、銃からブロードソードに持ち替え、迫(せま)るディステルガイストへと振り下ろす。

			『え？』

			　だが、はたして敵に何が起こったか分かっただろうか。

			　すれ違い様の一瞬のうちに細(こま)切(ぎ)れにされ、地に落ちた兵士の声は、何も分かっていないように聞こえた。

			「次っ」

			　それを尻目に、もう一機へ、ディステルガイストは飛(ひ)翔(しよう)する。

			　その機体は、努めて冷静に銃弾を放つ。

			「行けるか……、いいや、行くとしよう！」

			　次の瞬間、あざみは信じられないものを目にした。

			　振り払われる、己(おのれ)が機体の刀。

			　横に振るったそれが、弾丸を切り裂き、弾く。

			（人間にこんなことが!?）

			　あざみの驚きを無視して、距離はゼロへと狭まり、敵は貫かれる。

			「ハンドガンを出せ！」

			「はいっ、すぐに！」

			「射撃操作をマニュアルに！」

			「はいっ！」

			　腰部バインダーからハンドガンがせり出す。

			　すぐさまディステルガイストはそれを掴(つか)むと、早撃ちのように、向かってくる敵を撃ち抜いた。

			「あなた、平気なんですか！　人が死ぬレベルのスピードが出てますよ！」

			「問題ない！　慣れている!!」

			　

			　そして、ブーストを吹かし、前進しながらの回避行動で、機体は錐(きり)揉(も)みに進んでいく。

			　その中で、まるでめちゃくちゃな射撃の嵐。

			　しかし、その弾丸は的確に敵機を落としていく。

			（こんなことって……。私のフルスピードに耐えられるだけでも、ありえないのに……）

			　心中で、あざみは呟(つぶや)いた。

			　通常、振り回されるのは操縦士だ。どんな機体でもまずは操縦士が機体に振り回され、そして振り回されないようになっていくのが上達というものだ。

			　しかし、今はどうだ。

			　気を抜けば、自分の方がコテツに振り回されそうになっている。

			（動く……、今までとは大違いだ。思ったとおりの動きができる！）

			　そんな中で聞こえてくるコテツの心の声は、歓(かん)喜(き)に溢(あふ)れているようだった。

			　ディステルガイストに乗っている間、エーポスと操縦士はスムーズな行動のために、ある程度お互いの思考が読める。

			（確かにピーキーな機体だが、そんなものにはいくらでも乗ってきた。そのたびに、どんなじゃじゃ馬も乗りこなしてきた）

			（並みの機体じゃ動けないわけですね。この反応速度じゃ、アインスなんかじゃついていけない。騎士団長クラスの専用機、いや、それですらこの操縦を表現しきれない……!!）

			　コテツの腕が悪いと評されたのは、まるで嘘(うそ)だった。

			　機体の方が、コテツに付いていけていないのだ。

			　限界ギリギリまで性能を引き出し、機体を振り回しているくせに、常(じよう)軌(き)を逸(いつ)する程にその操縦は繊(せん)細(さい)で、機体への負担がほとんどない。

			（マイルドで大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)な練習機でこんな操縦したら、一発で関節が逝(い)きますよ！）

			　練習機は、練習用に操縦系統は鈍(にぶ)く大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)に、さらに間接は脆(もろ)く造ってある。

			　そんな機体で限界性能を引き出せば、その繊(せん)細(さい)な操縦をまったく受け付けず、自らの動きで自らを破壊してしまう。

			　あざみには分かる。まるで嵐のような入力の波は、普通の機体じゃ処理しきれない。

			　そして、この見切りには、ただの機体じゃ付いていけない。

			　パイロットの能力を、百分の一も引き出せない――。

			（……練習機なんかじゃ、この人の相手は務まらない。もっと、私みたいな――）

			　飛び続けるコテツの前に、赤く輝(かがや)く騎士に鋭い羽の生えたような機体が一機、立ちふさがる。

			（私なら――!!）

			　それが、あざみの意識を現実へと引き戻した。

			「エース機ですっ、気をつけてください！」

			　油断なく細身の剣を構えるその機体に、隙(すき)がない。

			『……まさかアルトが起動しているとは』

			「……エースか」

			『いかにも。我こそはジルエットが筆頭騎士、グラット・エイサップ。そして、私が率いる部隊、飛(ひ)燕(えん)だ』

			　前後を、挟まれている。

			　前方に立ちふさがるように、グラットの赤く輝(かがや)く鋭い翼を持った機体。

			　背後には、それに似た意(い)匠(しよう)の機体が六機。

			「あちゃあ……、飛(ひ)燕(えん)とグラットですって？」

			「そこまでのものなのか？」

			　背後から聞こえた言葉に、コテツが反応する。

			　あざみが背後で渋面を作った。

			「あちらさんのエースオブエース。プラス、それの率いる部隊です。向こうの最高戦力って言ってもいいでしょうね。彼がいるだけで、こっちの損害は……考えたくもありません」

			「なるほど」

			　コテツが短く呟(つぶや)き、そして続けた。

			「あれを排(はい)除(じよ)する理由ができた」

			「まさかやる気ですか？」

			「無理か？」

			　操縦士がやる気だ。そして、あざみは自らの機体に誇(ほこ)りを持っている。

			　エーポスなら誰だってそうだ。

			　ならば、無理だなどと言うはずがない。言えるはずもない。

			「まさか。ディステルガイストの性能なら余裕です。そちらこそ、ヘマしないでくださいよ」

			「問題ない」

			　油断なく、コテツがグラットの機体を睨(にら)み付ける。

			『ずいぶんな自信だな。アルトの性能があれば無理からぬことだが……、甘いな。こういう状況を、我々が予期していなかったわけではない』

			　グラットがランスを構えた。

			『我が国は、アルトを目下最大の脅(きよう)威(い)と捉(とら)え、研究を続けてきた。実用化できていないなどと目を逸(そ)らしてはいない。同時に、アルトの弱点なども研究済みだ』

			「ありませんよ、そんなの」

			『いや、ある。弱点は、そう。操縦士だ』

			　自信ありげに、彼は言い切る。

			『いかに機体がよくても、乗っているのは人間に過ぎない。人間の反応の限界を越えた一撃ならば、避けようもない。そして、我が部隊は対アルト戦術をひと通り修めている』

			　背後の敵機も剣や槍(やり)、各々の武器を構えた。

			「いいですか？　とにかく動き回って囲まれないようにしましょう。機体性能は隔(かく)絶(ぜつ)してますが、四方八方から刺されちゃ、やってられません」

			「ふむ……」

			　その言葉を聞きながら、コテツは武器情報が表示されたウィンドウを見て呟(つぶや)いた。

			「手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)を出してくれ」

			「……あの？　聞いてます？　っていうか空ですよ？　ハンドグレネードなんて投げても、落ちるだけで上手く当たりませんよ」

			「二度は言わない」

			　コテツが冷たく言うと、あざみが自(じ)棄(き)になったように叫んだ。

			「ああもう！　どうなっても知りませんからね！」

			　バインダーが開く。そして、そこから無骨な球状の武装が飛び出してくる。

			　それを掌(てのひら)でキャッチすると、即座に安全ピンを引き抜いた。

			『空中で手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)……？　ただの馬(ば)鹿(か)か、ハッタリか！』

			　瞬間、振りかぶりもせず手元で弾くように手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)が投(とう)擲(てき)される。

			　それが、切って落とされる火蓋となった。

			『全機、散開！』

			「あざみ、ハンドガンだ」

			「はいはい！」

			　敵の部隊が散るとともに、グラットが突撃を仕掛ける。

			　コテツのディステルガイストは、バインダーから銃を二丁引き抜くと、半身になり腕を交差させて、前後両方へと射撃を放った。

			　前方へはグラットへの牽(けん)制(せい)。

			『ぬぅ！』

			　宙でたたらを踏(ふ)むように、突撃が一瞬遅れる。

			　背後の敵機は、コテツの放つ弾丸たちを見事な回避機動でかわしていく。

			『たとえ圧倒的な性能差があろうと、私には信頼できる仲間がいる！　アルトにだって負けはせん!!』

			　グラットの一瞬の停止に対し、コテツは今度は完全に背後を振り返って弾丸を放っていく。

			　それを、敵機が避ける。

			『そこだ!!』

			　そんなコテツの背後へと、グラットが槍(やり)を突き込んだ。

			　コテツは、振り向きもしなかった。

			　首を逸(そ)らしただけで、槍(やり)が空を切る。

			『なっ……！』

			　連続で背後から迫(せま)る攻撃を、最小限でかわし、さらにコテツは射撃を続ける。

			「避けてるのはすごいですけど、こっちも全然当たってませんよ!?」

			　直撃弾はない。見事に敵機はすべて回避し、六機は動き回っている。

			「確かに、避けられるのはそれなりの練度だな」

			「言ってる場合ですか!?」

			「だが、避けているだけでは二流止まりだ」

			「……え？」

			　あざみが間抜けな声をあげ、そして気づいた。

			『なぜ密集している、お前たち!!』

			　グラットが悲鳴のような声を上げる。

			　そう。彼らは、銃弾を避けるうちにすべて一(ひと)所(ところ)に集まっていた。

			　ディステルガイストが、ハンドガンを構える。

			「ジャスト六秒だ」

			　その銃口の先は、密集したその直下。

			　落下を始めていた手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)だった。

			　放たれた弾丸が、その手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)の下部を掠(かす)めるように撃ち抜き。

			　手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)が真上へと跳ね上がった。

			　

			「……君一人になったが」

			　爆発。慈(じ)悲(ひ)のない暴力が、機械の巨人たちを鉄(てつ)屑(くず)に変える。

			「――どうする？」

			　コテツの声が、いやに冷たく響いた。

			『負けられん……ッ！　死んだ仲間のためにも、まだ！　まだ私は戦える!!』

			　グラットの機体が、槍(やり)を強く握り直した。

			「そうか」

			『舐めるなよ！　言ったはずだ、アルトの弱点は操縦士だと！　所(しよ)詮(せん)お前も人間に過ぎない!!』

			「御(ご)託(たく)はいい」

			『ならば見せてやろう!!　行くぞ！』

			　グラットが叫んだ瞬間、彼の機体の背後に巨大な魔法陣が現れる。

			　コテツのハンドガンによる牽(けん)制(せい)をかわしつつ、彼は叫んだ。

			『……現象を指定、回路起動。魔力臨(りん)界(かい)。始動！』

			「魔術が来ます！　あれは……、透(とう)明(めい)化!?」

			　あざみの声とともに、グラットの機体が末端から消えていく。

			　指先、つま先から胴体へ。

			　そして、先ほどまでそこにあった機体は、忽(こつ)然(ぜん)と姿を消した。

			「レーダーからも消えてます！」

			　完全に、消えている。ステルス。レーダーにも反応しない、巧(こう)妙(みよう)な光(こう)学(がく)迷(めい)彩(さい)。

			『所(しよ)詮(せん)は人間、見えない攻撃にどう対処する!?』

			「ふむ」

			　ディステルガイストが、ハンドガンを構えた。

			『闇(やみ)雲(くも)に狙(ねら)っても無(む)駄(だ)だ。そう簡単に捉(とら)えられるものか！』

			　そして、引き金を引く。

			　何もない中空に向かって放たれる弾丸。

			　宙を撃ちぬくはずだったその弾丸が、何かを弾く、硬質な音を立てた。

			『な……？』

			　グラットの顔が驚(きよう)愕(がく)に染まる。

			『なぜだ!!』

			　コテツは、ただ呟(つぶや)くように告げた。

			「わずかにだが。君が動けば空気が揺らぐ」

			　連続で放たれる弾丸。

			「――見えているぞ」

			　少しずつ横に狙(ねら)いがずれて行く。そのすべてが、硬質な音を立て、火花を散らす。

			『化け物か――！』

			　そして、弾丸がついに、四肢(し)のうち二本をもぎ取った。

			　右足と、左腕。半ばでひしゃげたそれが、地面へと脱落していく。

			　機体が破壊された影響か、消えたときの手順とは反対に、中心部から末端へと機体が像を取り戻していく。

			　残ったのは、片手と片足のみの機体。

			『くぅ！　まだだ、まだっ！　まだ負けられない!!』

			　最後の選択は、真っ直ぐな突撃だった。

			「あざみ、刀を」

			「分かりました」

			　バインダーから刀がせり出し、ディステルガイストが掴(つか)み取る。

			『うぉおおおおっ！』

			　そして、突き出された槍(やり)を、首を逸(そ)らすだけでかわし。

			　まるで差し出すような無防備な腕を、切り上げて落とす。

			『まだ、だあ！』

			　そこから、身体ごと跳ね上がるような蹴(け)り。

			「甘い」

			　返す刀の一撃。勢いが乗る前に、足が切り裂かれる。

			『くそぉ!!』

			　手も足も失った敵機。

			　最後に取った攻撃手段は、ただの体当たりだった。

			　だが、それが許されるわけもない。

			「終わりだ」

			　一(いつ)閃(せん)。

			『ぬおおおおおおおお!!』

			　両断。

			（ありえない……、エース相手になんて手(て)際(ぎわ)……）

			「こんな……っ、激しすぎますっ……」

			　落下していく機体に目もくれず、コテツはあざみに問うた。

			「あざみ。この場を一番手っ取り早く収める方法は何だ。やはり敵を殲(せん)滅(めつ)すべきか？」

			　余(よ)韻(いん)もない。ただ、できることをこなしただけという空気。

			（エース機なんて眼中にもないんですね、あなたは……！）

			　それがさらに、あざみを熱くした。あざみは、目の前の操縦士のために、本気でデータを漁り、分析する。

			（えっと、どうしよう……、この場で一番速い手は――!?）

			　内心の焦(あせ)りを抑えて、あざみは思考の結果を口にした。

			「いえ、今回は相手が空戦用ということを念頭に戦いましょう」

			「つまり？」

			「戦艦を落とせばいいのです」

			「どういうことだ？」

			「空戦用機体は総じてエネルギー効率が悪く、戦闘継続能力に著(いちじる)しく欠けます。そんな彼らが補給のアテを失ったら？」

			「戦場で孤立するのはごめんだな」

			「そういうことです。よって戦艦を叩けば、皆、すぐさま飛んで帰りたくなるはずです」

			「では、この機体の最大火力は？」

			　質問の内容が変わる。当然と言えば当然だ。

			　コテツはこう聞いている。

			『この機体で敵艦は撃(げき)墜(つい)できるのか？』

			　あざみは、自身の顔がにやけるのを抑え切れなかった。

			　その火力があるならば、できると言っているのだ。

			　自分にならば、造作もないと。

			　歓(かん)喜(き)の声を上げたいところを、あざみは抑え、努めて冷静を装(よそお)い彼に告げた。

			「ご心配なさらず。攻勢魔術を使います。ただし、実戦で使ったことがありませんから、どこまでやれるか未知数です。だから限界まで艦に近づいてください」

			　もし、他の兵士を乗せて戦ったとしたら、結局勝てなかっただろう。

			　ディステルガイストの動きに耐え切れず、操縦士が死ぬ前提であざみが本気で操作を行い、戦ったとしても、だ。

			　あざみは機体を操縦するのが本業ではない。自ら動かすとなれば、操縦とＡＩの役目を同時に行なわなければならない。

			　そして、操縦士が完全に絶命すれば最後だ。アルトの性能は酷(ひど)く落ち、撃(げき)墜(つい)も容(た)易(やす)い。

			　本当のアルトの性能は、やはり操縦士が操縦してこそ引き出される。

			「攻勢魔術……？」

			「ただの、光の束(たば)を打ち出すだけの魔術ですよ。実戦使用が初なのは、あなたが操縦してくれてるからです」

			　あざみが操縦までを担当してしまうと、魔術処理が追いつかない。

			　しかし、この男には操縦アシストすら必要ない。だから、撃てる。

			「私は、あなたの下で、今日、初めて本気を出します。だから、信じてください」

			　ディステルガイスト、そして、あざみの全力。初めて出せるそれに、あざみは歓(かん)喜(き)に打ち震えた。

			（ああ、なんて愉(ゆ)快(かい)なんでしょう……!!）

			「信じよう」

			　信じる、と彼は言った。言ってくれた。

			　誰よりも憧(あこが)れた、たった一人のパートナー。それが、目の前にいた。

			「行くぞ、あざみ」

			　行くぞ、と言って名前を呼んでくれる。

			　それがこんなにも幸せなのだ、と。あざみは今気がついた。

			「はい！　行きましょう!!」

			　戦艦へと機体が、飛(ひ)翔(しよう)する――。

			　無論、無抵抗とは行かない。敵が、こちらの意図に気がついた。

			　陣形を組み、戦艦への進行を止めようとする。

			「邪(じや)魔(ま)だ」

			　その射撃を避け、第一陣を抜ける。

			　そこからは、さらに敵の壁が厚くなった。

			　敵機すべてが、アルトを脅(きよう)威(い)と認識し、戦艦を守ろうと動いている。

			　とたんに激しくなる射撃。しかし、それすらも避けて飛ぶ。

			「まだだ。まだもっと速く飛べるはずだ……！」

			　あざみの耳(みみ)朶(たぶ)を叩く、その声がなんとも心地よかった。

			（どんな機体もモノにしてきた……。それで戦場を駆(か)け抜けた。今回もだ。今ここでモノにする!!）

			　心の声も、ずんと胸の奥に響いてくる。

			『第二陣突破されました!!』

			（イイ……、いいですよコテツさん。私、あなたのものになってしまいそうです……！）

			　色濃(こ)くなる砲撃。戦艦の艦(かん)砲(ぽう)射撃も混ざってくる。あざみも初めて見るほどの砲火。

			『第三陣！　壊(かい)滅(めつ)!!』

			　だが、彼は言った。

			「生(なま)……、温(ぬる)いッ!!」

			　生(なま)温(ぬる)いと。この程度では小揺るぎもしないと！

			「ああっ、コテツさんっ。こんなの……、初めてっ」

			　あざみは愉(ゆ)悦(えつ)と歓(かん)喜(き)に打ち震えた。

			　乗りこなされている。今日初めて乗った男に。

			『第四陣!!　死んでも守りぬけぇえ!!』

			　それがなんとも、あざみには気持ちよかった――。

			「おぉおおおおおおおおっ!!」

			『だめです！　突破されました!!』

			　しかし、敵陣を突破したそのとき、敵艦の先端に光が集まり始める。

			「主砲です！　ダメ！　避けてください!!」

			　巨大なレーザー砲が、一瞬後には襲いかかってくるだろう。

			　ディステルガイストの装甲を完全に抜くことはできないが、少なくとも、機体は外へと押し出される。そうするとふりだしだ。また、敵陣を突破しなければならない。

			　だから、避けなければならないのだが、コテツは猛進をやめなかった。

			「え……、なんで？」

			「あざみ」

			　いや、違う。だからこそ。

			「君にエースというモノを見せてやる」

			　コテツは猛進をやめなかったのだ。

			　あざみは、その、コテツの言う〝エース〟というものを嘘(うそ)だと思った。

			　さもなければ、夢だ。

			　ありえない。それほどまでにありない光景だった。

			　眼前を埋め尽くすほどの光の奔(ほん)流(りゆう)を。機体を包み込む太さのレーザーを。

			　ディステルガイストは刀で切り裂いて飛(ひ)翔(しよう)を続けているではないか！

			（すごい……、すごいすごいすごいすごい!!）

			　あざみは知る。

			「これが……、エースの空っ」

			　これがコテツの世界。エースの次元。あざみと彼の、到達点。

			「抜いたぞ……！　後は任せた」

			「はい!!」

			　攻勢魔術、展開。ディステルガイストの前面に、輝(かがや)く魔方陣が描かれる。

			　コックピット内に響く、機械音声。

			『Pentagramm Standby. DEAD LINE...』

			　この戦いを終わらせる、最後の一撃。

			「これが私と、コテツさんの……!!」

			　そして、彼と始める、最初の一撃。

			「初めての共同作業です!!」

			『――Over!!』

			　魔方陣から、戦艦に大穴を空けるような光の奔(ほん)流(りゆう)が放たれた――。

			　

			　慌(あわ)てて逃げていく敵軍。こちらは、無理に追おうとはしなかった。

			「……柄(がら)にもなく、熱くなったな」

			「もう、休んでていいですよ。後は、私が操縦します。だから、帰りましょう」

			「ああ、そうだな」

			　こうして、一つの戦いが終わる。

		

	
		
			６　中庭と空

			　

			　翌日。

			　謁(えつ)見(けん)の間に、コテツは呼び出された。アマルベルガが、跪(ひざまず)いたコテツの前に立っている。

			「あなたの働きを賞し、武(ぶ)勲(くん)勲(くん)章(しよう)を授けましょう」

			「は」

			　周囲がコテツを見る目は、お世(せ)辞(じ)にも祝福しているようには見えない。

			　彼らは、コテツの活躍に懐(かい)疑(ぎ)的である。

			　いや、王女含め、すべての人間は、あざみが動かしたディステルガイストによって救われたのであり、コテツは座っていただけだと思っている。

			　ただし、ディステルガイストに乗って生還できた以上は、国のために働いた者の一人だ。

			　ゆえの勲(くん)章(しよう)。なのだが。

			「ご主人様ーっ！　探しましたよ、まったくもう！」

			　一人の闖(ちん)入(にゆう)者によって、空気ががらりと変わった。

			「……ご主人様？」

			　いやな予感がして、コテツが振り向くと、そこには陽気に手を振るあざみがいた。

			「あ、あざみ……、今コテツをご主人様と……」

			「はいっ、アマルベルガ様」

			「それがどういう意味か分かってるの？」

			「ええ」

			　あっけらかんと、あざみは笑って答える。そして、コテツを見た。

			「今このときから、私はコテツ・モチヅキをマスターと定め、この先いかなるときも、いかなる戦場でも、お傍(そば)であなたに仕えます」

			「……は？」

			　思わず、コテツの口から声が漏(も)れ出た。頭が痛い、とばかりにコテツは眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せる。

			「よろしくお願いしますね、ご主人様」

			「いや、しかし、そんな話は聞いていないし、俺はそんなことを要求した覚えは……」

			　言えば、あざみは照れたように身をくねらせる。

			「やですよう……、もう。昨日はあんなに激しかったのに……！」

			　場の空気が凍(こお)った。

			「あんなに熱く、俺のモノにしてやるって……、責任とってくださいね？」

			　

			　今(こん)代(だい)エトランジェはアルト乗り。

			　一躍、コテツは時の人となった。まだ、城外には知れ渡っていないのが救いだが、しかし、時間の問題でもある。

			「……結局ここか」

			　場内では、どうにも好奇の視線に晒(さら)される。それゆえに、彼は今日も人(ひと)気(け)のない中庭にいる。

			　良いも悪いもない、ニュートラル。それが一番、コテツにとって落ち着く場所だ。

			　そんな彼は、これからの波乱を予測して――。

			「ご主人様ーっ！」

			　どう考えてもニュートラルではない声を、無視することにした。

			「……いっそ、本気で農家でも目指すか」

		

	
		
			７　夢(ゆめ)現(うつつ)

			　

			　どこか、意識はぼんやりとしている。

			「あざみ」

			　名前を呼ばれた。あざみは、ぼんやりとした頭で考える。

			　この声は誰だ？　そうだ、聞き覚えがある。これは、姉の声。

			「なんでしょう？」

			　あざみは名前を呼ばれて、まるで、決められていたかのように口が動いた。

			　ここはどこか。夜の城のテラスだ。そしてこの会話。記憶にある。

			　ならば、これは、夢だ。

			「まだ、主(マスター)は見つかっていないのね？」

			　はたしていつだったか、そこまでは覚えていないが、確かに記憶にある。

			　確か、自分はこう返したはずだ。

			『別にいりませんよ、マスターなんて』

			　すると、透(す)き通った薄(うす)紫(むらさき)の髪が綺麗な姉は、困ったような顔をして、こう言った。

			「悪くないものよ……。いいえ、とても素敵なことだわ、主(マスター)がいるって」

			「分かりませんね。お姉さまの言葉でも、どうも実感できません。マスターなんていても、自由が制限されるだけじゃありませんか」

			　そう言うと、姉は困ったように笑う。

			（今なら、分かりますよ、お姉さま）

			　エーポスは、貴重な存在。言わばアルトそのものだ。そして、アルトは他の機体とは一線を画す。軍事的に大きな意義をもたらす存在でもある。

			　となれば、生活はまるでお姫様扱いだ。さすがに王女に狼(ろう)藉(ぜき)を働けば牢(ろう)屋(や)に入れられることになろうが、王女に頭を下げずとも、何も言われず、傍(ぼう)若(じやく)無(ぶ)人(じん)な振る舞いをしても許される。

			　見た目通りの小娘ではなく、長い時を生きてきた彼女らは、王であっても無視できない。

			　無論、姉(し)妹(まい)たちの中に進んで狼(ろう)藉(ぜき)するような者もいないが、それだけの立場がある。

			（本来の実力を出し切るという、あるべき姿に戻れる喜び。対等に接してくれること。戦闘になれば、それ以上に使ってくれること……）

			　エーポスはアルトを動かすために存在しているのだ。

			　今だからこそ分かる。エーポスは、主(マスター)とともにあることこそが、もっとも自然な姿だと。

			　ゆえに、あざみは喜びを感じていられる。

			「あなたにも、いつか見つかるわ。パートナーが」

			「いりませんよ、そんなの」

			「見つければ分かるわ。私も、今はすごく楽しいから――」

			　姉は笑った。はたして、なぜ笑っているのか、あざみには分からなかった。

			　姉のパートナーは、六十年もすれば死んでしまうことだろう。なのに、笑っている。

			（私も……、見つけましたよ、お姉さま。今が、すっごく楽しいです）

			　だが、今ならば姉の気持ちが分かる。コテツという主(マスター)に出会えたのは、この生の中で最高の出来事だ。

			　隔(かく)絶(ぜつ)した操縦士としての能力と、不器用な人となり。

			　それでも、不器用なりにあざみと上手く付き合っていこうという姿勢が、嬉(うれ)しい。

			　この世では、そう。たった一人、その操縦士だけが、エーポスと対等でいられるのだ。

			「見つけたら、離さないでね？」

			　そのときのあざみは仏(ぶつ)頂(ちよう)面(づら)だったが、今は内心で微笑(ほほえ)んだ。

			（はい、もちろんです――）

			　そうして、ふっと、目が覚めた。

			　

			「……ん」

			　朝日が眩(まぶ)しい。城の一室で、あざみは目が覚めた。

			　ここは、あざみに与えられた部屋だ。コテツと同じ部屋に寝泊りしようと思ったのだが、それは当の主(マスター)に丁(てい)重(ちよう)にお断りされたので、仕方ない。

			　ぼうっとした頭のまま、どうにか身を起こすと、あざみは眠い目を擦(こす)る。

			「夢、見てた気が……」

			　呟(つぶや)きながらも、あざみはベッドから降りた。所(しよ)詮(せん)、夢は夢、忘れて当然のことだ。

			　なぜか胸が温かいのは気になったが。しかし、だからといってどうということもない。あざみはクローゼットから服を取り出した。

			　それらをベッドに載せて、まずはパジャマのボタンを外す。

			　するり、と服が体を離れ、それもベッドに置かれる。ズボンも同じように、だ。

			　そして、屈みこむようにして下着を脱いだところで、あざみは姿見を見た。

			「特に、異常なし、ですね。健康的です」

			　そこには、健康的な肢(し)体(たい)が映っているだけだ。妙な腫(は)れや痣(あざ)もなければ、変に青くもない。

			「性的魅力は、そこそこだと思うんですけど……」

			　あるべき膨(ふく)らみはちゃんとある。どちらかと言えば肉付きのいい大人の女性というより、スレンダーな年頃の少女の風体だが。

			「ご主人様の好みは、どっちなんでしょう」

			　これで、守備範囲は十二歳以下の少女だ、といわれた暁(あかつき)には手に負えない、と思いつつもあざみはブラウスに短いスカートと、いつもの格好へと着替えた。

		

	
		
			[image: p_96.jpg]
		

	
		
			　そして、定期的に使用人が替えにくる桶(おけ)に溜まった水を使って、歯を磨き、顔を洗う。

			　使っている歯ブラシと歯磨き粉は、工学以外にはあまり頓(とん)着(ちやく)しなかった初代エトランジェが、せめてこれだけはと定着させたものだ。

			　他にも、エトランジェが定着させたものは、いくつかある。

			「さて、身だしなみも大丈夫ですね」

			　今一度鏡を見て、胸元のリボンの位置を整え、にっこりとあざみは笑った。

			（ああ、でも少しくらいお化粧をした方がいいでしょうか。けど、ご主人様、そういうの好きじゃなさそうに見えますし）

			　化粧の香りに顔をしかめそうなタイプだ、とあざみは考え、頭を振った。

			（あーもう、男の人のことなんて、気にしたこともなかったから。分かりませんっ……!!）

			　考えを振り払うように、あざみは動き出す。

			　まずは部屋の外へ。そして当然のようにコテツの部屋へと向かう。

			　コテツの部屋とあざみの部屋は、そう遠くない。というよりかは、近くにあざみが引っ越した。

			　私情半分だが、エーポスとその主(マスター)はできるだけ傍(そば)にいるべきだという意見は、誰が聞いてももっともなものである。

			（ともかく、ご主人様を起こしにいきましょう。こういうことは、日常から、ですよね）

			　うきうきとした気分でコテツの部屋の前に立ち、そして、ノックもせずに扉を開けた。

			　いつもの部屋。無表情な仏(ぶつ)頂(ちよう)面(づら)で、私生活でこれといって特筆すべきこともない主(マスター)の、何の変(へん)哲(てつ)もない部屋だった。

			「ご主人様ーっ、朝ですよー！」

			　だが。その部屋からは返事が返ってくるどころか――。

			「……あれ？」

			　誰もいない。きょろきょろと辺りを見回す。いない。

			　ベッドの布団をめくる、いない。ベッドの上に寝転がってみる、いない。

			　枕に顔をうずめ、まだ残るぬくもりを堪(たん)能(のう)してみる、いない。

			「――いません」

			　主(マスター)のベッドの中、仰(あお)向(む)けになって布団の端を両手で握り、まさに寝ようとしているような体勢で、あざみは呟(つぶや)いた。

			　ぬくもりが残っているということは、布団を出てさほど時間が経っていないということだ。

			　不可解である。この時間、コテツは起きてはいても外には出ないし、今日は訓練が早いという話も聞いていない。どころか、休みの日のはずなのだ。

			　だが、いない。

			「別に隠れてるとかないですよね、ご主人様ー？」

			　その不可解さを解決するために、あざみは不本意ながら立ち上がった。

			　徐(おもむろ)に部屋を出て、廊下を歩き始める。

			　歩きながら、あざみは首をかしげた。

			（……うーん、どこに行ったんでしょう、あの人。あー、でも気が向いたからって、ふらっといなくならないとも限らない気がしますし……、っと、危ない、通り過ぎるところでした）

			　思考に沈(しず)んでいると、思わず目的地を通り過ぎそうになった。

			　すぐさまブレーキをかけて、あざみは右手に見える扉の前に立つ。

			　そして、次に開けたのは。

			「……あざみ？　いったい何かしら」

			「ご主人様がいないんですけどっ！」

			　王女の執(しつ)務(む)室の扉である。ドアを乱雑に開けるなり、あざみは言った。

			　対するアマルベルガは、ペンを持った体勢のまま、半眼であざみを見つめている。

			　そして、数秒の時間を置いて、やっと謎(なぞ)の衝(しよう)撃(げき)から立ち直ったアマルベルガは口を開いた。

			「……コテツなら、ギルドへ登録に行ったわ。軍人なら、当然でしょう？」

			　呆(あき)れたような声に、あざみは驚(きよう)愕(がく)のあまり表情を凍(こお)らせる。

			　たとえ突(とつ)如(じよ)眼前に大規模魔術が出現しても、こうはならない。

			「え？　ちょ、ちょ、ちょ、すとっぷ。待ってください」

			「何かしら？」

			「行った？　ご主人様が？　外に？　つまり、もう城にいない？」

			「そうよ」

			「き、聞いてませんよ！　そんなの!!」

			　ばん、と机を叩くが、王女は涼(すず)しい顔。

			「言ってないんでしょうね。コテツがわざわざ、『一緒に来い』なんて言うと思う？」

			「ないですね」

			「……そこ、即答するのね」

			「ないです」

			「まあ、とにかくそういうこと。リーゼロッテを付けておいたから、心配はないわ」

			　王女の言葉の中の〝リーゼロッテ〟という言葉を聞いて、思わずあざみは耳を震わせた。

			　それは安心できる要素ではない。

			「え、いや、大ありですよ、それ」

			「何かしら」

			「ありますって！　あの巨乳怖いです！　女(め)狐(ぎつね)です！　ご主人様の貞(てい)操(そう)のため、私追いかけますから、後よろしくお願いします！」

			　こうしてはいられない、と脱(だつ)兎(と)の如(ごと)く走り出そうとするあざみだったが、アマルベルガに止められる。

			「あなたには、ディステルガイスト使用の手続きがあるでしょう？」

			　そう、そうなのだ。

			　実は今日のあざみの予定は、書類を書いて提出することだ。

			　ディステルガイストを自由に使えるようにするには、それなりの手順が必要なのだ。

			　思わず、あざみは足を止めた。

			「ぐ、ぐぐ」

			　そして、そんなあざみの弱みに付け込むように、アマルベルガは言う。

			「自分の乗機を使うための作業をほっぽり出すパートナーを見たら、コテツは……、まあ、何も言わないんでしょうけど、内心、役に立たないクズ女だと思うに違いないわ」

			「ぐぐぐぐぐぐ……」

			　今にも走らんとしていた足は、地面に縫(ぬ)い付けられたようだった。

			　葛(かつ)藤(とう)するあざみ。

			　そして。

			「……ご主人様、あざみは職務を全(まつと)うしますっ……！」

			　

			　悲(ひ)壮(そう)感たっぷりに、彼女は言ったのだった。

		

	
		
			８　繋(つな)いだ手

			　

			　日も高い中、コテツは城下町を歩いていた。

			「いいお天気ですね」

			「そうだな」

			　隣を歩くリーゼロッテに、コテツは短く答えた。会話が、途切れる。

			「えっと……。暑くもなく、寒くもなく、ちょうどいい気温ですね」

			「ああ」

			　再び、会話が途切れる。

			「……その、昨日のお夕飯は何を食べましたか？」

			「君もその場にいたと思うが」

			「あはは……、そうでした」

			　三度、会話が途切れた。

			　リーゼロッテの微笑(ほほえ)みも、困ったようで、どこかキレがない。

			　そして、しばし、迷うように口を開いては止め、こう口にした。

			「戦闘、お疲れ様でした。すごい人だったんですね、コテツさんも」

			　あの戦闘から、数日が経っている。お互い何かと忙しく、顔を合わせることはあれど、こうしてゆっくりと言葉を交わすことはなかった。

			　そして、そんなコテツに、あのときの燃え立つような何かはすでになく、すべて元通り。

			　いや、少しくらいはマシになっただろうか。

			「いや、大したことはしていない」

			　コテツは、自分のことのように嬉(うれ)しそうに告げたリーゼロッテへ、そう返した。

			「大したこと、ですよ。たくさんの人の命を救ったんです。誇(ほこ)れることだと思います」

			　そんなコテツへの周囲の反応は、半信半疑といったところだ。

			　動かしていたのはあざみだろう、と考えている者も少なくはない。

			「だとすれば、俺の命を救ったのは君だ。君が、誇(ほこ)るといい」

			「そ、そんな、恐れ多いですよ」

			　彼女が国を救ったなどと言っても、人は鼻で笑うだけだろう。

			　だが、コテツは皮肉でもなく、今回の結果の遠因は彼女にあると考えている。

			　コテツを助け出し、戦う気にさせたのは、確かに彼女だ。

			「では、俺も大したことはしていない」

			「……あう」

			　リーゼロッテが困ったような顔になる。その狐(きつね)耳も俯(うつむ)き、尻尾(しつぽ)も垂れ下がってしまった。

			　そのまましばし二人歩いたが、リーゼロッテは不意に、意を決したように声を上げた。

			「あ、あの！」

			「なんだ」

			「も、もし、私が誇(ほこ)れたら、コテツさんも誇(ほこ)ってくれますか？」

			　言われて、コテツは隣のリーゼロッテを見た。彼女は黙(だま)ってコテツの返事を待っている。

			「ああ、少しは」

			　そう告げると、彼女は嬉(うれ)しそうに笑ってくれた。

			「私、頑張りますね！」

			「……そうだな。君のその顔を守れたというくらいには、胸を張れるかもしれん」

			「え、ええ!?　そんな、私なんて取るに足らないような……、そもそも、名前をお呼びすることすら、恐れ多い立場なのに……」

			　本来であれば、主(マスター)と呼ばれるべき間柄だ。

			「やっぱりご主人様と……」

			「やめてくれ」

			　きっぱりとコテツは言い切った。

			　そう、主(マスター)と呼ばれるべきなのだが、いたいけな少女に、いい年をした自分が倒(とう)錯(さく)した趣味を向けているようで、どうしても嫌だったのだ。

			「でも、あざみ様は」

			「彼女は知らん」

			　どれだけ言っても、彼女のコテツへの呼称は直らなかった。

			　エーポスと操縦士はかくあるべし、と言って利かないのだ。

			「せめて様付けで……」

			「では、俺の名前を呼んでみてくれ」

			　少し話題が逸(そ)れたが、問題は彼女からの呼称だ。

			　コテツの希望で〝ご主人様〟ではなくなったのだが、他にも問題が存在した。

			「コテツしゃま」

			　噛(か)んだ。

			「……待ってください、今のは違うんです」

			「もう一度聞こう」

			「こてちゅさま！」

			　再度、盛大に噛(か)んだ。恥ずかしさで、顔が真っ赤に染まっている。

			　そう、彼女が上手くコテツ様と呼べたことは、数えるほどしかない。

			　コテツ、という日本式のあまり慣れない発音が、彼女の口の動きを見事に邪(じや)魔(ま)してくれるらしい。

			　どういうわけか、〝コテツさん〟が一番発音しやすいようだ。

			「あの……」

			「なんだ」

			「すみません、こんなメイドで……」

			「問題ない」

			　公的な場所では示しがつかないが、そうでなければ特に気になることでもない。

			「ところで、隣国はどうなっている？」

			　話題を変えるように、コテツは聞いた。

			　前回戦闘を行なった隣国、ジルエットは、戦艦を失い敗走したが、それで終わるとは限らない。

			「隣国ですか？　抗議文を送りましたけれど、今のところ無言です」

			「ふむ、そうか」

			「周辺諸国からも追及があるようですが、長丁場になりそうです」

			　宣(せん)戦(せん)布(ふ)告(こく)を行なわずに戦をけしかけたことは問題となる。周囲の国も含めて、動きはあるだろう。

			「いいのか？」

			　短いコテツの問いを、リーゼロッテは正確に読み取って答える。

			「全面戦争に踏(ふ)み切れるほど、余裕はありませんから」

			「……だが」

			　それは弱みを見せることになる、と呟(つぶや)きかけて、コテツはやめた。

			　それをどうにかするためには、〝ソムニウムにエトランジェ健在〟と諸国に見せ付ける必要がある。つまり、自分の首が絞(し)まることになる。

			「それは、向こうも同じはずです。向こうが来るならやらなければなりませんけど、そうでない限りは……」

			　コテツが聞いた限りではあるが、各国に戦艦の余裕はほとんどなく、国に一つあれば、というレベルらしい。

			　ただし、その国宝級の戦艦というものが、光(こう)学(がく)迷(めい)彩(さい)を持っていたりと、とんでもない能力を持っている。つまり、戦艦はかなり貴重な戦力だ。それとともに、空戦戦力に大打撃を受けた今、しばらくは隣国からの侵攻はないと見ていい。

			　長期戦にしたくないがための電撃戦だったのだろうから、そう簡単に泥(どろ)沼(ぬま)に引き摺(ず)りこんではこないはずだ。

			「向こうにそれなりの頭があれば、だがな」

			　諦(あきら)めが悪いうえに頭も悪ければ最悪だ。引き際(ぎわ)を見誤られての共倒れが、考えうる最悪のパターンだろう。

			　前作戦の大胆さから考えれば、それなりにできる相手ではあるのだろうが。

			（もし、戦争になれば、俺はどうする）

			　また、この前の戦闘のように戦うのか。状況としては、そうなるのだろう。

			　だが、何もかも置いて逃げるという選択もある。

			　ここはコテツの国ではない。世界すら違う。立場としては、自分は傭(よう)兵(へい)に近いとコテツは考えている。

			　傭(よう)兵(へい)は金という分かりやすいメリットのために戦い、それを上回るデメリット、十中八九死ぬと思えば、逃げ出すこともある。

			　ここでの生活は、コテツに何を与えるのか。

			（考えるだけ無(む)駄(だ)か）

			　まだ先の話でもある。今のところ逃げる理由も、留まる理由もない以上、判断材料がない。

			　まだ、ここに来てから一月も経っていないのだ。決断を下すには些(いささ)か急ぎすぎである。

			　考えを振り払って、コテツはリーゼロッテを見た。

			「さて、リーゼロッテ」

			　再度話を変えようとしたコテツに、リーゼロッテは気を引き締めんとばかりに、文字どおり肩(かた)肘(ひじ)を張る。

			「はい！　なんでしょう？」

			「ギルド本部とやらはどこだ？」

			　コテツが口にしたのは、今回の目的地だ。

			　そこに行って手続きを行なってこい、というのが今回の命令である。

			「あ、えっと、こっちですっ」

			　張り切ったようにリーゼロッテが歩き出した。

			　少し速めのペースで、尻尾(しつぽ)を揺らしながら歩く。コテツも、それに続いた。

			　しかし、はたして何歩歩いた辺りだろうか。コテツの目の前で、彼女の体が傾いだのだ。

			「きゃんっ！」

			　可愛(かわい)らしい悲鳴が響き、躓(つまず)いた、と理解したコテツはすぐさまその腕を捕まえた。

			　斜めに揺らいだ彼女を、コテツは引き寄せるように、腕の中に抱きとめる。

			「大丈夫か」

			　抱きとめられた彼女は、別に怪(け)我(が)もなかったのだが、コテツが思うよりも数段動揺していた。

			「あ、と、えあ、は、はいっ！　問題ありません」

			　機体に乗ってないときはまるで変温動物と揶(や)揄(ゆ)される鈍(にぶ)さのコテツであるが、この動揺具合は、さすがに不自然だと気づいた。

			「どうかしたのか？」

			　すると、言い難そうにしながらも、結局リーゼロッテは答えてくれた。

			「その、優しくされるのって、珍しくて、ですね……、あの。私が転んだら、唾(つば)を吐(は)きかけるくらいでちょうどいいと思います」

			「無理だ」

			　一体どれほど冷たく当たられたんだ、とコテツは思わず心中で半眼になる。

			「鬼(き)畜(ちく)の振る舞いが要求されるというのなら、努力はするが……」

			　言いながら、コテツは内心、溜(ため)息(いき)を吐(つ)いた。

			　この世界に来てからそこそこの月日が経ったが、いまだにコテツには慣れないものがある。

			　その一つが、亜人差別だ。

			　多数が少数を駆(く)逐(ちく)するのは、世の常であれども、目下、動く死体のようなものであるコテツとしては、精力的に動くものすべてが眩(まぶ)しい。

			　常に人を見上げているコテツにとって、見下すのは馴(な)染(じ)みがないものだ。

			（むしろ、俺より彼女の方が、よほど人間的にできている）

			　コテツはリーゼロッテを見た。

			「まあ、いい。案内を続けてくれ」

			「あ、はい」

			　再び歩き出す二人。

			　そして、すぐに城下町がコテツの視界へと飛び込んできた。

			　思わず、声を漏(も)らす。

			「こうして街に出たのは、初めてだな」

			「そうなんですか？」

			「城の外に出たのは訓練時だけだ。自ら外を見て回る余裕はなかったからな」

			　そう言って、コテツは街並みを見つめた。こうしてまじまじと見るのは、初だ。

			　見た目はまさに中世ヨーロッパ。レンガ造りの街並みが、コテツには新鮮に映る。

			「活気があるな」

			　眼下は、とても賑(にぎ)やかだ。休みだからだろうか。

			　言うと、リーゼロッテは嬉(うれ)しげに微笑(ほほえ)んだ。

			「はいっ。では、はぐれないように手でも繋(つな)ぎましょうか？」

			　そんな、楽しげなリーゼロッテに対し、コテツには断る理由もなかった。

			「ああ」

			　頷(うなず)いて、手を伸ばす。すると、ぴくり、とリーゼロッテの耳と尻尾(しつぽ)が反応した。

			　恥ずかしがるように、赤くなり、彼女は耳を垂らす。

			「え、あの。えと、冗談……、だったん、ですけど、その」

			「む、そうなのか？」

			「その……、コテツさんは冗談だと思わなかったんですか？」

			「素人(しろうと)だからな。何があるか分からん。経験者に口出しをすべきではない、と思ったのだが」

			「えっと、じゃあ……、その」

			　おずおずと、リーゼロッテが手を差し出した。

			　本当に、手を繋(つな)ごう、と彼女は言っている。それくらいは、コテツにも分かった。

			「ああ」

			　コテツが、その小さく柔らかな手を握る。そうして、隣り合って二人は歩いた。

		

	
		
			[image: p_113.jpg]
		

	
		
			「君と手を繋(つな)いだのは、二回目だな」

			「え？　あ、もしかして、隣国との――」

			「ああ、そうだ」

			　隣国がステルス戦艦で襲撃をかけたとき、コテツの手を引いたのは、他でもない、彼女だ。

			　どことなく、感慨深い気分に、コテツは浸(ひた)る。

			「俺の手を引く君の手が、予想を超えて力強かったのが、印象に残っている」

			　何でもないことのようにコテツは言うが、女性に言うべき台詞(せりふ)ではない。

			　途端に、リーゼロッテは顔を赤くした。

			「それは、私が亜人だからでして……」

			「こうしてみると、小さな手だ。あのときの、力強さとは、似ても似つかん」

			　不思議そうに、コテツは己(おのれ)の手の繋(つな)がった先を見る。そして、不思議そうに手を見るコテツに対し、リーゼロッテは微笑(ほほえ)んだ。

			「コテツさんの手は、大きくて優しい手ですよ」

			　コテツは、反応に窮(きゆう)した。こういったときの反応はどうすべきか、考える。

			　だが、窮(きゆう)している間に、リーゼロッテは話を続ける。

			「私、男の人と手を繋(つな)いだのって、初めてです」

			「俺じゃあ、役者が違うか？」

			「ダメですよ、コテツさん。卑(ひ)屈(きよう)なのは美徳じゃないです」

			　自分にはこういったものは似合わなさすぎる、という言葉に返ってきたのは、叱(しか)るような声だった。まるで、出来の悪い兄を、しっかり者の妹が叱(しか)るような、そんな空気。

			　はたして、客観的に見て自分はどうなのか。

			　コテツは考える。

			（主観的に見れば、兵器に乗る以外に能も価値もない男だ）

			　客観的な答えなど、永遠に返ってはこない。

			　結局、分からないから、コテツは曖(あい)昧(まい)な答えで返した。

			「善(ぜん)処(しよ)しよう」

			　そうして、二人は目的地へと辿(たど)り着く。

			　ギルド本部。冒険者の総本山、と言ってもいいだろう。

		

	
		
			９　森へ

			　

			　冒険者組合。通(つう)称(しよう)ギルド。

			「実態は、職業斡(あつ)旋(せん)所と言ったところでしょうか。土木工事から皿洗いまで、仕事を回してくれます」

			　野放図に動き回る冒険者、つまるところ移動する労働力を管理するのが、この組織だ。

			　そして、コテツはこのギルドというものに所属することとなった。

			「ふむ」

			「あとは、個人同士で依頼を受けるときに、申請すれば、間に立ってトラブルが起こらないようにしたりしてくれます」

			「無(む)駄(だ)なトラブルを避けたければ、それが賢(けん)明(めい)か」

			　ギルドは、国営機関にかなり近いところのようだ。直接経営しているわけではないようだが。

			　冒険者が集まって作ったというよりは、冒険者があまりに野放図に動き回ると困るから、トラブルを減らすために創設されたようだ。

			　コテツは本来エトランジェという役職であり、軍人でもある。

			　無論、コテツは冒険者ではないし、城の兵士とも違う。だが、皆ギルドに登録したという証明のカードを持っているのだ。

			　理由は、いくつかある。

			　ギルド自体、国がスポンサーとなり、多大な出資をしている。そのため、国の兵士の手が足りないときは、ギルドから傭(よう)兵(へい)をかき集めることもある。

			　その際に、情報の共有を行なうなら、ギルドで一括して行なう方が手間が少ないのだ。

			　そしてもう一つ。兵士にもしも遠方での任務があった場合、現地で、国から何らかの援助が出る場合がある。補給物資、もしくは追加の軍資金など。

			　その際の受け取りに、各地のギルド支部を使うのだ。任地で何かあった場合も、腕の立つ冒険者が集まりやすいギルドは都合がいい。

			　それゆえに、王国軍の兵士はすべてが冒険者ではないが、ギルドの身分証明書は持っている。

			　そして、ご多(た)聞(ぶん)に漏(も)れず、コテツもまたその身分証明書を受け取ることになったのだ。

			「しかし、まるで免許証だな」

			　そう呟(つぶや)いて、コテツは手の中のカードを見た。

			　登録は、すぐさま終わった。というよりは、すでに手続きが済んでいたので、王女からの紹介状を見せて本人確認をするだけだったのだ。

			　そうして渡されたのが、掌(てのひら)ほどの大きさのカードだった。

			　表面にはコテツの顔写真とデータ。裏面には幾(き)何(か)学(がく)模(も)様(よう)が刻まれており、何らかのデータが入っていると見える。

			　それをまじまじと見つめるコテツに、リーゼロッテは人差し指を立て、口を開いた。

			「ええと、ＳＨのコックピット内に入れておけば、スコアの記録もしてくれるそうですよ」

			「便利だな」

			「それに、ＳＨなんかで中に映像を記録しておけば、討(とう)伐(ばつ)依頼の証明になるそうです」

			「しかし、非常に便利だが、改(かい)竄(ざん)や偽(ぎ)造(ぞう)される恐れはないのか？」

			　たとえば、討(とう)伐(ばつ)証明映像をコピーして、似たような依頼が来たときに見せるような真(ま)似(ね)をする輩(やから)が出てきそうなシステムである。

			　が、そのような事柄には、当然対策もあるらしい。

			「ああ、そのあたりはコピー保護とか、プロテクトとか、魔術保護とかが積んであるらしくて、そもそも、解(かい)析(せき)できたら、冒険者じゃなくて学者として一財産稼(かせ)げますよ」

			「ということはもしかすると、このカードやシステムは……」

			「はい。歴代エトランジェ様の一人が、初代ギルドマスターでして、彼が創ったものです」

			　いやに近代的だと思ったら、そういうことらしい。

			　確かに、そこかしこに歴代の影が見える。たとえば、街灯。しかもガス灯ならまだしも、太陽電池式である。

			　そして、上水道はないが、現代に近い下水道はなぜか普(ふ)及(きゆう)しているのだ。これもまた、エトランジェの影響だろう。

			　街灯には防犯効果がある、とか、街の清(せい)潔(けつ)さは疫(えき)病(びよう)などの防止に繋(つな)がる、という建前もあるのだろうが、せめてこれだけは、という文化の違いに戸(と)惑(まど)ったエトランジェの最低限の要求、というものも感じられた。

			　これも、その一つだろう。

			「代々、エトランジェ様はいろいろな物を残していくんですよ。先代は、とらんくす、っていう、下着を開発したとか」

			（何を作ってるんだ、先代……）

			「他にも公表されてませんが、付け耳っていうものがありまして。先代は亜人との融(ゆう)和(わ)を唱(とな)えていた方ですから、きっとそういう主張のためのものだって言われています」

			（それは、思うに、先代の趣味だ……）

			「あと、やきゅうけん、という遊びを……」

			（本当に何をやっているんだ、先代……！）

			　顔も知らぬ先代だが、思わず半眼になってしまう。これ以上聞きたいような、聞きたくないような、だ。

			　これ以上はいろいろとダメだ。コテツは黙(だま)って邪念を振り払う。

			　そして、極めて真面目な思考へ。

			（しかし、冒険者か……、それこそ、半ば傭(よう)兵(へい)みたいなものだな）

			　思いつつも、コテツは依頼の紙が所狭しと張られているボードを見た。

			「どうかしました？」

			　隣で同じくボードを眺めているリーゼロッテに、コテツはボードを見たまま答える。

			「いや、物は試し、一つくらい依頼でも受けようかと思ってな。君は先に帰ってくれて構わないが、街の外に出るもので、近場で、一番、危険度が低いものは分かるか？」

			　免許を取ったのにペーパードライバー、というのも寂(さび)しいものだ。だから、街の外も見ておきたいし、一つくらい依頼を受けてみようと考えた。

			　それとともに、もしもここから逃げ出すこととなった場合、仕事の仕方を覚えておくに越したことはない、という打算もあった。

			「私も付いていきますよ。私はコテツさんのメイドですから。んー、でも危険度が低い、ですか。条件つきで探すなら、受付で聞いた方がいいかもですよ？」

			「そうなのか？」

			「依頼はボードに貼り切れないほどありますから。国が重要と判断したものが、まず最初に貼られます」

			「他は？」

			「どうしても依頼を受けて欲しいとき、緊急で何か欲しいものを取ってきて欲しいときなんかは、お金を払えば貼ってもらえるんですよ。皆、まずはボードを見ますからね」

			「なるほど。とすれば、難度の低い依頼はあまり貼ってない、か？」

			　頷(うなず)きながら、コテツはボードの紙を一枚一枚眺めていく。

			　問題なく字が読めるのは、召(しよう)喚(かん)魔術にそう言った知識の伝達が含まれているかららしい。

			　便利ではあるが、思うところもある。

			（他の知識を伝えないのは、常識や情報は移り変わっていくからか、それとも下手に情報を渡して賢(かしこ)くなられたくないのか……）

			　知識を与えずにおくということは、染まらないという反面、染めやすいということでもある。

			（そのとき、国に都合のいいことだけ知識として教えていけば、半ば洗(せん)脳(のう)されたような兵士が――、まあ、今はそんなこともないようだが）

			　と、そこで、隣から声がかかった。

			「あ、これなんてどうでしょうか。ソルシエの実の採取だそうです。森は近いですし、出るのも狼(おおかみ)くらいですから」

			「ボードに貼るような依頼なのか？　それは」

			「多分、ソルシエの実は魔術師の方が使うものですから、実験か何かで緊急で欲しいんだと思われます」

			「別に依頼の大きさと、ボードに貼るか否かは関係ない、か」

			　どうやら、大したことのない依頼でも、ボードに貼られることは少なくないようだ。問題なのは、相手がどれだけ依頼を受けて欲しいか、らしい。

			　まあ、ともあれ、リーゼロッテの指差したその依頼は、ちょうどいい。

			　外、というものを見ておきたいのだ。生身で。ぶっつけ本番で常識の違いに戸(と)惑(まど)うのは、危険だ。

			　リーゼロッテの言う狼(おおかみ)が、コテツの認識とずれている可能性だってある。

			「では、受けてくるとしよう。その紙を持っていけばいいのか？」

			「はい。あとはカードを出してください」

			　コテツは、言われた通り、カードと依頼書を受付に提出。

			　どうやら、カードに受けた依頼と成否が記録されるらしい。

			（あまり失敗を繰り返すと、ブラックリストに入れられそうだな……）

			　前金だけ受け取って逃げたりだとか、そういった旨い話はないらしい。

			　考えている間に、すでに受付は終わったらしく、カードが返ってくる。

			　それを受け取ると、コテツはリーゼロッテの元へ行き、外へ向かおうと思ったのだが。

			「ん？　見ない顔だな、新入りか？」

			　リーゼロッテの目の前で、背後から声をかけられる。

			　振り向くと、そこにいたのは、大男だ。

			　赤銅色の肌に、まるで筋肉の塊(かたまり)のような体(たい)躯(く)。蓄(たくわ)えられた真っ赤な髭(ひげ)。頭は禿(は)げ上がっている。

			　上半身は半ば裸と言ってもいいだろう。ベルトが巻かれ、背には槍(やり)のようなものが見える。

			　イメージは歴戦の猛(も)者(さ)、そのものだ。

			「おいおい、ずいぶんひょろっちぃなぁ、てめぇ。どこのお坊ちゃまか知らねぇが、こんなんで大丈夫かよ？」

			　男は、コテツを見るなり、鼻で笑った。コテツは、どうすることもなく、その視線を受け流す。

			　古(こ)参(さん)は新入りに対し、上下関係を分からせようとする。そういうものだ。

			　こういった、力こそすべてである場所では、なおさらに。

			（これは、お約束という奴か……）

			　新入りへの洗(せん)礼(れい)。元の世界でもよくあったことだ。昔は一度、機動兵器に乗れば、皆黙(だま)ったものだが。

			　しかし、コテツは冒険者ではないから、頻(ひん)繁(ぱん)にここに出入りすることもない。

			　無理に力を見せる必要もない以上、わざわざ危険を冒(おか)すことはないだろう。

			　あまり見たことはないのだが、魔術とやらが使える人間もいる。いらぬ喧嘩を買って火傷(やけど)はしたくない、と。

			　思ったのだが。

			「なんだぁ？　魔術師か、オイ。本当に大丈夫か？　防具は持ってんのか？　魔術師なら魔法薬はちゃんと買っとけよ？　生命線だからな。ああ、俺、魔術使わねぇから貰ったやつ分けてやる、それと」

			　雲行きが、怪(あや)しくなってきた。

			「魔術師だからって剣がいらねェわけじゃねぇんだぞ？　近づかれたらどうすんだ、そこの亜人の嬢ちゃんが守ってくれるかもしんねぇけどもよ、囲まれたら全方位守れるってわけじゃねぇんだぞ？　あとアレだ、ハンカチは持ったか？　ちり紙は……、ってどうした？」

			　どうやら、敵意はないようである。むしろ、なさすぎて、コテツが頭を抱えるほどに。

			「すまない、君という人間が掴(つか)めない……」

			「ああ、自己紹介がまだだったな。俺の名はヴォルト。姓は要らねぇだろ？　冒険者同士なんだしな」

			　いや、違うそうじゃない、という言葉をコテツは飲み込んだ。

			　コテツは悟る。この男はおせっかい焼きだ、と。ついでに話も通じない。

			「コテツだ。そしてこちらが」

			「リーゼロッテです」

			　どうやら冒険者同士なら、わざわざ姓を口にしない流儀らしいので、コテツもそれに倣(なら)った。

			　つまり、わざわざ詮(せん)索(さく)したりしない、ということだろう。

			　そして名乗りを終え、

			「フン、コテツにリーゼロッテ、か。どうしてこの道に入ったか知らねぇが……」

			　と、ヴォルトが言いかけたそのとき。また一人増えた。

			「ボス、依頼取れましたぜ、ってボス、何やってるんすかい？」

			「ん、いや、こいつらにこの世界の厳しさを教えてやろうと思ってな」

			（……荒くれの中にも優しい人間くらいいる、ということしか分からなかったわけだが）

			　ボス、と呼ばれたヴォルトの背後にやってきたのは、細身の男だった。

			　さほどでもないはずなのだが、筋(きん)骨(こつ)隆々(りゆう)の大男であるヴォルトと並ぶと、まるで貧相に見える。

			　そんな彼の特徴は、短い茶の髪と、外人らしい甘いマスク。腰には細身の剣があった。

			「相変わらずっすね、ボス」

			「おおよ」

			　ヴォルトが大(おお)仰(ぎよう)に頷(うなず)き、それを見届けたあとで、男はコテツを見つめる。

			　見定めるような視線が、コテツを貫いた。

			「つっても、こんなのに塩送ってもしょーがないでしょうが」

			「何を!?　ラッド、テメ、冒険者である以上、一緒に仕事をすることもあるだろうよ」

			「そんときに、信頼できる相手になってないと困る、でしょう？　どっちにせよ無(む)駄(だ)でしょうが」

			　そう言って、ラッドと呼ばれた男は、馬(ば)鹿(か)にしたような目でコテツを見た。

			「ひょろいうえに、亜人の女を連れてくるお坊ちゃんだぜ。どう考えたって将来性ねぇや」

			「馬っ鹿やろ！　この先どうなるか分かんねぇだろうが!!」

			「そうやって追い抜かされたら、俺たちが損だよ、ボス」

			「追い越されたら追い越しゃいい」

			「だから脳(のう)筋(きん)って呼ばれてるんすよ、ボスは。どうせこりゃ、どこぞの貴族のお坊っちゃんでしょうよ。期待かけたって無(む)駄(だ)でしょ」

			「き、期待なんかしてねぇし！　坊主に世間の荒波ってやつを教えてただけだし！」

			　言い争いを続ける二人。そんな中、コテツは一応当事者の一人のはずなのだが。

			（……これでも三十近いのだが）

			　わりとどうでもいいことを考えていた。

			　元より実年齢より若く見える方だが、周りが西洋人の風体であるため、東洋人であるコテツがなおさら若く見えるのではある。が、そこまでかと。

			　そして、ここでぼうっとしていてもどうしようもないことに、気づく。だから、口を開いた。

			「とりあえず、行くか、リーゼロッテ」

			「えっと……、いいんですか？」

			「……多分な」

			　そうして、コテツたちは音もなくそこを立ち去ったのだった。

			「ところでリーゼロッテ」

			「なんですか？」

			「……俺はそんなに若く見えるか」

			「……え？」

			「いや、忘れてくれ、なんでもない」

			　

			　晴れ渡る空。

			　茶の道と、緑の草が茂(しげ)る街道は、やけに爽(さわ)やかだった。

			「コテツさん、本当にそれ一本でよかったんですか？」

			　リーゼロッテの問いは、コテツの腰元の一本の剣に向けられている。

			「鎧(よろい)を着て戦ったことはないからな」

			　腰元の剣。それは、出てくる前に武器屋で購入したものだった。

			　おあつらえ向きに、アマルベルガが支度金を用意してくれていた。

			　確かに、軍人なら帯(たい)刀(とう)もするだろう。

			「結局、想像どおり銃はなかったが」

			「銃はだいたいオーダーメイドの高級品ですから」

			　そう言って、リーゼロッテは苦笑いする。本当にコテツの欲しい武器があるとすれば、それは銃火器だ。

			　分かってはいても、欲しくなるものである。当然のように腰に銃があった身としては。

			　しかし、この世界、生身の人間用の銃はまったく普(ふ)及(きゆう)していない。

			　ＳＨの銃の構造はすでに解明され、様々なタイプのものが作られている。しかし、構造が理解できたからといって、単純に作れるようになるわけではない。

			　ＳＨサイズなら、魔術師が魔術で部品を製作できるのだが、生身の大きさだと、部品の精度が著(いちじる)しく落ちる。

			　製鉄技術がまったく追いついていないのだ。それを魔術でどうにか補(おぎな)っている状態。

			　だがしかし、小さく細かなものは精度が悪く、強度にも問題が出る。

			「さすがに単発では役に立たんしな……」

			　結果が、構造を単純にした単発銃と、極めて腕のいい魔術師によるオーダーメイドだ。

			　探せば専門店も見つかるようだが、数は決して多くはない。少なくとも、すぐに行ける距離にはなかった。そうなるともう、冒険者がたまに単発式を懐(ふところ)に隠して奥の手にするくらいしか、使い道がない。

			「まあ、おいおい考えるとしよう」

			　ない物は仕方がない。コテツは心中そう断じた。

			　ゆえの腰の剣だ。果てしなく適当に選んだと言ってもいい。そもそも、アマルベルガの支度金も大した額ではなかった。

			　登録を終えればコテツは帰ってくると思っていたのだろうし、腰に剣が差さってないのはしまらないからせめて何か差しときなさい、というのが彼女の言葉。だから、腰に差して格好が付けば適当な剣でもいい、とアマルベルガは小額を渡したのだ。

			　確かに、カードの受け取りが終わればコテツはフリーだが、それでも街を見てくる程度で、依頼を受けているなどとは、夢にも思っていないだろう。

			　しかし、関係のないことだ、とコテツは、道の向こうを見た。

			　森が見える。あれが目的地。

			「じゃあ、行きましょうか」

			「ああ」

			　呟(つぶや)きながら、コテツは腰元の感触を確かめる。

			（冒険者か）

			　こんな鉄の塊(かたまり)を振り回すことになるとは、数ヶ月前は夢にも思わなかった。

			「……そう言えば、ヴォルトは君のことをあまり差別していなかったようだな。あの差は、なんだ？」

			　冒険者というものを意識して、ふと先輩冒険者のことを思い出した。

			「あ、冒険者の方は亜人を差別しない人が多い、らしいです。実力主義の世界らしいですから」

			　と、いうことらしい。

			　確かに冒険者としては、単純に身体能力が高いという点が重要になってくるのだろう。

			　さらに、鼻が利くとか耳がいいとかがあれば完璧だ。

			（むしろ、亜人を重用しないからこそ、アルトを運用できないのではないか……？）

			　あざみを満足させられる操縦技術を持つ者など、世界を回ってもそう見当たらないだろうが、乗っても大丈夫、という点ならば亜人の方が数が多いのではなかろうか、とコテツは考える。

			　そしてそれと同時に、もう一つの考えも浮かんだ。

			（いや、逆にそれを恐れているのか……）

			　アルトを動かすには、常(じよう)軌(き)を逸(いつ)した操縦技術が必要である、とはいえ、体にかかる負担に耐えられる、というまず第一段階でのハードルがあるのだ。

			　むしろ人がやるより、望みは高い。

			　が、それをやると、人と亜人の関係が逆転しかねないだろう。なんせ、アルトは強い。己(おのれ)の乗機だからこそ分かる。亜人にその気があるかないかは関係なく、人はそれを恐れ、虐(しいた)げ続けるというわけだ。

			（まあ、俺には関係ないことだな）

			　そう判断して、コテツは思考を止めた。

			　そして、ふとリーゼロッテの方を見れば、なぜか彼女は照れたように顔を赤くしていた。

			「そういえば私、男の人と二人でお出かけするのも、初めてです……」

			「俺では……、いや、君の初めてになれて光栄だ、と言うべきなのか？」

			「そ、それはダメだと思いますっ。あらぬ誤解を招くんじゃ……」

			「む？　どんな誤解だ？」

			「え、えと。それはですね、ええと」

			　困ったように、尻尾(しつぽ)が右へ左へと泳ぐ。そして最後に、リーゼロッテが両拳(こぶし)を胸元で握り前かがみになると同時、尻尾(しつぽ)はピーンと天を指した。

			「と、とにかくダメですっ！」

			　こうして、まるでピクニックにでも行くかのような手軽さで、二人は冒険に出かけたのだった。

		

	
		
			10　木(こ)漏(も)れ日

			　

			　日差し降り注ぐ街道。

			「えいっ！」

			　コテツは、剣で襲ってきた狼(おおかみ)を薙(な)ぎながら、横で別の狼(おおかみ)を蹴(け)り上げるリーゼロッテを見ていた。腹(はら)に痛(つう)撃(げき)を喰らい、唾(だ)液(えき)を吐(は)き散らして狼(おおかみ)は飛んでいく。

			　一見華(きや)奢(しや)に見える少女の蹴(け)りによって、だ。

			「……すさまじいな」

			　その様を見て呟(つぶや)いた言葉に、リーゼロッテは少し顔を赤くした。

			「戦いは素人(しろうと)なんですけど……」

			　むしろ、身体能力だけで戦えるのだからこそすさまじい。

			「今回のは群れから外れた二匹みたいです。右手の方向から、群れの匂いがします」

			　そして、鼻も利く。

			（冒険者も下に置かないわけだ）

			　これらの能力は役に立つどころか、酷(ひど)い扱いをすれば、依頼の最中で亜人に皆殺しにされる可能性すらあるだろう。

			　冒険者にとって、対等であることは、非常に賢(けん)明(めい)な判断だ。

			　かく言うコテツも、それなりの戦闘力はある。

			　ＳＨの操縦がそっくりそのままパイロットの強さに繋(つな)がるわけではないが、エース機に乗って鍛(きた)えられた体と、常(じよう)軌(き)を逸(いつ)した動体視力と反射神経、そして確かな勘(かん)は、狼(おおかみ)と一対一はもちろん、囲まれたとしてもそう簡単に負けはしないだろう。

			「では、かち合う前に急ぐべきだな」

			「はい」

			　森は目の前でもある。そして、避けられる戦闘は、避けるべきでもある。

			　二人は群れから離れるように走り出した。発見される前に、森に駆(か)け込む。

			「森の中は？」

			「……、大丈夫です。群れはいないと思います」

			　すんすんと臭いを嗅(か)ぎ、耳をぴんと立て、リーゼロッテは言う。

			　森の中は、木(こ)漏(も)れ日だけがそこを照らしており、日差しはとても柔らかい。

			　群れはいない、とリーゼロッテは言うが、そこかしこに生物の気配は感じる。

			　先ほどの街道よりも、多彩な種類の生き物がいると思われた。

			「では進むか。目的の木を見つけたら頼む」

			「はい」

			　この世界の生き物は、コテツの主観から言えば、全体的に強(きよう)靭(じん)であるといえる。

			　さほど大きな差があるわけでもないが、しかしどことなく、元の世界の生物に比べ、筋力や耐久力に差があるように思えた。

			「ソルシエの実は濃(こ)い紫色で、見れば分かると思います。抽(ちゆう)出(しゆつ)して加工すれば、豊富な魔力素が手に入るので魔法薬に利用される、だそうですけど、魔術師じゃないので詳しくは……」

			「俺も魔術師ではないからな。よく分からんが」

			　コテツの少し前を歩いて先導していたリーゼロッテが、コテツの方を見て首をかしげた。

			「……？　そういえばコテツさんは魔術適正は……」

			「ない、だそうだ」

			　魔術適正とは、文字通り、どれほど魔術に適応できるかを示すものだ。

			　空気中の魔力素を自分の体に通し、指向性を与えることで魔術は完成するのだが、どれほどの魔力素を自分の体に通せるかによって、発動できる魔術の威力は変わるのだ。

			　そして、コテツは魔術適正を召(しよう)喚(かん)時に計ったのだが、適正はなし。

			　外気から魔力素を取り込むことはできない、と知れた。

			　それを聞いてどう思ったのか、リーゼロッテは申し訳なさそうに顔を伏(ふ)せた。

			「えと、ごめんなさい……」

			「いや、いい。今までなかったものが突然あると言われても、戸(と)惑(まど)うだけだ」

			「で、でも、内在魔力は測ってませんよね？」

			「ああ」

			　内在魔力は、その人間の体内にある魔力素を指す。その魔力素で魔術を行(こう)使(し)することもあるし、周囲の魔力素を吸収して魔術を放つ場合は、周囲の魔力素に己(おのれ)の魔力素を付加して指向性を与えることとなる。

			　内在魔力は測定が難しく、設備が特殊な場所にしかないため、コテツの測定は後回しとなったのだが。とにかく、その内在魔力を以って、リーゼロッテはコテツを励ました。

			「だったら、もしかしたら内在魔力は素晴らしいかもしれませんよっ」

			「だといいが」

			　コテツとしては、あってもなくてもどちらでもいい能力だ。今までなくてもよかったのだから、無理して欲しいとまでは思わない。なので、魔術の話はそこで打ち切ることに。

			「そう言えば君は、森の歩き方にずいぶん慣れているようだが」

			　城暮らしとは思えない、とコテツは口にして、話題を変える。

			　リーゼロッテは、コテツを先導し、後ろを振り向いたまま返事をした。

			「コテツさんこそ、やけに慣れてますよ？」

			「兵隊である以上は、密林で活動することもある」

			　宇宙に戦場が移る前は、地球の密林で戦ったこともある。そこで生身で機動兵器に立ち向かったこともだ。立ち回り、罠(わな)に嵌(は)めて、榴(りゆう)弾(だん)砲(ほう)を撃ち込む、あまり思い出したくないゲリラ戦の思い出だ。

			　その経験が、コテツの足を鈍(にぶ)らせないのだが、はたしてリーゼロッテはどうなのか。

			「私の生まれは森ですから」

			　答えは簡(かん)潔(けつ)だ。つまるところ、なんにせよ慣れである。

			「そうなのか」

			「はい。森の奥の小屋にお母さんと住んでました」

			「それが、城に？」

			「はい。お母さんが死んで、街に出てみたんですけど、まあ、いろいろありました。そんな中、偶(ぐう)然(ぜん)、王女様に会いまして」

			　具体的なことは、ぼかされている。話したくないのか、気を遣われたのか。

			「そうか」

			　ただ、どちらにしてもそれを無視して踏(ふ)み込んでいい道理はない。

			　コテツは短く答え、対するリーゼロッテは、優しく笑った。

			　そして――、

			「だから、私、森の中は得意なんですっ。なんせ、十年くらい森に――、きゃんっ！」

			　彼女は太い木の枝に顔をぶつけた。

			　後ろを見ながら歩いていたせいだろう。いくら亜人とは言え、前方不注意は危険なようだ。

			　リーゼロッテは後ろに大きく仰け反って、背後へとバランスを崩した。コテツの腕の中へと収まるのは、本日二度目となる。

			　今回は手を伸ばすまでもなく、自ら胸の中に納まるかたちとなったので、コテツとしては楽だった。

			「……大丈夫か？」

			「えっと……、あはは、ごめんなさい。けど、別に私には――」

			「優しくするな、か？　悪いが、体も口も、勝手に動く方だ」

			　リーゼロッテは、恥ずかしそうに体を縮こまらせる。

			「えっと、その……、恐(きよう)縮(しゆく)です」

			　そして、体勢を立て直し、再び歩き出した。

			「大丈夫か？」

			　その動きがなんとなくぎこちなくて、コテツは聞いてみた。

			　のだが。

			「あ、はい、大丈夫です。問題なしです、はい……、きゃんっ!!」

			　今度は、木の根に足を取られ、また背後へと倒れる。やはり、どことなくぎこちなかったせいだろう。先ほどと違い、少し遠かったので、コテツは一歩前に出た。

			　すると、先ほどと同じように、受け止めることができた。

			「そそっかしいな、君は」

			「う……、すみません。これでも城では、敏(びん)腕(わん)で通ってるんですけど」

			「別にかまわないが」

			「今日は、コテツさんに助けられてばっかりですね」

			　苦笑気味に言うリーゼロッテに、コテツは真顔で返答する。

			「俺でよければ、いくらでも」

			　リーゼロッテの体は、やけに軽かった。やはり動物的な部分が影響するのか。

			　そんな華(きや)奢(しや)な体を支えるぐらいなら、いくらでもできる。

			「そ、そうですか？　……じゃあ、お願いしちゃってもいいですか？」

			「ああ、任せておけ」

			「ありがとうございます、コテツさん」

			　そう言って歩くリーゼロッテの表情は見えない。どうやら、枝が顔に当たらないように注意しているようである。だが、その尻尾(しつぽ)は、なんだか楽しげに揺れていた。

			　

			　それからしばらく歩いて、唐(とう)突(とつ)に、リーゼロッテは中空、いや、とある木を指差した。

			「あ、ありましたよ。コテツさん、あれがソルシエの実です」

			「あれが……」

			　言われた通りの、濃(こ)い紫の実だ。分かりやすい。

			「十分な量、なってますね。空気中の魔力素があれば年中実はつけるんですけど、この量はラッキーです」

			　その実は、一本の木にたくさんなっているが、それは珍しいことのようである。

			　だが、喜びこそすれ、別に残念がるような理由はない。

			「高いところにあるの、取ってきますね」

			　木を見上げているコテツに言うなり、リーゼロッテは駆(か)け上がるように軽快に、木を登った。

			　さすが、というべきか、手(て)馴(な)れた様子で実を採っている。上はリーゼロッテが担当してくれるようなので、コテツは、下の方になっている実を回収することにした。

			　紫の実に近づいて、引っ張る。別にコテツの常識から外れて特別硬いわけでもなく、普通に採れた。そして、依頼書に記載された必要量になるまで、それを繰り返す。

			　優しい木(こ)漏(も)れ日の中、ただ、それを続けた。

			「ふむ、下はこんなものか」

			　結構な量を回収して、採取籠(かご)に入れる。

			　そして、木の下へと戻り、コテツは上で作業しているリーゼロッテを見上げた。

			　彼女は、エプロンの裾(すそ)を持って、即席の袋のようなものを作り、その上にソルシエの実を載せている。

			　コテツは、そんな彼女に向かって言葉を投げかけた。

			「そちらはどうだ？」

			「もう大丈夫ですかね。余った分はギルドで引き取ってもらえますし……、ってコテツさんっ」

			　不意に、何かに気がついたようにリーゼロッテはうろたえた。なんだ、とコテツはリーゼロッテを注視するが、彼女はそれに合わせるかのようにさらに慌(あわ)てる。

			「う、うえ、見ないでくださいっ！」

			　そこで、コテツも気が付いた。

			　それと同時に風が吹いて、スカートの中、白いストッキングとガーターベルト。

			　そして、その健康的な両足の間にある、白い布が目に映ったその瞬間。

			「きゃっ、きゃあああ！」

			　彼女は、落下した。

			（……またか）

			　驚きと同時に、呆(あき)れた。

			　そして、半ば諦(あきら)め気味に、コテツはその体を受け止めたのだった。
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			「あ、あ、あ、ごめんなさい！　怪(け)我(が)はありませんか!?」

			　後頭部を強かに打ちつけはしたが、それで怪(け)我(が)をするほどコテツはそそっかしくはない。

			　リーゼロッテの下敷きとなり、仰(あお)向(む)けに空を見上げながら、ただコテツはどこか長閑(のどか)なものを感じていた。

			（……命がけ、というほどでもなく。長閑(のどか)に森を歩き、実を採って。それを一人ではなく、二人で）

			　心配そうにコテツを見つめるリーゼロッテが、なぜか微笑(ほほえ)ましい。

			「コテツさん!?　ほ、本当に大丈夫ですか!?」

			　リーゼロッテが、体を揺さぶってくる。そんな中、コテツはぽつりと呟(つぶや)いた。

			「……まあ、それも悪くはない、か」

			　呟(つぶや)いた言葉は、どうやらリーゼロッテには届かなかったようだ。彼女は首をかしげている。

			「……？　あれ？　今、コテツさん、笑いました？」

			　だが、表情は彼女に届いた。

			「そうか？」

			「はいっ、笑いました」

			　リーゼロッテも、笑みを返してくる。

			　それがなぜだかおかしくて、コテツは誤(ご)魔(ま)化(か)すように言った。

			「そうか。まあ、それじゃあ、帰るとしよう」

			「え？　ああ！　ごめんなさい、重かったですよね？」

			「いや、そうでもない」

			　急いで飛び退くリーゼロッテ。のろのろと立ち上がるコテツ。

			「帰ろう」

			「はい。あ、そうだ、いつまでお出かけするか分からないので、お弁当持ってきたんです」

			「それは助かるな。道中食べるとしよう」

			「はいっ」

			　来たときと同じように、長閑(のどか)なまま引き返す。

			　森の中の生物は、別にわざわざ襲いかかってくるような真(ま)似(ね)もせず。

			　鳥のささやかな鳴き声が聞こえてくるだけだ。

			　そうして、コテツの初めての冒険は幕を閉じた。

			　

			　と、いうわけにも行かず。冒険は帰るまでが冒険だ。

			　帰り道を歩く中、ふと、コテツは街道に人影を見つけた。

			「あれは……、ヴォルトに、ラッドと言ったか……、いや、それよりも」

			　目を引いたのは、街道に立つヴォルトとラッドのさらに奥。そこにそびえ立つ、何か。

			　十メートルはあろう巨大な体(たい)躯(く)。人型に近いが、腕は長く地に着いている、猿(さる)のような体型。

			　白い毛皮。そして、――敵意は獰(どう)猛(もう)。

			「いったい、あれはなんだ……？」

			　振り下ろされる拳(こぶし)が、地面を穿(うが)った。

			「どうやら、このまま終わりとはいかせてくれないらしいな」

			　それは魔物。

			　ブランサンジュと呼ばれる、魔(ま)獣(じゆう)である。

		

	
		
			11　疾(しつ)走(そう)

			　

			　街道を、街に向かってひた走る。

			「すまねぇ！　巻き込んだみたいだ!!」

			「お互い様だ。それよりアレはいったいなんだ」

			　背後には、白い狒(ひ)々(ひ)の姿がある。

			　コテツもリーゼロッテも、とっくに捕(ほ)捉(そく)されていた。それに、ヴォルトとラッドに別方向へ逃げろ、と言うわけにも行かず、ともに逃げるしかなかった。

			「ブランサンジュ……、魔(ま)獣(じゆう)だよ！　なんでこんなとこにいるのか分からねぇ！」

			「……狩り残しでもいたのか？」

			「ありえねぇ！　なんのために、俺ら冒険者や騎士団が常に目ぇ光らせてると思ってんだ!!」

			　五倍を優に超える体格差では、戦うという選択肢はどこにもなかった。

			　となれば、ひたすらに街道を逆走するしかない。

			　幸い、背後の敵は非常に巨大ではあるが、その重量ゆえか全力で走れば追いつかれない。

			（地球では、あのような生き物は自重を支え切れまい。これが魔力で身体を補強する、ということか）

			　生物が魔力素を取り込み適応し、進化したのが魔物である。

			　その中でも獣(けもの)をベースとしたものが、魔(ま)獣(じゆう)と呼ばれる。

			　地球の物理法則ではありえないその体を、魔力によって支える、魔なる獣(けもの)だ。

			「……来るぞ。散開っ……!!」

			　俄(にわか)に攻撃の気配が見えて、コテツは叫んだ。直後に、四人の下へ拳(こぶし)が振り下ろされる。

			　コテツは横に跳(と)んで回避。リーゼロッテも危なげなく、軽やかに前へ跳(と)んで避けた。

			　そして、二人の冒険者も、またなんとか避けられたらしい。

			　これまで、何度か拳(こぶし)が振り下ろされているが、いまだに負傷者はいない。

			　的が分散しているおかげだ。肝(かん)要(よう)なのは、四人という人数。

			　ブランサンジュと呼ばれた魔物は、四つの的に迷うのか、狙(ねら)いに甘さがあった。それゆえに、回避は難しいわけではない。

			「ボス、街に着くまで何回これを繰り返しゃいいんですかね！」

			「馬(ば)鹿(か)野郎！　死ぬまでだ!!」

			　そもそも、コテツとリーゼロッテだけであれば、逃げ切ることはそう難しくないのだ。

			　亜人の脚力と、コテツの全力疾(しつ)走(そう)であれば、どうにか背後の敵から距離を取ることができる。

			　それをしないのは、二人の人間の冒険者の存在だ。ヴォルトもラッドも、あまり足が速くない。

			　重量的に、担(かつ)いで走ることも難しい。

			　助ける義理もなかったが、彼らを見捨てようとも、コテツは思わなかった。

			　だから、動く的の一つとして、彼らを支援する。

			「リーゼロッテ、君は先に行ってくれてかまわないぞ」

			「いいえ、大丈夫ですから、気にしないでください」

			　そう言って、少し前を走るリーゼロッテに、なぜかコテツは安心した。

			（……そうだな、彼女はそういう人間だ）

			　コテツ一人だったら、見捨てて逃げ出していたかもしれない。コテツの生きた戦場とは、そういうものだったからだ。リスクとリターンが噛(か)み合わないなら、合理的に捨てる。

			　たとえリスクが大きくても、見捨てずに救おうとすること。それは、コテツが戦場に落としてきた物だ。

			　彼女は、それを持っている。

			「街が見えてきたぞっ、ラッド、テメェ気張りやがれ!!」

			「へいよっと!!」

			　視界の先にぽつりと街の姿が見えてくる。

			　測ってはいないが、結構な距離を逃げてきたようだ。

			「焦(じ)れてくるとしたら、このあたりか……？」

			　野生の獣(けもの)に忍耐力があるとは思えない、それに、獲物は逃げ切られる直前である。

			　街に入り込まれたら後は討(とう)伐(ばつ)確定、ということが分かっているかどうかは、分からないが。

			　しかし、大きなアクションがあるとすれば。

			　今――。

			「来るぞ。全力で逃げろ」

			「……あ？」

			　最後の間抜けな声は、ラッドのものだ。彼は、呆(ほう)けたように、空を見上げた。

			　その空にある、跳(ちよう)躍(やく)した狒(ひ)々(ひ)の姿を――。

			　コテツは、前に飛び込むように、跳(と)んだ。余る勢いを、前転して殺す。

			　直後に、振動が襲った。揺れる地面をコテツは疾(しつ)駆(く)、巻き上がる砂(すな)煙(けむり)の中、リーゼロッテを視界に収め、走る勢いのまま、抱えて跳(と)んだ。

			「きゃっ、って、コテツさん？」

			　同時に、背後から風。巨大な腕が、背後を横薙(な)ぎにしていった。

			「くっ……、他の二人は」

			　リーゼロッテを下ろし、コテツは背後を見る。ヴォルトは、地面に膝(ひざ)を突いてはいるが、どうやら腕は槍(やり)でガードしたらしい。問題ない姿が見えた。

			　だが。

			「ぐっ、ぉおおおおっ……」

			　その傍らには、足を抱えて呻(うめ)くラッドの姿が、あった。

			「くっそ、こんな目と鼻の先で……!!」

			　悔(くや)しそうにヴォルトが吐(は)き捨てるが、決して状況は好転しない。

			　ブランサンジュの着地時に放たれた地面の破(は)片(へん)が、ラッドの足に直撃したようであり、大きく足首の肉が抉(えぐ)れている。

			　それを見て駆(か)け寄ろうとした二人を、鋭い声が貫いた。

			「来るんじゃねぇ!!」

			　ヴォルトは腕を伸ばし、コテツとリーゼロッテの動きを制止した。

			「ラッドはこのザマ。そして、俺もおめぇらほど速くねぇ。これ以上は世話かけらんねぇよ、早く行け！」

			「ボスも早く逃げてくれ！」

			「俺がんなことしてたまっかよ！」

			　そう言って立ち上がり、ヴォルトが槍(やり)を構える。コテツは、それを黙(だま)って見ていた。

			　――視界の端に、彼らに駆(か)け寄るリーゼロッテを見ていたからだ。

			「コテツさん、彼を担(かつ)いで走れますかっ？」

			　コテツは、口の端を吊(つ)り上げた。

			（……ああ。彼女はそういう人間だ）

			　巨大な敵と、二人の男の間に立ち、リーゼロッテは白い狒(ひ)々(ひ)を睨(にら)み付けた。

			「おいおい嬢ちゃん、俺は先に行けっつったんだぜ」

			「私が気を引きますから、早く向こうへっ！」

			　それは、コテツのいた世界の軍人なら鼻で笑う行為だろう。

			　リスクとリターンの噛(か)み合わない、無(む)謀(ぼう)な行動だった。だが。だからこそ彼女は、素敵なのだ。

			「リーゼロッテ、君こそ逃げろ」

			「コテツさん!?」

			　コテツが、さらに前に立つ。

			「ここは俺がやろう」

			「馬(ば)鹿(か)やろっ、無茶だ！」

			　魔獣の拳(こぶし)が振り上がる。それと同時にコテツは駆(か)けた。

			「残念ながら相手は俺だ」

			　狙(ねら)いは明らかにラッド。

			　それを逸(そ)らすために、コテツはブランサンジュの足、関節部に刃を突き立てた。

			　毛皮に阻(はば)まれ、深く食い込むことはなかった刃だが、鬱(うつ)陶(とう)しいとは感じたのか、ブランサンジュはコテツへと目標を変えた。

			　ただし、ここで一つ問題があった。

			「当てにはしていなかったが……！」

			　握っていた剣、その半ばから先がない。

			　折れたのだ。狒(ひ)々(ひ)の毛皮は予想よりも硬く、持っていた剣は想定より脆(もろ)かった。

			　迷わず、折れた剣をコテツは投げ捨てた。そして、振り下ろされる右拳(こぶし)を避ける。

			「何か、使えるものはないか」

			　言いながら、彼は後ろをちらりと見た。

			「槍(やり)使うか!?」

			　遠巻きから、ヴォルトが叫ぶ。

			　リーゼロッテとヴォルトの二人でラッドを担(かつ)ぎ上げ、どうにか離れようとしている。

			「いや、それはいい……！」

			　再び振り下ろされた拳(こぶし)を避けて、コテツは答えた。

			　武器を奪うのはまずい。コテツは、槍(やり)を借りてもあの毛皮を抜けるとは思えなかった。

			　だが、何もなしでブランサンジュとやり合うのは、少々厳しいだろう。

			「む、ヴォルト、君の腰にかかっているロープの長さは？　強度は十分か」

			　コテツは、ヴォルトの腰に輪状になってかかっているロープに目を付けた。

			「あ？　こりゃ10メートルはあるぜ！　強度は保証する。魔力に浸(ひた)した麻を使ってんだ」

			「それを貸してくれ」

			「あ、ああ。かまわねぇが、これで行けるのか!?」

			　ヴォルトがロープを投げ、コテツが受け取ると同時に大きく右後ろに下がると、ブランサンジュは右拳(こぶし)を引き戻し、左拳(こぶし)を放った。

			「どうにかする」

			　それをさらに右に避けると、まるで駄(だ)々(だ)をこねるように、ブランサンジュは左腕を振り回す。

			　どうにか、コテツはそれを避ける。時に潜り、上を飛び越え、右へ左へと。

			　そして、左に大きく跳(と)んだとき、ブランサンジュは左腕を引き戻すと、右腕を放ってきた。

			　コテツはどうにか、後ろに飛びながら伏(ふ)せて、避ける。

			「コテツさんっ、無茶ですっ！」

			　そんな中、聞こえてきたのはリーゼロッテの声。

			　どうやら、逃げ回っているうちに後退させられたようで、逃げている三人に追いつきそうだ。

			「問題ない」

			　努めて冷静に、コテツは言った。狒(ひ)々(ひ)を睨(にら)み付け、大地に立つコテツ。

			　彼に声をかけたのは、ヴォルトとリーゼロッテに肩を貸された、ラッドだった。

			「あんたは、どうして……」

			　なぜ。どうして、と彼は問う。コテツは、ただ一つ、語った。

			「……俺でよければ、いくらでも」

			　きっと、ラッドにもヴォルトにも、意味は分からなかっただろう。

			　ただ、リーゼロッテにだけは伝わった。

			「コテツさん……」

			　そう、この会話は焼き増し。森のときと、同じ。

			「信じても、いいんですか……？　お願いしちゃっても、いいですか!?」

			　だから、返す返事も、また同じ。

			「――ああ、任せておけ」

			　コテツは、今一度、ブランサンジュを注意深く見守った。

			　彼の心中には一つだけ、――策がある。

			（……いくら魔術で補強されても、あらゆる物理法則から解き放たれたわけではない）

			　今まで、性能差のある相手とだって、コテツは戦ってきた。

			　その度に勝ってきたのは、癖(くせ)や弱点を見抜いてきたからだ。

			（振れる腕は一本まで。バランスと重量の関係で両腕は同時に振れない）

			　ただ、逃げ回っていたわけではないのだ。

			　癖(くせ)と限界を見切って、戦術を組み立てていた。

			（そして、この距離ならば、腕を伸ばし切って攻撃するしかない）

			　案の定、拳(こぶし)はそのように振るわれた。コテツと狒(ひ)々(ひ)の長い距離を、拳(こぶし)が駆(か)け抜ける。

			　そして、腕が伸び切って、コテツに拳(こぶし)が当たる、その直前。

			　――コテツは大きく真上に跳(と)んだ。

			（そこに大きな隙(すき)が生まれる）

			　引き戻される腕。

			　乗った。コテツは、その腕に、乗っていた。

			「行くぞ」

			　疾(しつ)駆(く)。その太い腕を駆(か)け抜ける。腕から肩へ。そして、頭へ。

			　追いすがるような拳(こぶし)を置き去りに、駆(か)け抜けた。

			　そして。

			　頭とすれ違うように、コテツは大きく跳(と)んでいた。

			「いったい何を……」

			　ラッドが怪(け)訝(げん)そうに口にする。ヴォルトが何かに気がついたかのように、息を呑んだ。

			「……ロープだ」

			「ロープ？」

			「アイツ、ブランサンジュの首にロープ引っかけやがったぞ！」

			　そう、ヴォルトの言葉通り、コテツはブランサンジュの首にロープをかけて、自由落下を始めた。

			　そして、握ったロープに引き寄せられるように、ブランサンジュの背に着地する。

			　コテツは、そのまま体勢を上向けて、握ったロープを引き絞った。

			「せめて強化外骨格でも欲しいところだな……！」

			　残念だが、コテツの世界のパワードスーツなどあるわけもない。

			　ただ、全力でロープを締め上げる。

			　白き狒(ひ)々(ひ)が、苦しげに唸(うな)りを上げた。

			　そして、暴れ始める。

			　右へ、左へ。コテツは揺れる背中にしっかり足を付けて、上体はロープで支え、どうにか耐える。

			　ブランサンジュは、地面を叩き、やがて自らの首をかきむしるように手を伸ばす。

			　全身を使った締め上げは、確かに効いている。

			　だが、暴れ方も尋(じん)常(じよう)ではなくなり、激しくなってくる。

			「限界か」

			　あまりの暴れように、限界がくる。

			　この状況で振り落とされた場合、ただで済むかは微(び)妙(みよう)な話だ。

			　そうなる前に、コテツは今一度思い切りロープを引き、その反動とともにブランサンジュの背を駆(か)け上がる。

			　呼吸を取り戻しかけて、ブランサンジュが大きく息を吸い込もうとする。

			　その酸欠気味の脳に。

			　無防備な頭に。

			「任せておけ、と言ったからな」

			　コテツは全力の蹴(け)りを叩き付けた――。

			　コテツの足を衝(しよう)撃(げき)が駆(か)け抜ける。

			　ぐらり、とブランサンジュの身体が傾ぎ、轟(ごう)音(おん)とともに膝(ひざ)を突いた。

			「やった！」

			　下から、ラッドの声が聞こえた。

			「いや、軽い脳(のう)震(しん)盪(とう)を起こしただけだ」

			　無論、倒せたわけではない。武器もなしに倒せるわけもない。

			　だが。

			　目に見えて、動きが鈍(にぶ)った。

			「今のうちに逃げさせてもらおう」

			　コテツの攻撃は確かに、脳を揺らすことには成功していたのだ。

			　ふらふらと揺れながら動く狒(ひ)々(ひ)を背に、コテツは全力疾(しつ)走(そう)を開始する。

			　一気に距離を引き離し、三人の下へ。そして、ほどなくして、コテツは彼らに追いついたのだが。

			「……いい加減、笑えてくるな」

			　立ち止まる四人。背後には、ふらふらと定まらぬ動きを続けるブランサンジュが一匹。

			　そして、前には。

			　また、別のブランサンジュが、そこにはいた。

			　人知れず、コテツは溜(ため)息(いき)一つ。

			　はたして、どうしたものか。状況は絶望的である。背後のブランサンジュも、いつ回復するか分からない。

			　まともにやり合えば、生き残れる気がしない。

			　その状況に、ヴォルトすら凍(こお)りつき、ラッドも、その体を震わせる。

			　そんな中。その空気を引き裂くように、それは現れた。

			『ご主人様、探しましたよっ！』

			　コテツは、呆(あき)れたように、肩をすくめたのだった。

			「なんともまあ、いいタイミングだ――」

		

	
		
			12　これからの日々

			　

			「まったく、捜しましたよ。速攻で書類を片付けてきたんですからね？」

			「そうか。しかし、よくここが分かったな」

			「運命ですね、はい」

			　宙に立つディステルガイストのコックピットから見える風景は。

			「……」

			「……実を言いますと、ディステルガイストに乗れば、ある程度操縦士の方向が分かるんですよ」

			「そうか」

			　蹲(うずくま)る、白い山が二つ。それは、もう動かない。

			「しかし、ブランサンジュですか。魔物としては、中の下ですが、巨獣の中では下の下ってとこですかね。大きいですが動きは鈍(にぶ)いですし、遠距離型ＳＨならカモです」

			「生身で会うと最悪だがな」

			「そりゃ、生身でなら討(とう)伐(ばつ)隊組んで相手しますよ」

			　勝負は、あっさりと決まっていた。

			　動きの鈍(にぶ)いブランサンジュとディステルガイストでは、根本的に違いすぎる。

			　あざみが下の下と言うだけあって、本当に何事もなく、すべてが終わった。

			「さて……、そこの男を回収してくれ」

			「ん、何かあるんですか？」

			「足に怪(け)我(が)を負っている。帰りが面倒だ」

			「了解です」

			　コテツは機体の片膝(ひざ)を突かせ、掌(てのひら)に、下にいる三人を乗せる。

			「まったく……、たまには平和に行きたいものだ」

			　呟(つぶや)いて、コテツは溜(ため)息(いき)を吐(つ)いた。

			　

			　街に戻り、ヴォルトはラッドを担(かつ)いで立ち去った。コテツは、城の自らの部屋へと戻り、疲れに任せて残った時間を無(む)為(い)に過ごした。

			　そして、夜。コテツは、椅子に座った状態で、背後に控えるリーゼロッテに呼びかけた。

			「リーゼロッテ」

			「なんでしょうか？」

			「あの白い……、ブランサンジュ、と言ったか。あれはよく現れるのか？」

			「あ、す、すみません。安全な依頼って言って私が選んだのに……」

			　肩を落とし、頭を下げるリーゼロッテに、椅子に座っていたコテツは、本へと向けていた顔を上げる。

			「いや、それはいい。想定外ならどんな状況でもありうる。それより、ヴォルトがありえない、などと言っていたはずだが……」

			　ありえない、とヴォルトが言ったブランサンジュが、二体も存在する。

			　たとえ素人(しろうと)であるコテツであっても、違(い)和(わ)感(かん)の一つや二つは覚えるものだ。

			「あ……、はい、ありがとうございます。それで、ブランサンジュなんですけど、あれは、私もおかしいと思います」

			「ふむ？」

			　そして、それにはリーゼロッテも同意見らしい。

			「ここの周辺の街道に、普通の魔物はともかく、巨大なタイプが出たなんて、長らく聞いてません。それに、ブランサンジュはもっと北の方にいるはずだと……」

			「なるほど」

			　確かに、あの白い外見も違(い)和(わ)感(かん)が残る。岩場でも雪原地帯でもないのに、白いのだ。

			　明らかな違(い)和(わ)感(かん)と不自然さ。きな臭いものが、そこにはある。

			　しかし、これ以上自分が考えても、分かることはないだろう、とコテツは判断した。

			　どこまで考えても違(い)和(わ)感(かん)は違(い)和(わ)感(かん)どまりで、解決することはない。

			「ありがとう、だいたい分かった」

			　思考停止。この件に違(い)和(わ)感(かん)があり、考えるべきことがあるならば、それを考えるのはコテツの仕事ではない。

			　報告を済ませた以上、この案件はコテツの手を離れている。

			（あれが日常ではないことが分かれば十分、か。基本的にはこの周辺の街道に危険は少ない。しばらくは、様子見すべきだが、ディステルガイストかアインスがあれば、さほど問題もないだろう）

			　そうして、再び本へと視線を戻すコテツに、リーゼロッテは微笑(ほほえ)みかけた。

			「そう言えばコテツさん」

			「む、なんだ？」

			　本に落としかけた視線を、コテツは再び上げ、リーゼロッテを見る。

			　彼女は、にこにこと笑っていた。

			「今日のコテツさん、格好よかったですよ」

			　対するコテツは、いつものように反応に困っている。

			　そして、困っている間に、勝手にリーゼロッテの言葉は続けられた。

			「今日は、いろいろ優しくしてもらったりして、本当に、嬉(うれ)しかったです」

			「そう、か」

			「だから、ありがとうございます」

			　コテツは何も答えなかった。ただ、考える。

			（結局、俺はいったい何がしたかったのか）

			　リーゼロッテは、自分の落としてきたモノを持っていると、コテツは感じた。

			　それを眩(まぶ)しいと思った。

			　そして――。

			　それを能動的に守りたい、と思ったのだ。

			（羨(うらや)ましかったのか。ただ、道の花を守るような気分なのか。……それとも、拾い直したいのか）

			　いまだに、生きる理由も判然としないコテツ。

			　思考を続けるコテツは、不意の声に、意識を引き戻された。

			「ていうかご主人様……、私にもかまってくださいよ！」

			　コテツは視線をベッドへ動かす。

			「ベッドにいるから、寝ようとしているのかと思ったが」

			　視線の先には、ベッドに寝転がって、足をばたばたと上下させるあざみの姿があった。

			「してませんよう、まったくもう。今日は私が来なかったらどうなったと思ってるんですか」

			「それには感謝しているが」

			「だから、もっと態度に出してくださいっ。たとえばそう、あざみ、君のおかげで助かった、結婚しよう、とか」

			「あざみ、君のおかげで助かった」

			「はい、……続きは？」

			「ない」

			「……えー？」

			「ところで君は、なぜ俺を捜していたんだ？」

			　話題を摩(す)り替えるようにコテツが問うと、あざみは、不自然な笑顔で固まった。

			　彼女にしては、珍しく歯切れが悪い。

			「ええ、と、それはですねぇ」

			「どうした？」

			「いえ、別に大したことじゃないんですけど……。あれじゃないですか。……そこのリーゼさんと、なんかイベントが起きちゃったら困るじゃないですか？」

			「私、ですか？」

			　ぴこ、と耳を動かして、首をかしげるリーゼロッテ。コテツもまた、首をかしげた。

			「イベント？　よく分からないが、ブランサンジュの件を予見していたのなら、素晴らしい慧(けい)眼(がん)だ」

			「いや、違うんですけど。違うんですけど、褒(ほ)められて悪い気はしないので否定しません。あとそこっ、可愛(かわい)らしく耳動かして首かしげないでくださいっ。もふもふして胸揉みますよ！」

			「えっ、えっと、困りますっ！」

			　あざみが、リーゼロッテへと襲いかかり、リーゼロッテが逃げようとする。

			　コテツは、ぼんやりとそれを眺めていた。どことなく、微笑(ほほえ)ましい。

			（まあ、いろいろ試して生きるか。思いつく限りすべてを。どうせ、残りの人生すべてが余った時間だ――）

			　彼にしては前向きに、コテツは決めた。

			　彼にとって今日という日常が、珍しく楽しいものだったからだろう。

			　

			　翌日。

			「で？　買った剣を早くも折ったから、新たに給金をくれ、って？」

			　王女の執(しつ)務(む)室。朝日が差し込む部屋に積まれたのは、紙の束(たば)。

			　呼ばれたコテツは、この部屋にやってきた。

			「ああ」

			「あのね？　コテツ、その剣、何を使って買ったか分かる？」

			「金だ」

			「税金だわ」

			「そうか」

			「それを一日足らずで壊したの？」

			「そうだ」

			「……あなたと話していると、たまに疲れるわ」

			「すまない」

			「そこで謝るから困るのよ。……まあ、適当に選べと言った私も悪いわね」

			「……すまない」

			　コテツの言葉に、アマルベルガは額を押さえた。

			「まあ、いいわ。無(む)駄(だ)遣いなら他の貴族の方がよっぽどだしね。言いたいのは、大切にして欲しい、ということよ。まあ、相手が相手だし、仕方ないとは思うのだけど、それでもね」

			「分かった。気をつけよう」

			　確かに、適当に選んだ挙(あげ)句(く)折った、というのは褒(ほ)められたことではない。

			　折ってしまったのは不可抗力とはいえ、もっと剣を吟(ぎん)味(み)すれば、ああはならなかったかもしれないのだ。

			　素直に頷(うなず)いたコテツに、アマルベルガは満足そうな顔をした。

			「素直で助かるわ。それで、ブランサンジュが出たそうだけど」

			「ああ」

			「なるほどね。警(けい)戒(かい)を強めましょう」

			　当然のように、アマルベルガは言った。コテツは、この際だからと、この件をどう思うのか、聞いてみることにした。

			「ところで、君はどう捉(とら)えている？」

			　考えるのはやめたが、知識や常識を収集することは重要だ。違(い)和(わ)感(かん)の答えを探すのは無(む)駄(だ)だが、知るのは無(む)駄(だ)ではない。

			　問われ、アマルベルガは少し考えると、答えた。

			「転移魔術の事故と他国の陰(いん)謀(ぼう)が二割ずつ、貴族の陰(いん)謀(ぼう)が五割、見落としと偶(ぐう)然(ぜん)が五分ずつと見ているわ」

			　つまり、半分は貴族の陰(いん)謀(ぼう)ではないか、と彼女は考えているのだ。

			「偶(ぐう)然(ぜん)ではない、と？」

			「そういう偶(ぐう)然(ぜん)が発生しないように、騎士団と冒険者がいるのよ。あなたがどう思っているか知らないけど、魔物が突(とつ)如(じよ)、朝起きたらあの姿になっているなんて、ほとんどありえないわ。少しずつ大きくなっていくの。だから、それまで目撃証言もなく、唐(とう)突(とつ)に現れるなんて不自然だわ」

			「なるほど、では送り込んできた、というのが有力である、と」

			「そう。でも他国は今戦争をしたい状況ではない。だから、貴族連中が怪(あや)しいんだけど」

			「そうか」

			　この国は貴族にも問題があるのか、とコテツは心に留める。

			　先々代の王が傾けた国を、先代が立て直し、戴(たい)冠(かん)も終わっていない王女がどうにか支えているような国だ。探せばどこにでも問題は出てくるのだろう。

			　コテツは納得した。

			「ああ、もう下がっていいわ。さて……、情報を洗わないとね」

			　アマルベルガが俄(にわ)かに動き出したのを見て、コテツは執(しつ)務(む)室を後にすることとした。

			　

			「さて、昨日の今日で、だが」

			　そうして、コテツは再びギルド本部にいる。理由は、なんとなく。

			　それと、ヴォルトとラッドがどうなったか気になってもいるのだ。

			　まあ、ヴォルトたちに関しては、いればいい、という程度の気分。いなければいないで、いろいろ見て帰ろうと思った。

			　だが、まあ、あっさりとコテツはヴォルトとラッドの姿を見つけることができた。

			　ヴォルトも、すぐにコテツに気がついたらしく、手を振っている。

			「よう、コテツ、昨日は助かったぜ、ありがとな」

			「いや、大したことではない」

			　豪快に笑って礼を言うヴォルトに答えて、そのままコテツはラッドを見る。

			　主に、足だ。

			「む。怪(け)我(が)は、大丈夫なのか？」

			　昨日の、肉が抉(えぐ)れたような怪(け)我(が)は浅いものではない。

			　が、コテツを発見したラッドは、なんでもなさそうに笑っていた。

			「あ？　おお、心配、してくれてたのかね……？　まあ、俺のパーティにゃ魔術師もいるんでね。回復系統の」

			「便利なものだな、魔術とは」

			「まあ、回復は燃(ねん)費(ぴ)悪いし、扱いにくいんですがね」

			　ラッドに前日のような刺々(とげ)しさはなく、はにかんだ笑顔でそこに立っていた。

			「ところで、アンタに言いたいことがあるんだ」

			「聞こう」

			「ボスは、外してくれるか？」

			「かまわねぇけどよ……、コテツ」

			「なんだ」

			「気をつけろよ……？」

			　意味深な言葉を残し去っていくヴォルト。

			（いったいなんだ……、暗殺でも始まるのか？　いや、話を聞いてみないと分からないか）

			　ヴォルトを見送り言葉を待っているコテツに、安(あん)堵(ど)したようにラッドは続けた。

			「まず、アンタを坊ちゃんって呼んだことを謝罪するよ」

			「気にしていない」

			「アンタのおかげで、俺は大切なことに気がついた。今まで俺は、他人を舐め切ってたようで、アンタみたいな男がいるとは思わなかった」

			　と、そこで。なぜか、頬を赤らめるラッド。

			　ふと、ヴォルトの去り際(ぎわ)の言葉が気になった。

			（……嫌な、予感がする）

			　なぜか、その顔が、前の世界で連日とある部隊の男たちに迫(せま)られたという、コテツのトラウマを刺激した。

			　なんせ、軍と言えば男所帯だ。そして、コテツの世界では、隊員全員がそういう趣味（ガチ）だ、という部隊があったのだが。

			　彼らは、最初はコテツを馬(ば)鹿(か)にし、コテツが一度戦闘する姿を見せると、目の前のラッドのようになったのだ。そう、その部隊の彼らもまた。

			「どうも、こんなんは初めてなんですがね。いやぁ、なんというかこれは……」

			　こんな顔でコテツに愛を囁(ささや)いたのだ――。

			　ああ、雲行きが怪(あや)しい。どうして、こうなった。

			　誰が、男の頬を赤らめる顔を見たいというのか。

			「……撤退」

			　コテツはぽつりと呟(つぶや)いた。そして、もう一度。

			「撤退するっ……！」

			「俺は、アンタのことがす――」

			　逃走。その言葉を最後まで聞く前に、コテツは全力で逃げ出したのだった。

			（衛生兵はどこだ……っ!!）

			　こうして、コテツの初めての依頼は幕を閉じた。

		

	
		
			13　試金石

			　

			　鉄のヒトが、飛ぶ、跳ねる。剣で打ち合う。

			「鈍(にぶ)いぞ、コテツ！」

			　荒野で、二機のＳＨが戦闘を繰り広げていた。

			　戦況は誰がどう見ても分かる。シャルロッテの操るＳＨが優勢だ。

			　コテツのアインスは受けに回り、攻める空気を見せない。

			　手に持つブロードソードで鍔(つば)迫(ぜ)り合いをしながら、シャルロッテは声を上げた。

			「どうしたコテツ、本気を出せ！」

			『本気だ。可能な限りのな』

			「確かに、お前の活躍を疑っている者は多い。だが、私はあの戦場で空を駆(か)けるお前を見た。そして、あざみがお前を気に入っていることは、お前が只者ではない証明になる」

			　さすがに、すべての訓練にアルトを回せるわけではない。

			　アルトとエーポスとの関係に慣れておくのは、操縦士としての重要な課題といえど、ずっと死蔵されてきたに等しいディステルガイストが戦闘訓練、などというのは前代未聞すぎるのだ。

			　周囲が慣れるまでは、やはり間に合わせの機体に乗るしかない。

			「だとすれば、こんなものではないはずだろう！　コテツ！」

			　シャルロッテは叫ぶが、コテツの動きに変化はなかった。

			　相も変わらず後手に回り続けている。ただひたすら受けに徹し、切り返す気配を見せない。

			「それとも、私では不足か!?」

			『……』

			　シャルロッテの叫ぶような声に返事はなく。

			　声は返ってこないが、呆(あき)れたような空気が返ってきたのは、シャルロッテにも分かった。

			「やる気を出せ!!」

			『と、言われても、な』

			「何が悪いのだ！」

			　やはり私では満足できないというのか。

			　シャルロッテは、口の中だけで悔(くや)しげにそう呟(つぶや)いた。

			『お互い様だろう』

			「何がだ！」

			『ここを狙(ねら)っていない以上は』

			　そう言って、コテツが自分の機体の親指で差したのは、コックピットだ。

			　だが、当然である。いくら刃引きされたブロードソードであっても、当たり所が悪ければたちどころに死んでしまう。

			　訓練とは、相手を殺すのが目的ではない。

			（しかし……！）

			　シャルロッテは、連動型操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を思い切り引き絞った。

			　連動型操(そう)縦(じゆう)桿(かん)。コックピットの左右上部に付いている、コード付きの操(そう)縦(じゆう)桿(かん)だ。

			　握(あく)力(りよく)に反応して手を握り、腕を振ればその通りに機体の腕が動く。

			　そして、その連動型操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を、シャルロッテは前に突き出した。

			「ならば望みどおりにしてやる!!」

			　瞬間、無(む)駄(だ)のない高速の突きが繰り出される。

			　相手が、それなりの操縦士であれば、何かアクションを起こすはずだ。

			　しかし。コテツは、動かなかった。ぴたりと止まる刃。

			（反応すらできなかった？　……いや、見抜かれていた!?）

			　反応しきれないにせよ、微動だにしないのはおかしい。

			　動揺すら見て取れないのは、寸止めにすることを見抜いていたからか、とシャルロッテは生唾(つば)を飲み込んだ。

			（だったら……!!）

			　ここで、シャルロッテは一つの覚悟を決めた。

			（私はこの国のために、この男を見極めなければならない……。この程度で死ぬのなら、この先もどうしようもない――！）

			　さらに、腕を。突き出す。

			『!!』

			　刺されば、コックピットを貫くコースだった。コテツが息を呑む音が聞こえた気すらする。

			（本物なら、かわしきれないまでもコックピットくらいは避けられるはず!!）

			　と、そのとき。耳に響いたのは鉄がかち合う硬質な音。

			　装甲が刃を弾いたのか？

			「は……」

			　否。

			　弾かれたのは、シャルロッテのブロードソードだ。

			　固まるシャルロッテの背後の大地に、その切っ先が突き刺さる。

			　一瞬にして、コテツの刃によってブロードソードは弾き飛ばされていた。あの、一瞬で。

			　思わず――、シャルロッテに笑いがこみ上げる。

			「ははははは！　やるじゃないか、コテツ!!」

			『狙(ねら)いどおり、か？　悪趣味だ』

			「さあ、今日の訓練はここまでにしよう」

			『いいのか？』

			「ああ。満足だ」

			　シャルロッテは笑って、頷(うなず)く。

			　本気の一端を知ることができた。彼女としては、今のところはそれで満足だった。

			　もしも、王女もエーポスすらも騙しきる、実力のまったくない詐欺師ならば、たとえ己(おのれ)がどうなろうと、シャルロッテは排(はい)除(じよ)しなければならない。

			　逆に、本物であるならば、なんの問題もない。そして、コテツは本物だった。それだけだ。

			　安心したように、彼女は表情を緩(ゆる)めて格(かく)納(のう)庫へと向かう。

			（これでこの国も一息つける。一つの峠(とうげ)は越えたと言っていいだろう）

			　溜(ため)息(いき)を吐(つ)きながら、シャルロッテはコンソールを操作し、ハッチを開いた。

			　コックピットハッチを開けば、太陽の光とともに清(せい)涼(りよう)な空気が飛び込んでくる。

			　コックピット内には空調があり、内部の空気は整っているのだが、空調が効きすぎているばかりに、いささか作り物のような空気がある。その空気が、シャルロッテは嫌いだった。

			「とは言っても、贅(ぜい)沢(たく)な悩みか」

			　そう、シャルロッテは一人ごちる。

			　ＳＨに空調が取り付けられたのは、さほど昔の話ではない。

			　軍人の乗る兵器というものに関して、人間のために予算は下りない。

			　この空調だって、電子機器の冷却のために、という名目で取り付けられたものだ。しかも、一部の指揮官機のみに搭載されている。

			　シャルロッテも昔は、空調の付いた民間の冒険者のＳＨを見て羨(うらや)んだものだ。

			　それに、コテツのアインスには空調が付いていないのだ。訓練生の間からそういった快適な環境に身を置くとろくなことにならない、という考えに基づいてである。

			　だから、やっぱり贅(ぜい)沢(たく)な悩みだ。

			「……ふぅ。少し暑いな」

			　シャルロッテは、片膝(ひざ)立ちになった機体の装甲を伝って、地に降り立った。

			　夏が近づいてきて、気温は徐々に上がり始めている。

			　この国は春と夏の寒暖差がほとんどないのだが、それでも上がるときは上がる。

			　と、そこで、彼女はコテツのアインスを見た。

			　ちょうどコテツは、コックピットから出て地に降り立つところだった。

			　それに駆(か)け寄る人影が二つ。

			「ご主人様ー！　タオ――」

			「コテツさん、タオルです」

			　出遅れたあざみと、普通にタオルを渡しにきたリーゼロッテ。

			「……出遅れました」

			　当然といえば当然か。リーゼロッテはエトランジェ付きのメイドなのだから。

			「ああ、ありがとう」

			　無表情でコテツは返し、タオルを受け取るが、シャルロッテには、コテツが汗をかいているようには見受けられなかった。

			（底知れんな……）

			　結局、今回は実力の一端を引き出しただけに過ぎない。

			　只者ではないということが分かっただけで、詳しいことは何も、だ。

			　前回の戦闘はまったく参考にならない。そもそもアルトとパイロットがまともに稼(か)動(どう)した、というのがこの国では珍(ちん)事(じ)だ。

			　どこまでがエーポスと機体性能の力で、どこからがパイロットの力なのか判別できないのだ。

			（私より少し下か、互角か……）

			　シャルロッテはそう判断した。たとえやる気を出したとしても訓練機であのレベルなら、それくらいであろう、と。

			　訓練機は誰にでも扱いやすいように組んである。

			（……ただ、私の剣を弾いた一瞬は圧倒的だった）

			　結局、そこまで考えて、シャルロッテは頭を振った。

			　悩むのは性分ではない。どうせ、そのうち知れることだ。

			　と、そこでちょうどよく、シャルロッテに声がかかった。

			「お疲れ様です団長」

			　声をかけてきたのは、クラリッサ・コーレンベルク。

			　シャルロッテが率いる騎士団の、副団長だ。金の、柔らかく波打つ髪を肩まで垂らした少女で、吊(つ)り目がちのため、少々きつい印象を受ける。

			　背は低く、そして印象どおり、多少きついところがある。

			　非常に優秀な部下だが、融(ゆう)通(づう)が利かないところがあり、その辺りは今後の課題であろう、とシャルロッテは捉(とら)えている。

			　そして、そんな部下に、シャルロッテは目を向けた。

			「ああ。何か用か？」

			「王女様がお呼びです」

			「ん、そうか。では行ってくる」

			「お気をつけて！」

			　その言葉に、シャルロッテは苦笑すると歩き出した。

			　慕(した)ってくれるのはいいが、慕(した)われすぎるのも問題だ、と心中で彼女は呟(つぶや)くのだった。

			　

			　操縦士たちの去った格(かく)納(のう)庫。

			　整備員たちが、首をかしげてコテツのアインスを見ていた。

			「……っかしいな。手首がほぼ逝(い)ってる。整備はキッチリやってたんだがな……」

			　いくら首を捻ろうが、やることは変わらない。

			「まぁ、不可解だが、直すにゃ変わらんか。後はエトランジェ様に話聞いとかねぇとな」

		

	
		
			14　不本意な仕事

			　

			　コテツは王城の廊下を歩く。

			「ご主人様、やる気を出してくださいよー。そんなだから周囲に調子に乗られちゃうんですよー？」

			「と、言われてもな。別に適当にやっているわけでもない」

			　左にはあざみ、右にはリーゼロッテ、だ。

			「本当ですかー？」

			「まあ、見た目にはなかなか分からんだろうが」

			「えー、でもですねぇ。こう、あれじゃないですか。最後のアレみたいなガキィンッって」

			「確かに、アレはすごかったですね。あれだけ、雰囲気違いました。素人(しろうと)目ですから、よく分かりませんけど」

			　あざみの言葉に、リーゼロッテも追(つい)従(じゆう)する。しかし、コテツにとってあの一撃は本意ではなかった。彼は、憮(ぶ)然(ぜん)としながら口を開く。

			「あの動かし方は、褒(ほ)められたものではない」

			「そうなのですか？」

			「整備員に叱(しか)られるだろうな」

			　リーゼロッテは疑問符を浮かべ、あざみも首をかしげている。

			　コテツは、説明しようと口を開くが、背後から声がかかって、それは中断された。

			「コテツ・モチヅキ！　こちらを向きなさい！」

			　刺(とげ)々しい声に、コテツが無表情で振り向くと、そこにいたのは、

			「クラリッサか」

			「クラリッサか、じゃありません。コテツ・モチヅキ」

			　王女騎士団副団長、クラリッサ・コーレンベルク。

			「今日の訓練はどうでした？　まあ、どうせシャルロッテ様に負けたんでしょうけど」

			「ご主人様、いきなり喧嘩売ってるんですか、この人」

			「気にするな、いつものことだ」

			「無視しないで、コテツ・モチヅキ。不(ふ)愉(ゆ)快(かい)です」

			「無視はしてない」

			「それで、今日の訓練は？　まあ、私に一勝もしたことないあなたじゃ、善戦しても三分持たないでしょうけども」

			「用件は？」

			　その言葉に、コテツは適当に流して返した。

			　わざわざクラリッサの嫌(いや)味(み)に付き合うときりがない。

			「何がです？」

			「俺を蛇(だ)蝎(かつ)の如(ごと)く嫌う君が用もなしに？」

			（いや……、嫌(いや)味(み)を言いに来ただけかもしれんが）

			　結果としては、ちゃんとした用事はあったらしい。忌(いま)々しげに、クラリッサは口を開いた。

			「王女様がお呼びです。死ぬほど嫌だけど、一緒に行くから早くなさい」

			「分かった」

			　彼女はコテツを嫌ってはいるが、律(りち)儀(ぎ)で真面目な性格でもある。決して、コテツに不利になるよう小(こ)賢(ざか)しく立ち回ったりもしない。

			　見たまま、ストレートに考えをぶつけてくるだけだ。些(いささ)か直情的ではあるが。

			　だから、命令があればいかに気に食わないものであっても、彼女は遂(すい)行(こう)するだろう。

			「というわけだ。俺は王女に会いに行くが」

			　振り向いて、二人に言うコテツ。リーゼロッテは素直に頷(うなず)いた。

			「わかりました」

			　しかし、あざみは食い下がる。

			「私はエトランジェのパートナーですから。同席してもかまいませんね？」

			　対するクラリッサは少し戸(と)惑(まど)った顔をしたが、すぐに平然と答えた。

			「ええ、問題ありません、あざみ様」

			「では行きましょうか」

			　いつの間にか、あざみが取り仕切っている。

			　険(けん)悪(あく)になり、クラリッサの嘲(あざけ)りに晒(さら)されるコテツを気遣ってのものなのかどうかは判断が付かなかったが、何を言うでもなく、コテツはそれに続いたのだった。

			　

			「よく来てくれたわ」

			　王女の執(しつ)務(む)室。

			　謁(えつ)見(けん)の間以外で話をする、ということはまだ公にしたくないということだ。

			　そのうえ、コテツ、騎士団団長、副団長とくれば、室内には厄(やつ)介(かい)ごとの空気が漂っていた。

			　そんな空気を切り裂くように、アマルベルガは切り出した。

			「公の会議でもなんでもないから、前置きなしで行くわ。村から苦情が出てるから、三人で最近住み着いた山(さん)賊(ぞく)を倒してきてちょうだい」

			　まさに、厄(やつ)介(かい)ごと。その言葉に、いち早く反応し顔を歪(ゆが)めたのは、クラリッサ。

			「なぜ三人なのですか!?　こんな奴いなくても、私と団長がいれば……！」

			　確かに、この三人という面(めん)子(つ)は異常でもある。騎士団としてでもなく、エトランジェとしてでもなく、混成の三人で、だ。

			　アマルベルガは、クラリッサの言葉をさえぎった。

			「クラリッサ、この討(とう)伐(ばつ)の目的はコテツのためにあるのよ。分かるかしら？」

			「……どういうことですか」

			　アマルベルガはコテツの方へと目を向ける。

			「コテツ。あなたの風(ふう)評(ひよう)はあなたがどうにかしなさい、ということよ。分かるかしら？」

			「……一応は」

			　そう、コテツの現状の評判は非常に不安定だ。

			　先の戦いの活躍を信じて敬意を払う者もいれば、頑(かたく)なに信じない者もいる。

			　だから、評判をある程度固めなければならない。

			　一応のこと、コテツもそれは理解していた。それゆえ、コテツは王女に頷(うなず)きを返すのだが、それだけでは不服なのか、アマルベルガは彼に言った。

			「公の場以外では思ったことを話してくれてかまわないし、必要以上に敬意を払うこともないわ」

			　王女は聡(さと)い。下手に取り繕(つくろ)っては、火傷(やけど)をすることになるだろう。

			　ならば、言われた通り本音で話した方がいい。

			「風(ふう)評(ひよう)など、俺の知ったことではない」

			　そして、本音を言うならば、コテツとしてはどうでもいいのだ。

			　風(ふう)評(ひよう)も、何も、馬(ば)鹿(か)にされて怒るなら、もっと前に暴れている。

			　むしろ、風(ふう)評(ひよう)など知ったことではなく、好きに生きたいと思うのだが。

			　だが、そうは問屋が卸(おろ)しはしない。アマルベルガは、ぴしゃりと言い放った。

			「あなたがそうでも、国としては困るのよ。あなたの評価が低いと。だから、盗(とう)賊(ぞく)討(とう)伐(ばつ)をこなしなさい」

			　そこまで言って、アマルベルガは、今度はシャルロッテとクラリッサの方を見る。

			「あなたたちはその証明役よ。私が想定しているもっとも上手くいったケースならね。王女騎士団団長と副団長が盗(とう)賊(ぞく)討(とう)伐(ばつ)への貢(こう)献(けん)を認めたら、誰も文句は言えないでしょう？」

			「ですが、こいつは……」

			　食い下がるシャルロッテに、王女は言葉を被せた。

			「もちろん、それは最高のケース。駄目なら、あなたたちが討(とう)伐(ばつ)なさい。結果は変わらないわ」

			「つまり、この男に手柄を渡せというのですかっ」

			「あなたたちにとって、それは誇(ほこ)りを汚(けが)す行為だということは分かっているわ。だけどお願い。必要なのよ」

			　不満はあるようだが、王女に言われ、クラリッサも渋々ながら、頷(うなず)くこととなった。

			「王女様が、そこまで言うなら……」

			「そういうことよ。お願いね」

			「はっ、了解です！」

			　クラリッサとシャルロッテが、揃(そろ)って敬礼をする。

			　そして、話は纏(まと)まったのかと、コテツはアマルベルガを見つめる。

			「それとコテツ」

			　アマルベルガと視線が交(こう)錯(さく)した。

			「なんだ」

			「あなたがやる気になるかどうかは自由よ。だけどね、あなたの意思にかかわらず、あなたは国の中心に立つし、私が立たせるわ」

			「今回の件のように？」

			　皮肉。だが、アマルベルガは涼(すず)しげな顔のまま。

			「ええ」

			「ふらりと呼び込んだ異世界人が、国の中心か」

			「そうよ」

			「正気じゃない」

			「分かってるわ」

			　最後まで、王女は、表情一つ変えなかった。

			「お願いね」

			「了解」

			　だから、結局コテツは、それだけ言って退室することにした。

			　

			「あなたは！　女王様に何を言っているのですっ」

			　部屋を出るなり、コテツはクラリッサに肘で小突かれた。

			「ちょっとちょっと、クラリッサさん、別に王女様も怒ってなかったじゃないですか」

			「あざみ様……、あなたはなぜこんな男のことを……」

			「素敵だからですよ。他に理由がいります？」

			　クラリッサは言葉に詰まる。行き場を失った矛(ほこ)先(さき)は、結局またコテツへと向けられた。

			「コテツ・モチヅキ！　ちょっと来てください！」

			「何の用だ？」

			「訓練です。特別に私が付き合ってあげるから来なさいっ」

			　強引にクラリッサがコテツの腕を掴(つか)む。

			（最近引き摺(ず)られてばかりだな……）

			　思いながらも、抵抗せずに引き摺(ず)られていくコテツ。

			「あ、待ってくださいよ、ご主人様ー」

			「……大丈夫なのか？　この面(めん)子(つ)で」

			　シャルロッテの問いに答えるものは、誰一人としていなかった。

		

	
		
			15　伝えるということ

			　

			「……まったく、やってくれる」

			　山(さん)賊(ぞく)の討(とう)伐(ばつ)を依頼された夜。自室で、コテツはベッドの上に転がっていた。

			　思わず、口から溜(ため)息(いき)が漏(も)れ出る。

			「大丈夫ですか？　コテツさん」

			　そして、そんな淀んだようなベッドの隣には、心配そうにコテツを見つめるリーゼロッテがいた。

			　ちなみに、コテツの疲労の原因は簡単。クラリッサとの訓練が、すべての原因だ。

			「別に肉体的疲労は大したことはないのだが。精神的に少しな」

			　訓練自体はいい。最終的に夕方を過ぎるまで振り回され続けたが、体力には自信がある方だったので、問題ない。

			　しかし、コテツを苦しめたのはクラリッサの嫌(いや)味(み)攻撃である。

			　あまりに続く、とどまるところを知らない罵(ば)詈(り)雑(ぞう)言(ごん)は、容(よう)赦(しや)なく、じわじわとコテツを疲労させたのだった。

			　おかげさまで、やる気の一つも湧いてこない。

			「何か、して欲しいこととか……」

			「特にないな」

			　リーゼロッテはしゅんと肩を落とす。

			　それに追(つい)従(じゆう)するように、耳と尻尾(しつぽ)も垂れ下がった。

			　コテツは、リーゼロッテの方を見ようともせず、天井を見つめて思い馳(は)せる。

			（今回の訓練で、ラグの具合はずいぶんと把(は)握(あく)できた。しかし、機体の着地時のクセは……）

			　思い浮かべるのは、今日の訓練のことだ。

			　行なった操作。それに対する機体の反応。すべてを思い出し、理想との差を挙げていく。

			　それを蓄(ちく)積(せき)し、よりベターな操縦方法を探る。

			　そんな深い思考の海に、コテツは潜り込んでいく。

			　のだが、そんな最中。

			「む……？」

			　なぜか、自分の手首が握られ、そして、なぜかベッド脇に屈みこんだリーゼロッテの頭に、自分の手が乗せられていることに気がついた。

			　思わずそちらを見ると、唐(とう)突(とつ)にベッドの縁からリーゼロッテがひょっこりと顔を出した。

			「あ、あの。その、お姉ちゃんが言うには、えと。私に触ると、癒(いや)されるって、そんな感じのことを……」

			　戸(と)惑(まど)うように、その狐(きつね)耳がぴくり、ぴくりと震えている。

			　コテツは、思わず目を丸くしていた。そんな中、リーゼロッテは続ける。

			「ひ、膝(ひざ)の上に乗せて頭を撫(な)でるのがベスト、だそうですっ」

			　そこまで来て、やっとコテツは気遣われているのだと気がつく。

			「その……、私じゃあなたを、癒(いや)せませんか……？」

			　気がついた頃には、その一生懸命さに申し訳なくなるほどだ。

			「ああ……、遠慮……、いや」

			　そこまでしてもらうほどじゃない、遠慮しよう、とコテツは言いかけたのだが。

			　やめた。また、失敗してしまったか、とばかりにリーゼロッテの耳が垂れそうになるのを見たからだ。

			　そして、彼は思い直すことにした。

			（まあ、何事も経験か……）

			　気遣いや厚意を遠慮するのも美徳だが、やりすぎは無(ぶ)粋(すい)である。時にはそれに甘えることも肝(かん)要(よう)だ。

			　と、自分を誤(ご)魔(ま)化(か)すように、コテツは頷(うなず)いた。

			「お言葉に甘えるとしよう」

			「は、はいっ」

			　今度は緊張したように、ピンと立つ尻尾(しつぽ)と耳。

			　その緊張具合を見て、やっぱりやめた方がよかっただろうか、とコテツは思った。

			　だが、コテツが何事かを口にする前に、リーゼロッテは覚悟を決めたようだった。

			「じゃ、じゃあ、失礼しますね」

			　ベッドの端に座りなおしたコテツの膝(ひざ)に、ゆっくりと頭を載せるリーゼロッテ。

			　甘い香りが鼻(び)腔(こう)をくすぐり、その髪が、ズボン越しにコテツの太ももをくすぐった。

			　そして、くすぐったさもなくなったあと、コテツは、リーゼロッテに聞いた。

			「それで、どうすればいいんだ？」

			「え、っと、その、撫(な)でてください……」

			　コテツは不器用に、リーゼロッテの頭の上に手を置いた。

			　ぴくん、とリーゼロッテの体が震える。

			　その反応に、コテツは一度手の動きを止めた。

			「何か、まずかったか」

			「だ、だいじょうぶです、はい」

			「じゃあ、次はどうすればいい？」

			「えっと、じゃあ、手、動かしてください……。髪を、梳(す)いてみたりとか」

			　言われるがまま、コテツは手を動かす。

			　さらさらとした毛の質感は、人の髪の毛、というよりももっとふわふわとした気持ちのいい、まるで猫でも撫(な)でているかのような手触りだ。
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			「こてつ、さん」

			　舌足らずに、リーゼロッテはコテツの名を呼んだ。

			「なんだ」

			「その、ちょっとくらい、癒(いや)されますか？」

			「ふむ……」

			「なんか、私の方が、癒(いや)されてる気がして、ごめんなさい。また、失敗ですね」

			　そんな言葉に、コテツは少し思案して、こんな答えを返した。

			「いや……、そうでもない」

			　

			　はたして、リーゼロッテをどれだけ撫(な)でたか。

			　コテツの部屋に時計はない、というか、コテツはまだこの世界で一般的な時計を見たことがないわけだが、とにかく正確な時間は分からない。

			　が、それなりの時間が経ったため、緊張しっぱなしだったリーゼロッテも、やっと落ち着いて話ができるようになっていた。

			「すまないな」

			「えっと、いきなりなんでしょう？　謝られる心当たりがないんですが」

			「こんなことまでさせて、だ」

			　撫(な)でながら、唐(とう)突(とつ)にコテツは呟(つぶや)いた。

			　リーゼロッテは、苦笑して返す。

			「いいんですよ」

			「そうか？」

			「いいんです。私、あのとき、コテツさんが生きて帰ってくる、って約束してくれて嬉(うれ)しかったんです。だから、いいんです」

			「そんなに、嬉(うれ)しかったのか？」

			「亜人の約束を守ってくれる人なんて、そうそういませんよ？」

			「……そうか」

			　コテツには、耳と尻尾(しつぽ)が狐(きつね)の物であること以外に、リーゼロッテが普通と違うところを見出せない。

			　むしろ、かなり上等な人間にすら思える。

			　ゆえに、リーゼロッテの受けているであろう差別を、どうにも実感できなかった。

			「そういえば、コテツさん。クラリッサさんと訓練してたんですよね」

			　その話は終わりだ、とでも言うようにリーゼロッテは話題を変えた。

			　コテツは頷(うなず)く。

			「ああ」

			「それで、お疲れなんですよね？」

			「そうだ。突っかかってくるのは、可愛(かわい)いものだが」

			　天を仰いで、溜(ため)息(いき)を吐(つ)くコテツ。

			　対するリーゼロッテは、嗜(たしな)めるようにコテツに言った。

			「適当に、あしらってるからじゃあ、ないんですか？」

			「む……」

			「ダメですよ？　本気で相手してあげなきゃ」

			「いや、しかし、別に手を抜いているというわけでもないのだが……」

			　リーゼロッテは、コテツの方に真面目な顔を向けた。

			「なら、ちゃんと言葉で伝えないと」

			「むう……」

			「伝えようとしないと、何も伝わらないんですよ――？」

			　そう言って、彼女はにっこりと笑う。

			　なんとなく、がらんどうの心に、暖かいものが入り込んできたかのような感覚を、コテツは覚えた。そして、やっぱり、彼女の方が人として上等だ、と内心苦笑する。

			　この世界に来て、初めてコテツに火種を与えたのが、彼女。

			　だからこそ、そんな彼女をコテツは。

			「……言葉を尽くすのは得意ではないが」

			　なんとなくではあるのだが。

			「――やるだけやろう」

			　裏切りたくないと思った。すると、彼女は笑う。コテツを信じるように。

			「はい。応援してます。大丈夫ですよ、コテツさんはすごい人ですから」

			「そうか？」

			「はい……！　私が保証します。驕(おご)らず、偏(かたよ)らず、ニュートラル。それって、すごいことです」

			　はたして、コテツがこのように人と触れ合うのは、いつぶりだったろうか。

			　コテツ本人には分からないが、どうにもリーゼロッテの笑顔だけは、眩(まぶ)しくて仕方がなかった。

			「だから、いろいろ諦(あきら)めないでください。頑張らなくてもいいですから」

			「……諦(あきら)めない、か」

			「はい。微力ながら私が、全力でお手伝いしますから」

			　少しだけ、コテツの空の心に火が灯(とも)る。

			　彼女が、コテツに親切な理由を、コテツがすべて窺い知ることはできない。

			　語ってくれた言葉の中にあったもののほかにも、もっと多くの理由があるのだろう。

			（いつか、聞くこともあるかもしれん）

			　だが、こうして献身的に向き合ってくれる彼女を見て。不思議と、胸に灯(とも)った火を消したいとは思わなかった。

			　

			「……ご主人様、疲れてます？」

			「いや、そうでもない」

			　アインスの狭いコックピットに、あざみと二人乗りをしながら、コテツは涼(すず)しい顔で機体を動かす。昨日、結局夕方を過ぎるまで訓練を続けていたコテツをあざみは気遣うが、彼は眉一つ動かさなかった。

			『ちゃんと付いてきてますか？』

			「問題ない」

			　コックピット内に響くのは、クラリッサの声だ。

			　コテツ、あざみ、シャルロッテ、クラリッサ。実際に移動しているのは三機。

			「んー、でもアレですね。早めに予備の機体を用意してもらった方がいいでしょうか。もしくはこれを複座に改造してもらうとか」

			「そうかもしれんな。この世界における、ディステルガイスト以外の複座機がどんなものかは知らないが」

			「ディステルガイストを見せてしまうと盗(とう)賊(ぞく)が警(けい)戒(かい)する、というのも分かりますけれど、操縦しにくくないですか？」

			「こういった状況にも対応するのが優秀な軍人。といえども、この先、恒(こう)常(じよう)的にこうだと少々苛(いら)立(だ)つな」

			「私としてはご褒(ほう)美(び)なんですけど」

			　あざみは、コテツに抱きつくように体を固定している。

			「しかし、君は本当にディステルガイストを呼び出せるのか？」

			「ええ。アルトの基本の機能ですよ」

			　こうして、アインスに乗っているのも、あざみがいれば即座にディステルガイストを呼び出せる、という機能があるからだ。

			　空間を渡って、機体を呼び出すことが、エーポスには可能らしい。

			『さて、そろそろ中継の村に着くぞ。今日はいったんそこで休んで、明日、戦いに出る』

			　シャルロッテの声が響き、その仏(ぶつ)頂(ちよう)面(づら)を遠くにある村の遠景へと向けた。

			「ところで、この件の山(さん)賊(ぞく)とやら、いったいどのような相手なんだ？」

			『ふむ、コテツは山(さん)賊(ぞく)の相手は？』

			「元の世界ではそのような相手ともやったはずだが、その経験が役に立つとは思えん」

			『それもそうだな……。今回の山(さん)賊(ぞく)は、今見えている村からさらに奥の山にいる。奴らは山道に陣取り、そこを通る者から物を奪い取る。山(さん)賊(ぞく)がＳＨを所有していた場合、馬車であればまったく歯が立たん』

			「だろうな」

			『通常は通る側もＳＨの護衛をつけるが、それができない場合は通行止めも同じだ。厄(やつ)介(かい)が過ぎる』

			「これを討(とう)伐(ばつ)すれば名(めい)誉(よ)としては十分、ということか」

			『無論。ここは重要な街道だからな』

			　石畳で整備されているわけではないが、一面の草原に、一本描かれた土色の道はかなり広い。

			『さあ、村に着いたぞ。話はすでに付いてる』

			　そうして、三機の機械の巨人は、草原へと膝(ひざ)を突いた。

		

	
		
			16　すれ違う訓練

			　

			「はぁ……、このお方が、今回のエトランジェですか」

			　ＳＨの技術は、通常の生活にまったくと言っていいほど転用されてはいない。

			　そのため、村は周囲を木の柵(さく)で囲っただけ。村長の家でさえ木造建築。

			　鉄の色など、どこを探しても見当たらない。

			「よろしくお願いします、エトランジェ様」

			　エトランジェの名は、国中、村の一つ一つにまで広まっているようだった。

			　村長は深く頭を下げ、コテツの手を握る。コテツは、無言で村長の姿を見ていた。

			「やるだけやらせてもらおう」

			　そう言って、コテツは村長に背を向けた。その背を、あざみが追う。

			　コテツは、家を出て、近くにあった木を倒して削(けず)っただけのベンチに座る。

			「ご主人様？　どうかしたんですか？」

			「いや……」

			　さりげなく、あざみがコテツの隣に座った。

			「初めて王都から出たわけだが、こうしてみると」

			　これまでの行動範囲は森に出たくらいまでだ。

			「こうしてみると？」

			「異世界に来たことを実感させられる」

			「そんなモンですか？」

			「外に出るまでは、いっそ地球に封建制の国が残っていた、と言われた方が信(しん)憑(ぴよう)性が高いと思っていた」

			「はぁ、なるほど。異世界設定とか、壮大なドッキリの方が信じやすいかもしれませんね」

			「だが、こうして世界の奥行きを見せられると、遠くまで来たものだ、とな」

			　遠く空を見上げてみても、コテツのいた地球と変わったところは見当たらない。

			「大丈夫ですよっ、ご主人様。私がいますからっ」

			「まあ……、ある程度俺の世界の話題が通じるのは、助かる」

			　と、そんな二人に駆(か)け寄る人影が一つ。

			　コテツが足音のする方に目を向けると、そこにはクラリッサが立っていた。

			「コテツ・モチヅキ。何、いきなり家から出てるんですか。村長さんが何かしたかって戸(と)惑(まど)ってました」

			「まあ、少しな」

			　クラリッサは、コテツに呆(あき)れた目を向けている。世間知らずを見る目だ。

			「まあ、それは異世界から来たんだからいろいろあるんでしょうけど。村長さんは今、いつ盗(とう)賊(ぞく)が山を降りてくるかって怯えてるのです。それを安心させるために胸を張るのも、私たちの仕事。余裕のあるフリだけでもなさい」

			「そうだな。すまん」

			「さて、じゃあコテツ、行きますよ」

			「どこにだ？」

			　踵(きびす)を返したクラリッサに、コテツは首をかしげた。

			「訓練です、付いてきなさい」

			　有無を言わせない雰囲気。逆らうと、ろくなことにならない。

			　ちくちくと、嫌(いや)味(み)が続くうえに、結局訓練させられるのだ。

			　コテツは、無言で立ち上がった。そして、二人は無言で歩く。

			　さほど広くもない村を出て、膝(ひざ)を突く機体の下へ。

			　装甲を登って、するりと胸からコックピットに入り込む。

			　コンソールを弄(いじ)ると、ハッチが閉められ、機体が立ち上がった。

			　それは、クラリッサの機体も同じのようで。アインスと似ているようで、少しマッシブな印象を受ける赤い機体が立ち上がる。それと同時に、コックピットに声が響く。

			『真剣だけど、問題ありません。あなたの剣くらい避けるし、こっちは寸止めにするから』

			「了解」

			　コテツは短く答えた。

			『じゃあ、行きますよ！』

			　そして、クラリッサからの通信が届くと同時、高速で赤い機体が踏(ふ)み込んでくる。

			　シュティールフランメ。特徴は高出力による機動力とハイパワー。

			　弱点は装甲の薄さ。クラリッサはその弱点を、巨大な大剣を盾(たて)代わりにも扱うことで、機動力を殺さずカバーすることができる。

			　コックピットには、その大剣が風を切る音すら聞こえてきた。

			（機体が少し振り回されているな……）

			　考えた瞬間、インパクト。

			　横から迫(せま)る黒い大剣を、コテツはブロードソードを立てることで対応した。

			「……ぬ」

			　初撃は防御に成功。しかし、通常の出力が違いすぎる。

			　ともすれば押し切られかねない。コテツは受け流すように、しゃがみ込む。

			　頭上を大剣が駆(か)け抜けていき、コテツは、そのまま大剣を振り切った体勢のシュティールフランメに突きを放つ。

			『んっ……！　悪くないけど、当たらない!!』

			　あるいは当たるかと思われた攻撃だが、すんででクラリッサは身を翻(ひるがえ)した。

			　コテツから見て右に体をずらしたシュティールフランメが、そのまま縦に剣を振り下ろす。

			　コテツは、片膝(ひざ)をついて、剣を横にし受け止める。

			「ぐ……、くっ」

			　機体が軋(きし)む。

			　出力の違いは絶対的な差として、コテツのアインスを押しつぶさんと圧しかかってきていた。

			　まず一番最初にガタがくるとすれば、腕だ。まず腕が裂けて千切れる。

			（避けきれるか……？）

			　迷っている暇(ひま)はない。潰されないうちにどうにかする必要がある。

			　コテツは連動型操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握り、繊(せん)細(さい)な操作を行なった。

			　機体を右にずらしながら立ち上がらせ、剣は次第に切っ先を下へ向けるようにする。

			　調整をしくじれば立ち上がれず潰されるか、先に大剣が滑(すべ)り落ちて体を切り裂かれるかのどちらかだが、コテツは上手く成功させた。

			　かみ合っていた刃は滑(すべ)り合い、大剣は地へと向かう。

			　コテツはそのままブロードソードを横薙(な)ぎにするが、あっさりと弾かれた。

			（やはりこの動かし方だと、攻めは合わんな）

			　考えながらも、機体を動かす。とりあえずは距離を取る。大剣の間合いの外へだ。

			（しかし、このラグと即応性の悪さ。俺の世界で言うと、何世代前の機体になるんだ……？）

			　クラリッサが踏(ふ)み込んで、連撃を行なう。

			（しかも魔術補正か、妙に性能がいいから手に負えん）

			　まともに受けてはいられない。そのすべてをコテツは流すように受ける。

			（この世界の技術では、操縦周りの設計は難しすぎるのか？　だから機体性能にばかり目が行ってしまう……、いや、マイルドな方が確かに動かしやすいか）

			　続く連撃。コテツは受け続ける。

			（……まあ、今回はこんなものか）

			　そして、最後に、コテツは持っていたブロードソードを弾き飛ばされた。

			「参った」

			『いつもどおりですね！　コテツ・モチヅキ！　シャルロッテ様が直々にあなたを鍛(きた)えているというのに、申し訳ないとは思わないんですか!!』

			　そんな声を聞きながら、コテツはコックピットから出て、機体を降りる。

			　そして、そのままコテツは近場にあったベンチに座り込んだ。

			　少し離れたところでは、クラリッサが機体を降りているのが見えた。

			　彼女は、機体を降りるなり、すぐさまコテツの前へとやってくる。

			「今日も私の勝ちですね」

			　そう言って、クラリッサは薄い胸を張った。

			　コテツは、そのクラリッサを見上げ、素直に頷(うなず)いた。

			「そうだな」

			「……。ええ、これで私の何勝でしたっけ」

			「七勝目だ」

			「……そう」

			　なぜか、彼女の眉(み)間(けん)には皺(しわ)が寄っていた。

			　コテツにも、機嫌がよろしくないことは見て取れる。

			「……歴代最弱ですものね」

			「そうかもな」

			　いや、現在進行形で悪くなっている。

			　コテツが言葉を紡ぐたびに、彼女の顔は不(ふ)愉(ゆ)快(かい)そうに歪(ゆが)んでいった。

			「本当、前代未聞ですね」

			「だろうな」

			「何か思うことは」

			「ない」

			　コテツは真顔で答えた。

			「あなたは……！」

			「なんだ」

			「あなたはいったい、なんなんですか……!?」

			「君は俺に何を答えさせたいんだ」

			　そして遂に。

			　コテツは、クラリッサの堪(かん)忍(にん)袋(ぶくろ)を引き千切ってしまったことを知ることとなった。

			「……悔(くや)しがってくださいよ」

			　ぽつり、とクラリッサはこぼした。コテツは、意味が分からず首をかしげる。

			「なぜだ？」

			　すると、まるで堰(せ)き止めていたものが決(けつ)壊(かい)したかのように。

			「どうして悔(くや)しがりもしないんですか！」

			　遂に、クラリッサは語気を強めて言い放った。

			　コテツは、表情に出さないが面食らっていた。

			「負けても馬(ば)鹿(か)にされてもへらへらと！　それが愉(ゆ)快(かい)なわけじゃないんでしょう？　あなたが悔(くや)しいと言うのなら――!!」

			　コテツは、黙(だま)ってクラリッサを見上げる。

			「ど、どうしてそこで、捨てられた犬みたいな顔するんですか……」

			「すまん」

			　捨てられた犬のような顔、というよりは困り顔だ。

			　コテツは人付き合いが下手だ。それを求められなかったからだ。

			　機体に乗って、勝ち続ければ誰にも文句は言われなかったのだ。

			「なんで、謝るんですか」

			「すまん。……とりあえず、どうして俺が悔(くや)しがらないのか、という話だったか」

			　コテツは、人付き合いの薄さゆえに戸(と)惑(まど)う。が、しかし、彼はそれでも一応、考えて答えることにした。

			　コテツは、クラリッサを見上げたまま、口を開いた。

			「負けたら死だった。悔(くや)しがる暇(ひま)もない」

			　情けもまた誉(ほま)れである、この世界とは違う。

			　コテツの世界はもっと血なまぐさい。むしろ、エースは意地でも殺さなくてはならない存在だ。

			「次があるのは素晴らしいことだ」

			「だ、だからって！　どうして、あなたは……」

			　言葉に詰まるクラリッサ。それを見上げながらも、コテツは彼女の言葉の意味を考える。

			「あなたを見てると苛(いら)々(いら)します！　どうして、あなたは平然としてるのです！」

			「君は、俺に悔(くや)しがって欲しいのか」

			「っ……、そう」

			　クラリッサ。クラリッサ・コーレンベルク。

			　優秀だが、まだ未熟。融(ゆう)通(づう)が利かないが、真面目な努力家。

			「……君が、努力家だからか」

			「は？　あなたは何を言っているのです？」

			　どうやら、上手く伝わらなかったらしい。コテツは今一度、言葉を吟(ぎん)味(み)する。

			「つまり。努力もせず、嘲(ちよう)笑(しよう)される側に甘んじていながらも、エトランジェでありアルトの操縦士に納まった俺が気に食わない、ということではないのか？」

			「っ……!!」

			　少なくとも。ただコテツ・モチヅキが気に食わない、というだけで突っかかってきているのではない、とだけコテツは判断できた。

			　とりあえず、彼女が努力家の一人として怒っているのだ、ということも、分かった。

			　つまるところ、努力家からすれば、努力しないコテツは見てて苛(いら)立(だ)つ、嫌いだ、ということなのだろう、と考えたのだ。

			　だが。言われたクラリッサは、驚いたような顔をしていた。

			　まるで、ショックだ、とでも言いたげな顔だ。

			「違う……、違いますっ！　もう……、知らないっ!!」

			　クラリッサが踵(きびす)を返す。

			　コテツは声をかけようとしたが、言葉が見つからなかった。

			　ただ、クラリッサの背を見送って、コテツは首をかしげながらのろのろと立ち上がる。

			「……難しいな」

			　ぽつりと呟(つぶや)くが、それに返ってくる答えはない。

			　と、そこへ、見計らったかのように、あざみがやってきた。

			「訓練、おしまいですか？」

			「ああ」

			　頷(うなず)くと、あざみはタオルを差し出し、コテツはありがたくそれを受け取った。

			　そして、あざみに顔を向ける。

			「あざみ」

			「なんでしょう？」

			「努力家にとって、努力しない人間は、どう映る？」

			　あざみは首をかしげ、数秒の間、考えた。

			「私も努力家じゃありませんから分かりませんけど。努力しろよこの野郎！　って感じじゃないですかね？」

			「……ふむ」

			　結局、移動と訓練で日は暮れかけている。コテツは、村に戻って眠ることにした。

			　

			「ねぇ、ご主人様」

			　夕食を終えた後、ふらりと外へ出て、一人佇んでいたコテツの背に声がかかる。

			　コテツを主(マスター)と呼ぶ女性など、一人しか心当たりはない。

			　あざみだ。

			「なんだ」

			「ご主人様って……、操縦以外、基本的にダメ人間ですよね」

			　確認するような言葉に、思わずコテツは脱力した。

			「……否定の言葉は出てこないが。いったいなんの用だ」

			「いえね、今日の訓練が終わってから、クラリッサさんにガン無視されてたなぁ、と思いまして。何かあったんですか？」

			「ふむ、まあ、そうだな。怒らせた」

			　事実だけを、コテツは短く告げる。

			「怒らせたって……。まあ、いいです。とにかく、明日は出撃ですね」

			「そうだな」

			　今日が終わり、明日の日が昇れば、コテツたちは山へと向かうこととなる。

			　コテツの初仕事であり、何もかも未知数だ。

			「頑張りましょう、ご主人様っ」

			「そうだな」

			「むぅ……、やる気ないですねー」

			　拗(す)ねたように口を尖(とが)らせ、あざみはコテツを見る。

			　そして、すぐに表情を戻し、コテツに向けて、妖(あや)しく笑った。

			「そんなご主人様に、一つご忠告を」

			「なんだ」

			「何も持たない、夢も願望もない。それは楽ですけど」

			　月夜の下で、黒髪の少女はコテツに向かって囁(ささや)いた。

			「状況はそんなあなたを許しません。結果が同じなら自ら進むか、無理やり背中を押されて進むか。どっちがいいか、決めておいた方がいいですよ――？」

			　言うだけ言って、後はおやすみなさいと言い残し、あざみはコテツの下から去っていく。

			「……この世界には、お節(せつ)介(かい)焼きが多いのか？」

			　残されたコテツは、一人ぽつりと呟(つぶや)いたのだった。

		

	
		
			17　意思伝達

			　

			　翌日。

			　ＳＨに乗って、一同は山へと向かっていた。

			「しかし、相手の規模はどのくらいなんだ？　そもそも、三機で戦えるのか？」

			　コテツは、モニタの向こうに向かって質問を投げかける。

			『問題ない。多くて十機。構成員は三十はいるだろうが、すべてがＳＨを持っているなどということはありえない。目撃情報では四機は確認されている。伏兵追加で考えて、六機前後といったところか』

			「こちらの二倍いる、と思っていいのか」

			『だが、こちらは騎士団長と副団長だ。そして、お前はディステルガイストに乗れば一騎当千も同じだろう？』

			「さてな」

			　しばらく歩き、山が目の前に迫る。緑が生い茂(しげ)る、変わったところは見受けられない山だ。

			　突然、コテツは機体を立ち止まらせた。

			『どうした？』

			「妙だ」

			　嫌な、予感がしていた。無論、それはただの予感であり、気のせいかもしれない。

			　だが、戦場において臆(おく)病(びよう)であることは、生き残るうえでプラスになる。

			『怖(おじ)気(け)づいたのですか？　コテツ・モチヅキ』

			　コックピットに、クラリッサの声が響き渡るが、コテツは無視して山を睨(にら)み付けた。

			　レーダーには、なんの反応もない。やはり、妙。

			（ここまでなんの偽装もせずにＳＨで歩いてきた……。どう考えても山(さん)賊(ぞく)にばれているはずだ。なのに相手のＳＨが一機も見えない……）

			　定石であれば、斥(せつ)候(こう)を出す。

			　山(さん)賊(ぞく)にそういった用兵術がないとしても、見張りぐらいは立たせるはずだ。

			「罠(わな)だ」

			　コテツは強めの口調で言った。

			『罠(わな)？　山(さん)賊(ぞく)たちは飲み明かして寝こけているだけかもしれんぞ』

			　違(い)和(わ)感(かん)は、嫌な予感に変わって、ひしひしと迫(せま)ってきていた。

			　あまりにも静かな山。まるで嵐の前の静けさではないか。

			　敵のＳＨを見つけて慌(あわただ)しく駆(か)け回るでもなく、ただ、静か。

			（十中八九、待ち伏(ぶ)せか）

			　コテツの感覚からすれば、静かすぎるのだ。

			　そう。まるで、あえて息を潜(ひそ)めるかのような。静寂に徹しているかのような空気。

			　この業界で、慎重にすぎるという言葉はない。

			　用心に用心を重ねてなお、一撃で死ぬ可能性がある世界だ。

			　楽観どころか、もしかするとこちらを一瞬で葬(ほうむ)り去れる罠(わな)が張ってある可能性を考慮すべきだ。少なくとも、コテツはそうあるべきだと考えていた。

			　だが、しかし。

			『怖(おじ)気(け)づいたのですか、コテツ・モチヅキ。ならば、あなたはここに残っていなさい』

			「罠(わな)の可能性は」

			『どちらにせよ、私たちは山(さん)賊(ぞく)を倒さなければならない。なら、どちらも一緒です。待ち伏(ぶ)せされていようと、私と団長の腕なら問題になりません』

			『悪いが、こればかりはクラリッサと同意見だ。やることは変わるまい。それに、罠(わな)があったとしても、それごと突破するまでだ』

			　ここは、そう。ここはコテツがいた、泥(どろ)まみれの戦争を続ける世界ではない。

			　正々堂々を誉(ほま)れとする、騎士の世界なのだ。

			（軍人の理屈は騎士には通用しないのか……！）

			　そこをコテツは失念していた。今所属しているのは合理性を突き詰めた軍隊ではないということを。

			　歯(は)噛(が)みしたときにはもう遅い。

			『そこまで言うなら、あなたはそこで見ていなさい！　私が一人で片付けてきます!!』

			　すでにクラリッサは大きく飛び上がり、山へと駆(か)け出していた。

			「シャルロッテ、すぐに呼び戻せ」

			『そこまでか？』

			「ここまでやって何もしないということは、懐(ふところ)に潜り込ませる気だ」

			『いや、しかし山(さん)賊(ぞく)にそのような高度な考えがあるとは……』

			　シャルロッテが呟(つぶや)いた瞬間、場に動きがあった。

			　山中に突(とつ)如(じよ)現れる反応。立ち上がる一機のＳＨ。

			「……アレはなんだ？」

			「ストラッドですね。量産型ですが、バランスよく纏(まと)まった、軽快な動きをする機体です」

			　コテツの隣で、じっと事態を見守っていたあざみが呟(つぶや)く。

			　緑の、スマートな機体だ。

			「意(い)匠(しよう)が、ずいぶんと違うように見えるが」

			「我々の機体が騎士に似た意(い)匠(しよう)なのは、軍のモノだからです。民間用は多種多様です」

			　コテツからしてみれば、そのストラッドはずいぶんと軍人的な外見に見える。

			　そして、その緑の機体は、ナイフを片手にクラリッサのシュティールフランメに斬りかかる。

			　そんな中、シャルロッテは呟(つぶや)いた。

			『ふっ、お前の嗅(きゆう)覚(かく)もまだまだだな。アレが罠(わな)だとすれば』

			　そして、余裕たっぷりの笑み。クラリッサの機体が、背の大剣を跳ね上げる。

			　それは明らかに、ナイフの迎(げい)撃(げき)には間に合わないような速度だったが――。

			『ずいぶんとお粗(そ)末(まつ)だ』

			　刃ではなく、柄を振り下ろして、クラリッサはそのナイフを弾いて見せた。

			『舐められたものですね！』

			　そして、手首を捻って横薙(な)ぎ。相手のストラッドは、慌(あわ)てて後ろへと避けて、尻(しり)餅(もち)を突く。

			　そのまま、クラリッサは大剣をストラッドの眼前に突きつけてみせる。

			『おとなしく、機体を降りなさい。そうすれば殺しはしません』

			　確かに、見事な手(て)際(ぎわ)であった。

			　この腕の差。武器なしでは、クラリッサに山(さん)賊(ぞく)が敵うわけがない。

			　あっさりと無力化され、ストラッドのコックピットハッチが、開く。

			『やはり、警(けい)戒(かい)しすぎだな、コテツ。山(さん)賊(ぞく)のことだ。昨晩飲み明かして、大半が使い物にならないのだろう』

			（いや、しかし……）

			　はたして、コテツが異世界の山(さん)賊(ぞく)について知らないだけなのだろうか。

			　だが、コテツの嫌な予感は払(ふつ)拭(しよく)されないでいる。むしろ、さらに深まっていく。

			（上手く行きすぎている……）

			　そう、むしろ、だ。

			　相手の本拠に飛び込んだら、一機だけという温(ぬる)い待ち伏(ぶ)せ。

			　そして、あっさりと負け、素直に投(とう)降(こう)する盗(とう)賊(ぞく)。あまりに上手く行きすぎていないか。

			　だとすると、これは相手の仕組んだものではないのか。

			　そして、これが本当に相手が仕組んだものだとすれば、狙(ねら)いは何か。

			（あの機体は囮(おとり)。だとすれば次に狙(ねら)うのは……）

			　考えてみれば、恐ろしく簡単だ。今、クラリッサは一機に剣を向け、足を止めている。

			　――恐ろしく、いい的だ。

			「狙(そ)撃(げき)だ、クラリッサ。避けろ……っ」

			『え？』

			　コテツが叫んだのと、レーダーに光点が映ったのは、ほぼ同時だった。

			　そして。クラリッサが驚いた声を上げた瞬間には、すでに銃声が響いていた。

			『あ……、きゃああああああ！』

			　倒れていく機体に、コテツは歯(は)噛(が)みした。

			（なんという腕だ……。機体が起動してから一瞬で関節に当てた……？）

			　山(さん)賊(ぞく)の放った銃弾は、クラリッサの機体の膝(ひざ)の裏に命中し、そのまま貫いた。

			　結果として、左足の膝(ひざ)から下が切り離され、機体はバランスを保てず仰(あお)向(む)けに地に伏(ふ)すこととなった。

			　コテツの下まで、地響きが聞こえてくる。

			『な……、クラリッサ！　無事か!!』

			『は、はい、団長、なんとか。ですが、足をやられました！　機体を立て直せません!!』

			　クラリッサの声は、ほとんど悲鳴と言ってもよかった。

			　完全に嵌(は)められた。油断し、釣られて、撃たれた。これで、クラリッサはまったく身動きが取れない。

			　コックピットを出たが最後、すぐさま撃たれてしまうだろう。そうなれば、ハッチをロックして神に祈(いの)るほかに、できることなどない。

			『すぐに救援に向かう!!』

			　その状況を見て、シャルロッテが叫ぶ。だが、その彼女を、コテツは制止した。

			「待て」

			『いったいなんだ！』

			「これこそ罠(わな)だ。落ち着け、シャルロッテ。クラリッサはすぐには死なん」

			　瞬間、今一度銃声と悲鳴が響く。

			　銃弾が、クラリッサの機体の胸部装甲を叩いた。威力的に貫通することもなく、少し装甲が削(けず)れただけだったが、部下の悲鳴は、シャルロッテの頭に血を上らせるには十分でもあった。

			『何を戯(たわ)言(ごと)を！』

			「だから待てと言っている」

			　遂にコテツは、語気を強めて言った。

			　クラリッサが先行してしまったのは、コテツの態度が中途半端だったからでもある。

			　だからこそ、今回は意地でも止めることにした。

			「狙(そ)撃(げき)手(しゆ)には常(じよう)套(とう)な策の一つだ。一人目の手足を撃ち抜き、いたぶって、それを見かねて出てきた仲間を撃つ」

			　たとえ機体の下に辿(たど)り着くまでは避けられてもだ。たとえば、自機のコックピットにクラリッサを招きいれようとすれば、その間は確実に避けられない。

			　機体を担(かつ)いで戻ったとしても、運動性は加重によって大きく落ちる。避けきれない。

			　そしてもう一つ。

			　クラリッサは、人質でもあるのだ。妙な動きをしたらクラリッサは殺す、と。

			『ならばどうすればいい！　指を咥(くわ)えて見てろというのか！』

			　さらに勘(かん)が正しければ、クラリッサの周囲には十機近いＳＨが潜(せん)伏(ぷく)している。いや、これはほぼ確定と言ってもいい。

			　ここまで周到な相手が、これしか手勢を用意していないわけはない。

			　上手くクラリッサの機体を確保できても、集中砲火を受けて、無事ではいられないだろう。

			（ならば……）

			　と。

			　コテツが自分の考えを述べようとした、そのときだった。クラリッサから通信が入る。

			『怖(おじ)気(け)づいたのなら、帰りなさい、コテツ・モチヅキ!!』

			　まるで、よくしなる鞭(むち)のような声だ、とコテツは思った。

			「君はこの状況で何を……」

			　敵のテリトリー内で機体は動けず、身動きがまったく取れない。

			　はたして、その恐怖はいかほどか。なのに、クラリッサは言った。

			『これは私のミスですっ。あなたがフォローする必要は……、ありません』

			「だが……」

			『帰りなさい！　私は自分でなんとかします！』

			　自らでは機体も立て直せないこの状況で。しかし、彼女はコテツの助けを拒(こば)む。

			　確かに、そうだ。コテツもまた、このような状況になったなら、放っておけというだろう。

			　己(おのれ)のミスが招いた危機的状況。おいそれと助けは呼べない。

			（だが、俺は死なせたいとは思えん）

			　間違っているのだ。先を展望せず、流されるままに生きる自分が生き残り、将来有望なクラリッサが死ぬ。そんなものは、間違っている。

			　無論、コテツも死にたいとは思っていない。ならば、答えは一つ、全員で生き残るしかない。

			『あなたでは足手まといですから！　だから、帰りなさい!!』

			　だが、話は聞いてくれそうにもない。コテツは、押し黙(だま)った。

			（……駄目か）

			　そもそも、コテツはコミュニケーションは得意ではないのだ。

			　彼女を上手く説得する言葉も、何も思い浮かばない。

			　どうにかしようにも、彼女がそれを許さない。ゆえに、八方手詰まり。

			　なのだが。しかし、しかしだ。

			　ただの一度も。望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)は、戦場で諦(あきら)めることを望まなかった。

			　だからコテツは息を大きく吸い込んで。

			　叫んだ。

			「――話を、聞けぇええええッ!!」

			　一緒に乗っていたあざみが耳を押さえて顔をしかめるが、とりあえず無視した。

			　そして、モニタの端に映るクラリッサとシャルロッテが驚いた顔をしていたが、それも無視だ。

			　やっと静かになった。ここにきてやっと、コテツは発言権を得た。

			（やってみようじゃないか。伝える努力というものを……！）

			　思い浮かぶのは、リーゼロッテの言葉。

			　こうなってしまったのは、コテツの怠(たい)慢(まん)でもある。

			　何も伝えようとせず、信頼されようともしなかったのは、コテツの失敗だ。

			　だから、今語る。

			「いいか！　俺は君が思っているほど弱くないっ。そしてもう一つ！」

			　慣れないからこそ、最短で、簡(かん)潔(けつ)に。

			「――君は必ず助ける。絶対にだ」

		

	
		
			18　反撃開始

			　

			　生身で森をひた走る。

			　それが、コテツの出した答えである。

			『ご主人様ー、あなた、ほんとに人間ですかー？』

			　ヘッドセットを通して、あざみの声が聞こえてくる。

			　シャルロッテの乗るＳＨが、警(けい)戒(かい)しているように見せかけ、極めて遅いスピードで山を登り、それを囮(おとり)にコテツが生身で走る。

			　これなら、気づかれずにギリギリまで接近できる。

			『ちょっと、正気じゃないスピードが出てるんですけど……』

			「殺人マシーンに乗って生きている人間を人間と呼ぶなら、人間だが」

			　無(む)謀(ぼう)にも見える策だが、コテツの走る速度は、常(じよう)軌(き)を逸(いつ)していた。

			　それゆえに、迷わずコテツはその選択肢を選んだ。

			『ご主人様、初耳ですけど、それ』

			　コテツにとっては、否。

			　コテツのいた世界においては、腕のいいパイロットをエースと呼ぶのではない。

			　従来機を一足飛びに越えた、エース機に乗ることができた者を、エースと呼ぶのだ。

			　エース機を起動させるために、何人のパイロットが死んだか定かではない。ただ、少しの加速で人体が破壊される機体群を動かすには、それほどまでのことが必要だった。

			「俺が君に平気な顔で乗れるように、俺はそれに乗り、慣れた。その結果だ」

			　腕のいいパイロットを捨(すて)石(いし)にしてでもエースを得ようとする風(ふう)潮(ちよう)は、どこから生まれたのか。

			　それは、最初に乗りこなせてしまった男がいたからだ。

			　そのエースは、パワーバランスを覆(くつがえ)すほどに強かった。それゆえに、その彼と同じものが必要だったのだ。

			　ＡＩ分野も研究されたが、実用化に成功したのは結局、戦争も末期。そのうえ、人の操る繊(せん)細(さい)で有機的な操縦に敵うことはなかった。

			　それゆえに、万の人間を殺してでも、あらゆる勢力はエースを作り出すことに躍起になる。

			　そして、そんな風(ふう)潮(ちよう)の中、コテツはエース機に乗せられ、生き残った。

			　そのうえさらに、人間とは必要以上に適応する生き物で、機体に慣れた。

			　エース機の機動によって人体にかかる過負荷は、脳と、筋肉の異常発達を招く。

			　言ってしまえば、火事場の馬(ば)鹿(か)力だ。殺人的なＧを受け続ける環境は、正に火事場と呼んでいいだろう。

			　しかし、それをエースと呼ばれた人間たちは恒(こう)常(じよう)的に、長期間受けることになる。

			　そして、いつしか箍(たが)が外れ、火事場の状態が常であり、それに慣れていく。

			『つまり、アルト乗りになれる人、なった人はすべて、人間やめるってことですか？』

			　ヘッドセットから聞こえるあざみの声に、コテツは答えなかった。

			　そうとも言えるし、そうでもないと言える。一応、遺伝子的には人間とまったく変わりない。

			（一番変わるのは精神的部分かもしれんが）

			　コテツが関わったすべてのエースは、どこかずれていた。

			　人として致(ち)命(めい)的(てき)に、ブレていた。

			「だが、便利だ。平和なときにはまったく役に立たないがなっ……！」

			　と、木々の向こうに赤い影が見えた、と思ったその瞬間。

			　身の危険を感じて、コテツは大きく横に飛びのいた。

			『ご主人様!!』

			　轟(ごう)音(おん)とともに、地面が抉(えぐ)れる。

			「どうやら目視で発見されたようだ。シャルロッテ、あざみ、囮(おとり)を頼む」

			『任せてくれ』

			『お任せあれっ』

			　コテツは走ることに集中した。姿勢を低く、ただ、クラリッサの下を目指す。

			　上を見上げれば、すでに十機近い機体が動き回り、その中の一機は、コテツに銃口を向けている。

			「くっ……」

			　勢いのまま、前に飛ぶ。

			　背後の地面が抉(えぐ)れ、振動とともに土や木の破(は)片(へん)がコテツの背を叩いた。

			『こ、コテツ・モチヅキ、来てるの!?』

			　クラリッサの慌(あわ)てたような、驚いたような声がコテツの耳に聞こえてくる。その声に、攻撃を受けているような焦(あせ)りはない。

			　どうやら、所(しよ)詮(せん)生身の人間だからか、クラリッサを人質として扱うつもりはないらしい。

			　好都合だった。

			「すぐに着く」

			『やめなさい！　危険です!!』

			「そんなこと、言われなければ分からないと思うか？」

			　危険は百も承知。コテツはただ、付近を穿(うが)つ銃弾を無視して走り続ける。

			「それに、君は俺が嫌いだろう。ここでもしも事故死したなら、それはそれでラッキーだ」

			　皮肉るような、コテツなりの冗談。

			　恐ろしいほど笑えない冗談だったが、冗談のつもりである。

			　そうかもしれませんね、と軽口のような言葉が返ってくるだろう、とコテツは考えていた。

			　しかし。

			　コテツの予想に反し、返ってきたのはそんな台詞(せりふ)ではなく。

			『そんなわけないじゃないですかっ……』

			　返ってきたのは、涙声だった。

			『あなたは大切なエトランジェ様なんですよ……!?　ばか!!』

			　コテツは、酷(ひど)く面食らう羽目となった。

			（なんだと……？）

			　彼女は、コテツを嫌っているのではない、と言う。

			　しかし、言われてみれば、彼女は非常に優秀で、物事に簡単に私情を挟んだりしない人間だ。

			　コテツ自身がそう評価したのだ。

			『決して好きだと思ったことはありませんが！　誰が死んで欲しいなんて思うもんですか!!』

			　彼女は、エトランジェが期待はずれだったからといって、わざわざ差別をするような人種ではない。そして、嫌いではない、と彼女は言う。

			　ならば、彼女の態度はなんなのか。

			（怒って、いるのか？　俺が不真面目な態度だから）

			　そして、思い出す。

			（彼女は悔(くや)しがれ、と言った。悔(くや)しがらせたいと）

			　あの態度の理由。それが、嫌(けん)悪(お)から来るものではないのだとしたら。

			　あとはもう一つしか思い当たらない。コテツは思わず呟(つぶや)いた。

			「……なんて不器用な」

			　あざみの言葉を借りるなら、『努力しろよこの野郎！』ということだ。

			　つまり、あえて嫌われる態度をとって発(はつ)破(ぱ)をかけようとしていたのだ。

			（そこまでの考えがあったかどうかは知らないが……）

			　不器用に、あえて苛(いら)立(だ)つ態度を見せて、発(はつ)奮(ぷん)させようと。

			（不器用すぎるだろう……。俺には難解すぎる）

			　まったく、コテツには伝わっていなかった。純粋に嫌われているとすら思っていた。

			　だが。がらんどうの心に、炎は燃え上がる。

			（なんともまあ、伝えようとしなければ伝わらないことの多いことか。……リーゼロッテの言う通りだな）

			『帰りなさい!!』

			「断る」

			　背後では、ディステルガイストが非常に緩(かん)慢(まん)な動きで動いている。

			　パイロットなしではあの程度の動きしかできない。まさに動く的だ。

			　それでも、あざみも頑張っているのだ。

			「ずっと、不器用な活を入れられていたらしいからな。今の俺は、やる気に満ち溢(あふ)れているんだ――」

			　コテツは走る。

			　彼我の距離は約十メートル。ここから先は限りなく迅(じん)速(そく)に、だ。

			「クラリッサ。ハッチを開けろ……！」

			　瞬間、背後に衝(しよう)撃(げき)。迷わず、跳(と)んだ。

			　そして、勢いのまま垂直になった壁のような装甲を駆(か)け上がる。

			　無論、重力に逆らえずやがて駆(か)け上がる速度は零(ゼロ)になり、今にも逆走を開始せんとするが、そんなことは最初から承知のこと。

			「届けっ」

			　伸ばした指が、装甲の縁に引っかかる。

			　そのまま、腕の力だけで体を引き上げて、コテツは仰(あお)向(む)けの機体の上に転がり込むように着地した。

			　そして。コテツは即座にずれた胸部装甲の下。コックピットに潜り込んだ。

			「――着いたぞ」

			　やはり、一人乗りのコックピットに二人は狭い。
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			　コテツはクラリッサを押しのけて、高速でコンソールを操作し始める。

			「あなたは……っ、なんで」

			　クラリッサは、泣きそうな顔をしていた。

			　綺麗に整った顔が、台なしなほど。

			　そんな彼女に、コテツは操作を続けながら、真顔で答える。

			「君は若い」

			「だからって……」

			「君は可愛(かわい)らしい」

			「なっ……！」

			「君には未来がある」

			「あ、あなたは何を言って」

			　そこまで来て、自分は何かおかしいことを言っただろうか、とコテツは首をかしげた。

			「戦い、死ぬのがすべてではない。子を産み、育て、次の時代を創る。そういうものも尊(とうと)いんじゃないのか？」

			　はたして、この世界では違っただろうか、と。

			　しかし、クラリッサは、今、泣きそうになっていたことすら忘れて、呆(ほう)けていた。

			「君ほどの器量なら、きっといい男を捕まえるだろう。そして家庭を作る。素晴らしいことだ。まあ、君の人生だ。決めつけるわけにもいかないが、しかし」

			　コックピットハッチが閉じる。

			「君は生きろ。死ぬにはまだ早い」

			「……」

			　コテツの首に回された腕に、ぎゅっと力がこもる。

			「時代を守るために戦うのも、創ることに負けてはいません」

			　耳元でクラリッサが囁(ささや)き、コテツは頷(うなず)き返す。

			「そうか」

			　クラリッサは、コテツをじっと見つめた。

			「それに、あなただって」

			「……それもいいかも知れんな。当面、嫁(よめ)でも探す……、か？」

			　すべきことの見当たらないコテツにも、何かしなければならないという意識くらいはある。

			　それをどう捉(とら)えたか、クラリッサは焦(あせ)ったような顔をした。

			「な、何それ……、ぷろぽー……」

			「さて……。機体を立て直すか」

			　コテツは、操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握りながら、もう片方の手の指でコンソールを叩く。

			「……あ、む、無理です！　そんなの!!　もう片足もないっていうのに！」

			「問題ない」

			　少しずつ、機体の上半身が持ち上がっていく。

			　さすがにこれには相手も気がついたらしい。唐(とう)突(とつ)に弾丸が飛来する。

			「きゃあ！」

			「……バランサーをオートからマニュアルへ……！　片足へのエネルギーバイパス遮(しや)断(だん)……」

			　掠(かす)める、周囲に着弾する、当たる。

			　いい当たりを受けた。肩の装甲の隙(すき)間(ま)に当たった弾丸が、腕をもぎ取る。

			「そ、それに、片足に加えて、今腕も片方なくなりました！　これでは踏(ふ)ん張りが利かなくて、剣もまともに……」

			　だが、コテツは表情一つ、変えなかった。

			「――十分だ」

			　同時に、機体が立ち上がる。瞬間、その機体は空へと舞い上がった――。

			「……今回ばかりは手加減しない。一分間、一回きりで壊すつもりで行く……!!」

			　

			　腕と足を、片方ずつ失った赤き騎士が立つ。

			「よく立て直したってところだが……、その機体で何ができる！」

			　盗(とう)賊(ぞく)たちの前に立っていたのは、半死半生と呼べるほどボロボロの機体である。

			　吹けば飛ぶような、哀れな姿だ。

			　しかし、悠(ゆう)然(ぜん)と立つその姿には嫌な威(い)圧(あつ)感があった。

			「……ハッタリだな。撃て!!」

			　叫ぶと同時に、銃撃を放つ。

			　瞬間、前へと敵機が跳(と)んだ。

			　銃弾を避けつつ、眼前へと、敵機が迫(せま)っていた。

			「っ、まずい！」

			　赤き機体が、片腕で大剣を振るう。

			　盗(とう)賊(ぞく)は、後ろに倒れそうなぐらいに身を引いてそれをかわした。

			　切っ先が、胸部装甲を削(けず)っていく。

			　だが、避けた。

			「相手は片腕、片足……、踏(ふ)ん張りきれずに体勢が流れる」

			　仰け反った機体をすぐさま戻し、そして、敵を見据える。

			「それが致(ち)命(めい)的(てき)な隙(すき)だ!!」

			　体勢が横に流れるだろうその瞬間へと向けて、盗(とう)賊(ぞく)は渾(こん)身(しん)の突きを放った。

			　瞬間。

			　くるり、と。赤き騎士が舞うように回る。勢いのままに、自然体で、回転する。

			「は？」

			　予想外の二撃目。なんとか、盗(とう)賊(ぞく)は剣を立てて受けることができたが、剣が弾かれ上体が逸(そ)れる。

			　くるり、と、もう一度騎士が舞った。

			　三度目の斬撃。

			「……なんだコイツは」

			　逸(そ)れた体勢では守りようもない――。

			「な、なんだアイツは!!　どっかおかしい!!」

			　盗(とう)賊(ぞく)の目に映るのは、手負いの獣(けもの)だった。四肢(し)のうちの二つを切り落とされた、容易な獲物のはずだった。

			　だが、現実はどうだ。あれは――、捕食者だ。

			「当たらねぇ！　当たらねぇ!!　当たれぇ!!」

			　手に持つ銃。攻勢魔術よりも威力は低いが、連射性に優れる。

			　だが、現実はいったいどうしたというのか。連射するだけ無(む)駄(だ)ではないか。

			『……無(む)駄(だ)弾だな』

			　そう呟(つぶや)いて、簡単に敵は銃弾を弾いてくる。

			　くるり、くるりと、緩(ゆる)やかに、時に激しく。駒(こま)のように回る。

			　その姿が、ぴたりと止まった。

			　その獣(けもの)は、片足だけで立っている。巨大な剣を、片腕だけで支えている。
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			　獣(けもの)が、跳(と)んだ。そして、剣を大きく振り回す。

			　それだけで、当たらない。ただただ、止まらない。

			　一度振れば早々止まってくれない。剣に振り回されるどころか、剣を振って敵は制動している。

			　右に動いていた敵機が剣を振ればぴたりと止まり、止まったと思えば、再び剣を振り、引き摺(ず)られるように移動する。

			　時にくるり、くるりと軽やかに動く。だが、打ち合うときはあまりに激しく。

			　機体は移動を繰り返す。細かく跳(ちよう)躍(やく)を刻み、遠心力に任せ弾を避け。

			　時に弾き。そして、それは大きく天へと舞い上がる。

			『チャンスだ!!』

			　仲間の誰かが言った。空中では無防備、ことここに至っては願ってもない。

			「うおおおおおおおおおおおおお!!」

			『撃て撃て撃て撃て!!』

			『当たれ!!　当たれよ!!』

			『さ、さすがにこれだけ撃てば……』

			　撃つ。撃つ。撃った。手持ちの弾(だん)倉(そう)を空にする勢いで撃った。

			　下に控えている機体との戦いを気にすることすらしなかった。

			　ただ、ひしひしと感じるのだ。

			　――コイツは、ヤバイ。

			　本当に、現実はどうなっているのだ。弾が、当たっていないではないか。

			　風切り音が耳(みみ)朶(たぶ)を叩く。

			　空中で剣を振り、弾を弾いた。剣を振り、揺れるように空中で制動をかけ弾を避けた。

			　揺れるように右へ、左へ、大剣を振り回し、あの紅(くれない)の機体は動く。

			　そんな敵機の予測不可能な動きに、ふと彼はその赤の機体を見失った。

			　思わず、あたりを見回す。一体どこへ。

			　どこにも見当たらない。そこで彼はレーダーに視線を落とす。

			　そして、盗(とう)賊(ぞく)は気がついた。

			（敵は……、今ッ）

			　風切る音は死神の足音。それとも、鎌を振る音か。

			「俺の真上にいるッ――!!」

			　死神の声は、やけに冷たく響いた。

			『――遅い』

		

	
		
			19　赤き騎士

			　

			　戦場は、唐(とう)突(とつ)な攻守の変化に浮き足立っていた。

			　圧倒的機動を見せつける、赤い機体に、全員が異様なものを感じていた。

			　そして、その視線の只中で、コテツは機体を動かす。

			「こ、こんな技術を隠し持っていたというのですかっ！　コテツ・モチヅキ!!」

			「君以外にも言ったのだが、この動かし方は褒(ほ)められたものではない」

			　山の下へと向けて、シュティールフランメが駆(か)ける。片足だけで、跳ねるように。

			「悪いが、壊すぞ。直すよりも新しく造った方が早いほどに、この機体を破壊し尽くすつもりだ」

			　腕も足も一本しかないというのに、コテツの胸中にあるのは、生半可ではない全能感。

			　コテツが今、この機体の主導権を握っている。機体の限界を見て動かすのではない。コテツの限界に、機体を合わせている。

			　だから、飛び交う弾丸の渦中でも、負ける気はしない。

			「別に訓練も手を抜いているわけではない。機体に負担をかけない、もっとも効率的な操縦方法を模(も)索(さく)している」

			　極限まで機体の性能を引き出すということは、機体に大きな負担をかけるということだ。

			　極めて繊(せん)細(さい)な操縦によって、コテツを始めとした彼の世界でエースと呼ばれた人間たちは、その負担をゼロに近づける。

			「それに、練習機としてあえて脆(もろ)く造られているアインスでは、到底できない芸当だ」

			　この世界の通常のＳＨは、酷(ひど)く反応が鈍(にぶ)く、操縦系統も大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)だ。

			　結果として、このシュティールフランメすら、十分と保たないだろう。

			「甘いぞ」

			　大剣を振るう。弾丸を弾き、そして、勢いのままに機体は大剣を追うかのように飛び上がる。

			　さらに大剣を振るう。遠心力で勢いを横に殺して着地。

			　そしてまた跳(と)ぶ。

			『止めろ!!』

			「止まらん」

			　眼前に現れた敵が、両断される。シュティールフランメはそのまま前へとすり抜けた。

			　さらに二体が前に出て、銃撃を行なう。

			　コテツは、フットペダルを大きく踏(ふ)み込む。機体が、再び空へと舞い上がる。

			　それは、大剣を機体下にかまえ、滑空しつつ銃弾を弾いた。

			　そして。

			　コテツは、前方の空を睨(にら)み付けた。そこに浮かぶのは、白と黒の機体。ディステルガイスト。

			　コテツは、相(あい)棒(ぼう)の名を呼んだ。

			「あざみ、来い」

			『はい!!』

			　シュティールフランメは――、ここまででいい。

			　背後からの弾丸を、振り向きもせず逆手で後ろに回した大剣で受け止める。

			　右へ、左へと細かくステップを踏(ふ)みながら前へ。

			　そして。背後から今一度迫(せま)る、大口径の狙(そ)撃(げき)の弾丸。

			「行くぞ、クラリッサ。舌を噛(か)むなよ……」

			「え？」

			　背後に斜めに突き出す大剣。シュティールフランメはその大剣に足をかける。

			　弾丸は――。

			　その大剣に直撃した。

			『ご主人様!!』

			「ぉおッ」

			　大剣の反動も受けて、機体が、空へと舞い上がる。機体情報を現すモニタには、残る一本の足の稼(か)動(どう)不能を示すサイン。

			　背後から、いくつもの弾丸が迫(せま)る。避けるための、防ぐための大剣はない。

			　しかし、否、だからこそ機体は真っ直ぐに上っていく。

			　空に浮かぶモノクロの機体へ。この世界で、相(あい)棒(ぼう)となったディステルガイストの下へ。

			「ディステルガイストッ！」

			「はい!!」

			　ディステルガイストとシュティールフランメの影が重なる。

			　同時に、コテツはコックピットハッチを開いた。

			　視界の向こうには、すでにコックピットハッチを開けたディステルガイストがいる。

			「跳(と)ぶぞ」

			　――跳(ちよう)躍(やく)。

			「きゃあああああああああああ!!」

			　抱え上げたクラリッサの悲鳴とともに、コテツはコックピットから跳(と)んだ。

			　一瞬にして風の抵抗を受ける体。眼下には、緑の景色。

			　そして――、目の前には相(あい)棒(ぼう)のコックピットが見えた。

			「おかえりなさい、ご主人様！」

			「ああ」

			　そこには、あざみが待っていた。
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			　着地、成功。

			　コテツは、すぐさまシートに座る。

			　ディステルガイストのコックピットは複座式であるため、ある程度広い。クラリッサは右後方へ。

			「……救出完了」

			　操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握り、コテツは眼下を見つめる。

			　下では、シャルロッテが敵と戦闘を繰り広げている。

			　クラリッサが無事に救出されたため、積極的に踏(ふ)み込んでいた。

			　コテツも、援護せねばなるまい。

			「では行くか――」

			　

			　――やきもきしていた。

			　今、隣にいる男に、クラリッサはずっと、そんな気持ちを抱いていたのだ。

			　ソムニウムのＳＨ乗りなら誰でも憧(あこが)れるエトランジェ。異世界から呼び出されたのは、死んだような目の男だった。

			　しかして、その男、ＳＨ乗りの憧(あこが)れは。大勢の期待と羨望を胸にやってきた彼は――、弱かった。

			　だが、そんなことは構わないのだ。最初は誰だって弱い。クラリッサだってそうだった。

			　問題なのは、強くなろうとしなかったこと。

			　まるで何もかも諦(あきら)めたようなその目。クラリッサは、嫌な目だと思った。

			　どこか、クラリッサを見る者たちの視線に似ている気がした。

			　同期は、異例の若さで副団長にまで出世したクラリッサを羨(うらや)ましがる。

			『羨(うらや)ましい』『才能がある奴はいいな』『天才は素晴らしい』と。

			（違う、私は努力してきた……）

			　同期の言葉が嫌いだった。

			　クラリッサは、努力しているつもりだった。真面目に訓練し、時には半日以上ＳＨに乗り続けたこともあった。

			　強くなりたくて、ずっと訓練を続けた。だから、クラリッサはそういう目が嫌いだった。

			　羨ましそうに上を見るくせに、そこへ向かおうともしない目。

			　ただ、彼らはそれでも構わないのだ。その目を向けられる方は厄(やつ)介(かい)だが、向ける側としてはまったく問題ない。周りも何も言わないだろう。

			　しかし、コテツはどうだろうか。分かりきっている。コテツは誰かに見られ続ける。

			　そして評価を下される。『今回のエトランジェは役立たずだ』と。

			　ただ、実際にそうなってもコテツは動じなかった。上も見ず、下も見ず、ただ前を見ていた。

			　だが、思う。愉(ゆ)快(かい)なわけがない。その状況が好きなわけがない。

			　だから、やきもきした。苛(いら)々(いら)したのだ。

			　深く考えていたわけではない。悪役になろうだとか、思っていたわけでもない。

			　ただ、クラリッサにとっても、エトランジェは憧(あこが)れだったのだ。

			　だから、弱いうえに上を見ようとしないコテツを、どうにか動かしてやりたいと思ったのだ。

			　この、独(う)活(ど)の大(たい)木(ぼく)を。

			　だが。今、このときを見てみればどうだ。

			（こんな、生き生きとして……）

			　まさに、状況は圧倒的。クラリッサを気遣ってか、機体の動きは酷(ひど)く緩(かん)慢(まん)だ。

			　操縦士を簡単にミンチにする、暴力的な機動力はない。

			　なのに、当たらない。ふらり、ふらりと弾丸を避ける。

			　まるで、幽霊のように。幽(ゆう)鬼(き)のように。

			『ひっ……』

			「手遅れだ」

			　そして、ふらりと接近し、するりと斬る。

			『うわあああああ!!』

			　それだけで、周囲に敵影はいなくなった。今斬ったのが、最後から二番目。

			　そこで、コテツは山の上へと呼びかけた。

			「さて、残りは狙(そ)撃(げき)手(しゆ)、お前だけだが、どうする？」

			　そして、一歩、前に出る。

			　次の瞬間、ディステルガイストが首を逸(そ)らし、そこを弾丸が駆(か)け抜けていく。

			「……面白い」

			　機体が、走り出す。右へ、左へ、避けるたびに弾丸が駆(か)け抜ける。

			（相手も……、上手いですね……！）

			　当たれば、できるだけダメージが大きくなるように相手は撃ってきている。

			　対するコテツは。

			（楽しそう……）

			　いつもと同じ仏(ぶつ)頂(ちよう)面(づら)が、どこか楽しそうだった。そして、そんなとき、声が響いてくる。

			　相手の、狙(そ)撃(げき)主の声だ。

			『あー、くそ、アンタ上手いな』

			「お互い様だ」

			『ひょいひょい避けてくるような奴に、言われたかぁ、ないね』

			　軽そうな、男の声だった。まるで、苦笑しているかのような。

			　二人とも、妙技を披(ひ)露(ろう)したままだというのに、妙に軽い。そして、走る足が唐(とう)突(とつ)に速度を落とす。

			「さて、着くぞ」

			　冷たく響いた声に、やっぱり返ってきたのは軽(けい)薄(はく)な声だった。

			『知ってる』

			　瞬間、緑の機体が山の木々の中から身を現した。

			　緑のシートがはらりと落ちたところを見るに、シートを被ってうつ伏(ぶ)せに隠れていたのだ。

			　そして、起きるなり、緑の機体は逆手に持ったナイフをディステルガイストへと振るう。

			『行くぜっ、こっちも負けられねーんでね！』

			「あざみ、あの機体はいったいなんだか分かるか」

			「私にも分かりません。ただ、どうも接近戦用のカスタマイズを受けた機体のようです。気をつけて」

			「分かった」

			　会話をしながらコテツが刀でナイフを弾くと、すぐに相手は拳(こぶし)を戻して今一度、刃を放つ。

			　また受ける。放つ、受ける。

			　高速の連打と、防御が始まった。

			「やるな」

			『どーも。アンタ、名前は？』

			「名乗らなければ駄目か？」

			『どういうこったよ』

			「名乗るとか、騎士のそういう感覚には馴(な)染(じ)めん」

			『同感。だけど、アンタの名前は知りたい』

			「コテツ・モチヅキ。これでいいか？」

			『分かった。覚えておく』

			　そこでやっと、ナイフの連打がやんだ……、と、思ったら次は蹴(け)りだ。

			　コテツは横から顔面付近へ迫(せま)る足を、腕を立てて受け止める。

			「……そちらは名乗らないのか」

			『問われて名乗るのもおこがましいが……、アルベール・ドニ。機体はシャルフスマラクト。しがない盗(とう)賊(ぞく)だ』

			　その隙(すき)に、コテツは左手の刀を振り下ろす。即座に、アルベールは機体を後ろに引いた。

			「いい腕だ。騎士になろうとは？」

			『憧(あこが)れたこともあったがね。俺にゃ馴(な)染(じ)めねぇや。魔術も使えねぇしな』

			「それで、山(さん)賊(ぞく)に？」

			　振られる刃を、アルベールはダッキングを用いてかわす。

			『そんなわけないだろ。俺とて元冒険者だぜ』

			「ならなぜ？」

			　今度はアルベールがナイフを振るい、コテツは二歩下がって間合いの外に出る。

			『昔、仲間と一緒にとある依頼を受けてな。ボコボコにのされて打ち捨てられたのさ。そのまま死ぬはずだったが、救助され俺はこうして生きてる……、っつうわけだっ』

			　さらに踏(ふ)み込み。逆手持ちから順手に変わり、鋭い突き。コテツは身を半身にして回避。

			「その救助者が山(さん)賊(ぞく)だったのか」

			『いや。俺を助けたのは、なんの変(へん)哲(てつ)もない村の奴らだった。村のガキが俺を見つけて、だ。そのとき俺たちは冒険者をやめて、その村で生きることを決めた』

			「ふむ」

			『問題は、そのあとその村が焼けたことさ。突然、盗(とう)賊(ぞく)がやってきて、村はどうしようもなくなった、村民は困るよな。隣村に助けを求めてみたが、結局受け入れる余裕はない。そうなりゃ、生き残りは野となれ山となれ、だ』

			　ナイフを刀で受け止めつつ、コテツは呟(つぶや)いた。

			「ただの村民が山(さん)賊(ぞく)に、か」

			『俺たち救われた冒険者が盗(とう)賊(ぞく)をどうにか追い返したのが、生き残りの多さに繋(つな)がったが、その生き残りの多さが、隣村に受け入れてもらえないという結果に繋(つな)がったわけだ。残念だ』

			　クラリッサとしては、聞いてて耳が痛い問題だ。

			　盗(とう)賊(ぞく)の退治も、その後の被害の責任も、国の管(かん)轄(かつ)である。

			　誰が怠(たい)慢(まん)だったのか。地方領主かもしれないし、クラリッサだったのかもしれないし、もっと別の誰かかもしれない。

			　顔をしかめてみるが、状況はどうあっても変わらない。ただ、クラリッサは黙(だま)って苦虫を噛(か)み潰したような顔をする。

			「なるほど、だいたい分かった」

			『幸いだったのは、俺たち救助された冒険者がいたことだろ。皆ＳＨ持ちだ。だから山(さん)賊(ぞく)をやってられる』

			（なるほど、それでこれだけの数を揃(そろ)えて策を用いるのですね……！）

			　と、そこでクラリッサはやっと納得した。

			　やけにＳＨが多いことと、盗(とう)賊(ぞく)や山(さん)賊(ぞく)にしては高度な戦術を用いることに。

			　大半が元冒険者で構成されているなら、こういった戦術を取ることもありえる。

			『あー、くそ……、上手いなアンタ。だが、俺も負けらんねぇ。行くぜ!!』

			　振るわれる拳(こぶし)。煌(きらめ)く刃。

			「甘いっ」

			　打ち返す刀。

			　ナイフと刀は刀が勝った。刀が相手のナイフを捉(とら)え、弾く。

			　ナイフが手を離れ、後方へと飛んでいった。

			（やった……！）

			　クラリッサがそう思ったのも束(つか)の間。

			「罠(わな)か……！」

			　ナイフを弾いたというのに、拳(こぶし)はそのまま迫(せま)ってきているではないか！

			『キマった!!』

			　拳(こぶし)は刀の刃を捉(とら)えた。

			（弾かれる！　そしたら、体勢が崩れて無防備に――）

			　そんな中、クラリッサはコテツが操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握る手を緩(ゆる)めたのが、見えた。

			　弾き飛ばされる刀。だが、ディステルガイストはそのまま拳(こぶし)を振るうことに成功していた。

			『んなっ！』

			　相手が、前のめりになりながら避ける。そして、二機は、大きく距離を取った。

			『……やるねぇ。楽しいよ、アンタ』

			「気が合うな――」

		

	
		
			20　意地

			　

			「行くぞ」

			　ディステルガイストが、バインダーから射出されたハンドガンを手に取ると、おもむろに引き金を引く。

			『んな、あからさまに当たるかよ！』

			　アルベールのシャルフスマラクトが、横っ飛びになりながら、両手の銃を撃ち返す。

			　コテツは、半身になって銃弾をかわしながら前へと出た。

			　そして、シャルフスマラクトが避けた方向へ先んじて銃弾を放つ。

			『っぶねぇなっと！』

			　着地と同時に、シャルフスマラクトは転がってことなきを得る。

			「避けてくるか」

			　呟(つぶや)いた瞬間、シャルフスマラクトが両手の銃を投げ捨て、前へと走り出た。

			　コテツは銃で迎(げい)撃(げき)。

			　潜るようなダッキングで、シャルフスマラクトがかわす。

			『貰ったッ！』

			　放たれた左拳(こぶし)を、ディステルガイストの右掌が受けた。

			　そして、今度はディステルガイストが左手で殴り返す。

			『させねぇよ』

			　同じように、シャルフスマラクトが受ける。

			　互角、そして膠(こう)着(ちやく)。

			　で、あるかに見えた。

			「あざみ」

			「はい！」

			　ディステルガイストのバインダーが開く。

			　瞬間、そこから直に刃を向けたナイフが射出された。

			『うぉあ!?』

			　すぐさま、アルベールは手を離し、機体の身を反らせ、それを回避する。

			「これもかわすか」

			『あぶねぇな！』

			　シャルフスマラクトが後ろへと跳(と)び、ディステルガイストと距離を取る。

			「……いいのか？」

			『何が……、って』

			　コテツの声とともに、操縦席の警告が目に入ったのだろう。

			　シャルフスマラクトの頭部が動き、ツインアイのカメラが、自らの腰元を見つめた。

			『ハンドグレネードの安全ピンを抜かれた!?』

			　腰にぶら下げられたハンドグレネードのピンは、先ほど射出したナイフで抜かれていた。

			　信管が起動。爆発まで、十秒もない。

			『ああくそ!!』

			　即座に腰元のハンドグレネードを乱暴に掴(つか)むと、シャルフスマラクトはそれを投(とう)擲(てき)した。

			　コテツがそれの下部を撃ち抜き、ハンドグレネードは弾かれるように天へと舞い上がり、爆発した。

			　二機に挟まれるようにそれは中間地点で爆発し、爆風が機体を撫(な)ぜる。

			「いい反応だな」

			『そりゃどーも……！』

			「あれも凌(しの)いでくるとはな」

			　コテツが、何でもなさそうに呟(つぶや)いた。

			「面白い相手だ」

			　彼は、アルベールをそう評した。

			　そして、そんなアルベールに向かって、コテツは問う。

			「一つ、賭(か)けをしないか」

			『……賭(か)けだ？』

			「こちらの機体出力をそちらに合わせてやる。俺が勝ったら、抵抗せずに連行されるよう、仲間全員に君が説得して回れ」

			『俺が勝ったら？』

			「見逃してやる」

			　コテツは、背後のクラリッサになんと言われるか少し不安ではあったが、彼女は何も言わなかった。

			　コテツにすべて任せる、ということだろうか。

			『まあ……、受けるしかねぇよな。この状況じゃ』

			「了解。ではあざみ、出力を七十％落とせ」

			「……そんなに下げていいんですか？」

			「構わん」

			　驚くあざみだったが、取り付く島もないコテツの言葉に、なぜか笑い始めた。

			「ふ、ふふ、そうですか」

			「駄目か？」

			「いいえ。それでも、勝つんでしょう？」

			　コテツは答えない。答えるまでもないことだ。

			「ああ、ふふ、そうですか。ふふ、はい。私のパートナーは我(わが)侭(まま)ですね。ですが。私のパートナーとしては素敵な我(わが)侭(まま)です」

			『出力低下』

			　機械音声が響き、機体ステータスを現す腕の文字が【Power Down】に切り替わる。

			「悪いがクラリッサ、君にも少し付き合ってもらうぞ」

			「今さら、降りろと言われても、降りるつもりはありません」

			「そうか。すまんな」

			「謝るんじゃありません。男ならしゃきっとなさい」

			　そして彼女は、不器用そうに微笑(ほほえ)んだ。

			「負けたら承知しませんよ」

			「ああ」

			『出力七十％低下とか聞こえてきてんだが、さすがにそりゃ、舐めすぎじゃないかい？』

			　通信の向こうから、少し苛(いら)立(だ)ったような声が届く。

			　コテツは眉一つ動かさない。

			「もっと下げた方がいいか」

			『……そこまで言われちゃ、勝つしかねぇな』

			「やってみろ」

			　深緑の機体が、拳(こぶし)を構える。

			　対するディステルガイストの腕の文字が、再び切り替わった。

			　描かれた文字は。右腕に『――Let's』。左腕に『Rock!!』。

			「今回は、こっちの方が粋ですよね？　ノリノリで行きましょう!!」

			『じゃあ飛ばしていくぜ？』

			　敵に出力を合わせた今、基本的な性能はおおむね同じ。

			『出力を合わせてくれたっつーことは、条件は一緒ってこったな』

			「ああ、そうだ。つまり勝敗は」

			　そして、二人の声が重なる。

			『「――操縦士の腕次第」』

			　

			「楽しそうですね、ご主人様」

			「ユニークな相手だ」

			　アルベールの放つ銃弾をかわしつつ、コテツは言う。

			「技術に切れ目がない」

			　銃弾の雨が落ち着いたと思った瞬間、拳(こぶし)が迫(せま)っている。

			　半身になって避ければ、その勢いを追うように、回し蹴(げ)りが迫(せま)った。

			　その回し蹴(げ)りを、ディステルガイストが腕で止める。すると、今度は飛び跳ねるように後ろに下がる。

			　そして、先ほどまでシャルフスマラクトがいた地面にはしっかりと、ハンドグレネードの置き土産があった。

			「器用だな」

			　言いつつ、ディステルガイストが前に出た。

			　背後で爆発。

			『やったか!?』

			「いや甘い」

			　ディステルガイストは前に出て、殺(さつ)傷(しよう)能力の有効範囲から抜け出ていた。背中で受けたのは爆風のみ。むしろ、それを利用して、ディステルガイストはシャルフスマラクトの前に躍(おど)り出る。

			　その勢いのままの回し蹴(げ)り。

			　だが、腕で止められる。

			『甘ぇ!!』

			　胴に拳(こぶし)が迫(せま)る。

			「……甘い」

			　コテツは迫(せま)る腕を掴(つか)むと同時に、抱え込まれていた足にさらに力を入れ、投げる。

			『おわっとと、地面はどこだ？』

			「下だ」

			『そりゃそうだ』

			　自らあえて飛ばされることで、横に一回転しながらも、アルベールは手を突いて着地。

			　そして、逆立ちのような体勢から鋭い蹴(け)りが放たれた。

			「む……！」

			　そのまま、腕で飛び上がり、一撃、二撃と蹴(け)りが放たれる。

			　それをディステルガイストが肘で受ける。

			　まるでカポエィラのようだ。あらゆる体勢から、アルベールは鋭い足技を放ってくる。

			　だが、コテツの顔に焦(あせ)りはない。

			「鋭い。だが、それだけだ」

			　身を反らして、避ける。

			『手厳しいねぇ。そいやっと！』

			　アルベールはさらに、蹴(け)り出した足を地面について、低く深い踏(ふ)み込み。掌(しよう)底(てい)。

			　その掌(てのひら)に向かって、コテツは拳(こぶし)を突き出した。拳(こぶし)が、掌(てのひら)を弾く。

			　シャルフスマラクトが半歩引いた。

			　――双方、至近距離。

			『ォおおおおおおおぉおおおおおおおッ!!』

			　緑の拳(こぶし)が煌(きらめ)いた。瞬間、拳(こぶし)と拳(こぶし)が打ち合い、離れる。

			「まだだなっ……」

			『お互い様だッ！』

			　今一度、もう一方の拳(こぶし)が重なり、離れる。

			『さらに！』

			「……見えている」

			　拳(こぶし)がかち合う。そして離れる。

			『ま、だ、まぁ、だぁあ!!』

			「……!!」

			　殴る、離れる。ただひたすらに、繰り返す。

			　拳(こぶし)で拳(こぶし)を打ち落とし合い、打ち落とされた拳(こぶし)をまた放つ。

			　壮(そう)絶(ぜつ)な打ち合い。

			『おぉおおおおおおおああああああッ!!』

			　それは最後に―。

			　――緑の拳(こぶし)が抜けた。

			『俺は！　恩(おん)を、返すッ!!』

			　迫(せま)りくる拳(こぶし)。

			　このまま行けば、機体の頭部に直撃する。

			　はたしてどれほどのダメージがあるかは分からないが、相手の渾(こん)身(しん)の拳(こぶし)だろう。無傷とはいくまい。

			（羨(うらや)ましいことだ）

			　そんな中、すべてがスローモーションに見える世界で、コテツはふと、考えた。

			　今、目の前にいる彼は、酷(ひど)く真っ直ぐだ。

			　だから、強い。

			　この瞬間にすべてが懸(か)かっている。だからこそ、すさまじい力を発揮する。

			　コテツはどうだろうか。

			（比べるべくもないか）

			　ただ、コテツはぽつりと呟(つぶや)いた。

			「――だが、負けるつもりはない」

			　

			　アルベール・ドニ。

			　金の長髪に、碧(あお)い瞳(ひとみ)。軽(けい)薄(はく)そうな顔。着古した、迷(めい)彩(さい)服。

			　これでも、昔は真面目に騎士を目指していた男だ。

			　それが無理だと悟ってからは冒険者に転向。そして、山(さん)賊(ぞく)という数奇な運命をたどった。

			　騎士を断念せざるを得なかったアルベールだが、しかし、魔術は使えない分、別の分野を限界まで鍛(きた)え上げ、練(ね)り上げた。

			　自分でも、ひとかどのものだと自任している。対する相手は、どこかおかしかった。

			（ありえねー、ありえねーってこりゃ）

			　なぜなら、最初のナイフをあえて弾き飛ばされての一撃。

			　アレは必殺のはずだったのだ。あえて抵抗なくナイフを弾き飛ばされて、そのまま刀に拳(こぶし)を入れる。

			　そして、体勢が崩れたら追撃だ。あとは反撃の隙(すき)も与えない。

			（だが、アイツはそれを回避した……！）

			　彼もまた、意(い)趣(しゆ)返(がえ)しのようにあえて自分から刀を手放した。結果、無様に体勢を崩されるどころか、反撃を放ってきた。

			　そして、このラッシュ。相手の技量はすさまじかった。

			（すげぇよ、そりゃ。拳(こぶし)での接近戦仕様じゃねぇーんだろ？　なのに、拳(けん)闘(とう)仕様のシャルフスマラクトに付いてくる……）

			　わざわざ、拳(こぶし)で拳(こぶし)を打ち落としてくる。

			（ああ、すげぇ。そう、十分アンタは頑張ったともさ。だがね、機体の仕様はガチだよ。出力を下げてなけりゃ、これで俺に負けることもなかったかもしれんけど）

			　あくまで正々堂々とやってきた相手に敬意を払い、アルベールは拳(こぶし)を振るう。

			　そして。

			（ありえねー……、ありえねーよなぁ、こりゃあよっ）

			　勝った、と思ったのだ。勝利を確信していたのだ。渾(こん)身(しん)の拳(こぶし)は突き抜けたはずなのだ。

			（あーあ。互角かと思ったんだが、あちらさんの方が何枚も上手だった。もっと出力下げてもらっときゃよかったかねぇ……。あー、クソ）

			　ラッシュに競り勝ち、その拳(こぶし)は相手に直撃するはずだったのだ。

			　確かに、最大の拳(こぶし)がヒットしたと、思ったのだ。

			　だというのに。

			（なんで俺が殴られてるんだっ!!）

			　避けられた。土(ど)壇(たん)場(ば)で、首を反らされた。一寸もない距離で。

			（ありえねぇ！　あの戦いの中で避ける余裕なんて、どこにあった!!　どうやったらアレを避けられる!?　まるで、まるで分かってたみてぇに!!）

			　そして、潜り込むような拳(こぶし)が、直撃した。大きく、後ろに飛ばされる。

			「ぐおおおぉおおおッ！」

			　必死でアルベールは機体を操作した。

			　倒れたら終わる。そこで終わる。

			「転ぶなよぉおおおお!?」

			　祈(いの)りは届いた。大きく背後に滑(すべ)りながら、シャルフスマラクトは立っている。

			　だがしかし。しかし、自(じ)嘲(ちよう)気味に、アルベールは笑う。

			「あーくそ。乱暴なノックだなぁ……。死神さんはよ」

			　すでに、眼前にそれはいた。煌(こう)々(こう)と赤く目を輝(かがや)かせる、モノクローム。

			　眼前に立つ、死神。

			「イカレてる……、いや。――最高にイカしてるぜ、アンタ」

			『――終わりだ』

			　瞬間。

			　アルベールの体を衝(しよう)撃(げき)が貫いた――。

			（これで、よかったんっ、かねぇ……？　どうせこんなこと、続けられるわけもねーしさ……）

			　緑の機体が、立ち上がることはなかった。

		

	
		
			21　剣(けん)戟(げき)長閑(のどか)

			　

			「……よくやったわ、コテツ」

			「ああ」

			　王女の執(しつ)務(む)室。今日も王都は長閑(のどか)である。

			「山(さん)賊(ぞく)の捕(ほ)縛(ばく)、お疲れ様。何か欲しいものはあるかしら？」

			「報酬ならすでにもらったが」

			　もらったのはそれなりの額だ。相手が相手だけに、そこそこの金額はもらえた。

			　だが、王女は首を横に振った。

			「素晴らしいのは、騎士団副団長の態度を変えたことだわ。渋々ながら、彼女があなたを認めざるをえない、というニュアンスの言葉を謁(えつ)見(けん)の間で言ったおかげで、予想以上の効果が出たわ」

			「そうか」

			　盗(とう)賊(ぞく)の討(とう)伐(ばつ)が終わって以来、別にクラリッサの態度が変わることもなかったが、それでもコテツの一端は認めてくれたということか。

			「それで、成果に見合った褒(ほう)美(び)をあげると言ってるの」

			「なるほど……」

			「何かないのかしら？」

			　問われ、コテツは少しの思考のあと、答えた。

			「そうだな――」

			　

			　去っていくコテツの背を見送って、ふとアマルベルガは呟(つぶや)いた。

			「行ったわね」

			「……お呼びですか？」

			　それと同時に、入れ替わるようにシャルロッテが部屋へと入ってきた。

			「欲(よく)がないのも、困りものだわ」

			「コテツ、ですか」

			「彼に初めて会ったとき、私は彼になんて聞いたと思う？」

			　シャルロッテが首をかしげ、アマルベルガは続ける。

			「富と権力と名(めい)誉(よ)。それに女でもいい。あなたは何がいい？　そう聞いたのよ」

			「答えは？」

			「……どうでもいい、よ」

			「……コテツの言いそうなことです」

			　同時に、彼女は溜(ため)息(いき)を吐(つ)いた。

			「先代ほどお人(ひと)好(よ)しでもなければ、先々代ほど女好きでもなく」

			「強(ごう)欲(よく)でもなければ、名(めい)誉(よ)も欲しがらないですか？」

			「そういうの、扱い難いわ」

			　そう言って、もう一度溜(ため)息(いき)を吐(つ)く。

			「悪人でないだけ、マシでしょう」

			「悪人の方が扱いやすいこともあるわ」

			「ところで、コテツは一体何を望んだのですか？　今回の件は」

			「彼が望んだのは――」

			　

			「衛兵に、こっち行けって言われたんだけど、アンタ誰よ？」

			　長い金の髪に、軽(けい)薄(はく)そうな顔。アルベール・ドニは、無造作にコテツの部屋に入ってきた。

			「コテツ・モチヅキだ」

			　部屋の椅子に座っていたコテツが立ち上がるなりそう言うと、アルベールは表情を変えた。

			「アンタが……。そうだな、声に聞き覚えがある。で、俺に何か用かな？」

			　一瞬、こわばったような、驚いたような顔をしていたが、努めて軽(けい)薄(はく)に、彼は聞く。

			　コテツは、単刀直入に、言った。

			「国のために働け、と言ったら君はどうする？」

			　今度こそ、アルベールの顔が驚(きよう)愕(がく)に染まる。そう。今回の件でコテツが要求したのは、アルベールだ。

			　エトランジェは、権力や階級から乖(かい)離(り)したところに存在する。究極なところ、極限に一人だ。

			（面倒ごとを押し付けたいだけ……、とも言うが）

			　それゆえの面倒を、軽減したいのだ。なにせ、コテツとその他の部隊では摩(ま)擦(さつ)が起こりやすい。意思伝達も得意分野とは言いがたい。

			　となれば、間にワンクッション置きたいものだ。

			　まあ、つまり。自由にやるために、面倒ごとを押し付ける人(ひと)身(み)御(ご)供(くう)が欲しいだけだ。

			　今回の件で悟ったことでもある。一人で何かするのは限界があるし、しっかりと話を聞く仲間は重要だ。

			　ただし、注意点もある。権力と階級から乖(かい)離(り)しているために、勢力が増加すると、国の各勢力から危険視されることとなるのだ。

			　他のどの権力とも結びつかず、王女の命令によって動くエトランジェの持つ勢力は、まったく新しい勢力になりかねない。

			　そのため、あまり人数は増やせない。ならば質だ。そして、今のところコテツが知る、質を持ちながらもフリーなのは、アルベールだけ。

			　だから、コテツは彼の身柄を王女へ要求した。

			「……報酬は？」

			「幾らかの金と、――山(さん)賊(ぞく)団全員の命だ」

			「ッ……!!」

			　アルベールの顔が強張る。

			「マジかよ……！　俺がアンタの下僕にでもなりゃ、皆助かるってのか！」

			「まあ、つまりそうだ」

			　コテツは否定しなかった。どうでもよさそうに、頷(うなず)く。

			「どうする？」

			　諦(あきら)めたように、アルベールは笑った。

			「やるよ。他に選択肢もねーって」

			「そうか」

			　それだけ聞いて、コテツは立ち上がった。

			「どこに行くんだ？」

			「話が纏(まと)まったことを王女に報告に行く」

			「……そーかい」

			　部屋を出て行くコテツ。その背に、今一度声がかかる。

			「なあ……、でもさ。アンタは俺たちのやったことをどう思ってるんだ？」

			「知らん」

			「知らんって……」

			「この国の法に照らし合わせれば、罪だろう」

			「そうじゃなくてさぁ……。わりと悪いことやってるわけよ。あんまり殺しはしたがらなかったし、してないけれど、食い物奪ったあとのことなんて知らねぇ。商人なら路頭に迷ったかもな。で、そんな俺たちにアンタは立ち塞がり、そして今度は救おうとしてやがる。正直、意味が分からねぇ。いったいなんでだ。なんで俺たちの前に立ちはだかった。そしてそのあと、なんで俺たちを救おうとしているんだ」

			　振り返ったコテツを、アルベールは真意を問うように真っ直ぐに見つめた。

			　そんな彼を見つめ返して、コテツは言った。

			「特に、理由もなく。信念もなく。ただ、任務だから君たちを踏(ふ)み潰した。と言ったら俺を恨(うら)むか」

			「……いや。結局、アンタが強かった。それだけの話だ。俺たちが、理由もなく踏(ふ)み潰されるに足るくらい、弱かっただけだ」

			　苦虫を噛(か)み潰したような顔で、彼はそう吐(は)き出した。

			「ただ、結局、俺たちの命は王女の掌(てのひら)の上ってだけのことさな」

			　やるせなさと自らに感じる不(ふ)甲(が)斐(い)なさが、入り混じった声だった。

			「救ったのもなんとなくだ。実際救ったつもりもない。利用価値があると思ったまでの話だ」

			「いやもう、煮るなり焼くなり好きにしなよ」

			　投げやりに呟(つぶや)かれた言葉。憮(ぶ)然(ぜん)として放たれた言葉には、諦(てい)観(かん)が強く滲(にじ)む。

			　あくまで硬い声で、コテツは返した。

			「……だが、一つだけ約束してもいい」

			　眉一つ動かさず、表情一つ変えずに、コテツは言う。

			「約定を違(たが)えていないにもかかわらず、もしも君の仲間を処刑した場合。俺が責任を持って王女を握りつぶす」

			「……マジ？」

			　アルベールが、驚いた顔をした。

			「本気だ」

			「クールだ。面白いこと言うね、アンタ」

			「君を倒したのは任務だが、君を使うのは俺の意思だ」

			　彼を使おうと思った理由は、おおむね先ほどのとおり、使いでがありそうだからだ。

			　それとともに、少しだけ、殺すには惜しいと思った。

			「相手は王女だぜ？」

			「関係ないな」

			　彼との戦いは、前の世界を思い出せて、少しだけ嬉(うれ)しかったのだ。

			「マジか……」

			　これだけは、王女も何も関係ない。コテツが望んだ状況だ。

			「これから俺は、先ほど言った理由や信念の類を探すつもりだ」

			　期せずして、コテツは異世界に来た。

			　望んだわけではない。ただの事故に過ぎない。

			　だからこそ、何もかもなくしてしまった。

			（俺も、変わらなければならないのだろう）

			　それでも、生きている。望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)は生きている。

			　ゆえに、何かしなければならないと、漠(ばく)然(ぜん)と思う。

			　ただただ、このまま壊(え)死(し)するように、錆(さ)び付くように風化し、朽(く)ちていく。

			　それを是としたくないと、心の中で思っている。

			　がらんどうだと思っていた、燃え尽きた胸の裡(うち)に、まだ火種が残っているようなのだ。

			「君にも、付き合ってもらうぞ」

			　呟(つぶや)いた言葉に、返事はない。コテツは、黙(だま)って廊下を歩き始める。

			　だが、数歩歩いたところで、彼は唐(とう)突(とつ)に背中を叩かれた。

			　振り向くと、そこではアルベールが笑っていた。

			「悪くねぇかな。面白いよ、アンタ。強くて、わりに迷(まい)子(ご)で、無気力な癖(くせ)に、果断で過激だ。ユニークだ」

			「そうか」

			「手伝ってやるよ、その探し物」

			　馴(な)れ馴(な)れしく、アルベールはコテツと肩を組んだ。コテツは、表情一つ変えずに返す。

			「助かる」

			　

			　二人の男が、王城の廊下を歩いている。

			「ところで、俺の仲間は……」

			「誰も殺してはいない。少なくとも構成員三十七人はすべて捕(ほ)縛(ばく)された。あまりに潔(いさぎよ)く聞き分けがいいものだから、連れて帰るのに苦労したぞ」

			「おお、サンキュ。さすがダンナだぜ」

			　馴(な)れ馴(な)れしく、彼は言った。

			「……なんだ、そのダンナという呼称は」

			「雇い主だろ？　なんとか様っつうのは柄(がら)じゃねぇし、雇い主を呼び捨てるのもアレだろ。だからダンナ」

			「……そうか」

			「俺のことは、相(あい)棒(ぼう)って呼んでくれてもいいんだぜー？」

			「押しかけ相(あい)棒(ぼう)は間に合っている」

			　誰かの顔を思い出してコテツは呟(つぶや)いた。

			　不意に、アルベールが神妙な顔をする。

			「ダンナ」

			「なんだ」

			「――サンキュ。あと、失礼な態度を取って悪かった」

			「……なんのことだ」

			　ぴたり、とコテツが足を止めた。その背中へ向かって、アルベールが言う。

			「俺たちの、命の恩(おん)人(じん)だろ」

			「顎(あご)でこき使いたいだけだ」

			　本気か、照れ隠しか、コテツが呟(つぶや)いた。

			「へいへーい、了解ですよっと、ダンナ」

			　自分のペースで歩き出すコテツを追って、アルベールが早足で歩き出した。

			　

			　そして、今日も荒野には剣(けん)戟(げき)が響いている。

			『遅いですよ！　コテツ・モチヅキ！』

			「……いつも通りだ」

			『本気を出しなさい!!』

			「本気を出さずに勝つための訓練だろう。これは」

			　赤の機体と青の機体が交わり、そして離れる。

			『う、うるさいですね！　黙(だま)りなさい!!』

			「……」

			『なんとか言ったらどうですか！』

			「どっちなんだ」

			『好きになさい!!』

			「そうか。ではそう言えばなんだが……」

			『……なんですか』

			　細かく後ろへと跳(と)んで距離を稼(かせ)ぎながら、コテツは呟(つぶや)く。

			「俺を擁(よう)護(ご)する発言をしてくれたらしいな」

			　すると、コックピットの向こうから、やけに分かりやすい動揺が返ってきた。

			『だ、誰から聞きましたかそれを！』

			「王女から」

			『……な、なんですか、笑いに来たんですか……？』

			「……いや、ありがとう」

			『……えっと。は、反応に困ることを言わないでくれますか！』

			「……了解」

			『ば、馬(ば)鹿(か)にして!!』

			「していない」

			『してます!!』

			「していない」

			　呟(つぶや)きつつ、迫(せま)る大剣をコテツは受け流す。

			『さあ！　馬(ば)鹿(か)なことを言ってないで訓練を続けます!!　あなたは、この私がどこに出しても恥ずかしくないように鍛(きた)えてあげますから！　コテツ!!』

			　ひたすらにクラリッサが攻め、コテツが受け流す。

			「――了解」

			　それはまるで、今の会話の縮図のようだった。

			　だが、どこか楽しげに――。

			　

			　今日も王都は長閑(のどか)である。

		

	
		
			22　とある訓練風景

			　

			「ダンナー、ダンナァー」

			「なんだ」

			「聞きたいんだけどさ、ダンナ的にはどっちが本命なんよ？　狐(きつね)耳のあの子と、黒髪のあの子」

			　荒野に男二人座り込んで、言葉を交わす。

			　左右には、水色のコテツのアインスと、緑のシャルフスマラクト。

			「本命も何もあったものか」

			「ダンナは硬(こう)派(は)っつーか、トーヘンボクって言うかだねぇ。俺ならあんな可愛(かわい)い女の子、二秒で結婚してくれって言うけど」

			「一緒にしないでくれ」

			「結局、ダンナとしてはどう思ってんのよ。リーゼちゃんはまあ、普通かもしんないけど、あざみんはもうスキスキオーラ全開だぜ？」

			　下世話な男の会話である。

			　だが、肩(かた)肘(ひじ)を張る必要のない分、コテツにとって気楽でもあった。

			「分からん」

			「分からんって、ダンナ……」

			「今のところ、特にどちらが好きということはない」

			「重症だ……」

			　他者とのコミュニケーションすら希(き)薄(はく)だったコテツにとって、そもそも二人との関係は恋愛以前の問題である。

			　そんな、よく分からない状況で答えを出すのは、あざみにとっても失礼だ。

			「好きになる気はあんの？」

			「彼女がそれを求めるなら、努力はしよう」

			「努力でどうにかなんの？」

			「……わからん」

			　他に言いようもない。それこそいつもの善(ぜん)処(しよ)する、だ。

			（それに、彼女が惚(ほ)れたのは俺ではなく、俺の操縦手腕かもしれん）

			　そして、そういう思いもある。腕のいい主(マスター)を得て、浮かれているだけではあるまいか、と。

			（時間が経てば、答えは出る。それまでは何もできまい）

			　そんなコテツに、アルベールは大きく溜(ため)息(いき)を吐(つ)いた。

			「重症だねぇ……、ダンナァ」

			「それに、今は自分のことでも精一杯だ」

			「つまり、ダンナが恋愛するにゃ、結構な時間がいるってことだな？」

			　そう、コテツは思う。自分が関わるにしても、このような生きる理由も目的もない、地に足の着かない男でいいのだろうかと。

			「まあでも、ダンナ。多分だけど、腕も確かでエトランジェとくりゃ、いろいろ女の子が寄ってくるだろーよ。しかも、金くせぇ、お嬢様がよ。そしてその背後には父親の影、だ」

			「面倒だな……」

			「ああ、でも、覚悟は決めといてくれよ。ダンナはそういう立場なんだ。政治的な世界にも立ってるんだよ」

			　それだけ言うと、アルベールは立ち上がった。

			「そいじゃ、俺は帰るよ。ダンナは残るんだろ？」

			「ああ」

			「んじゃ。さて、気張ってダンナの生きる理由を探さねーとな。女の子のためにっ」

			「面白がってるだろう……、アル」

			「おうよ！　ダンナ、モテそうだし。それと、アレだ」

			「なんだ」

			「恋愛って、理屈じゃねぇよ？　ダンナ」

			　そう言って機体の方に歩いていくアルベールを、コテツは見送ったのだった。

			　

			『コテツ！　何をふにゃふにゃしているのです!!』

			　クラリッサの、罵(ば)声(せい)が飛ぶ。

			「そんなつもりはないのだが」

			『その返答がふにゃふにゃなんです！　改めなさい!!』

			　練兵場。

			　青の機体が紅(くれない)の機体と打ち合う。

			　アルベールとの訓練から継続して、今度はクラリッサとだ。

			『ところであなた。私の知らないところでブランサンジュを倒していたそうですね……』

			「ああ」

			『……』

			　と、そこでクラリッサは突(とつ)如(じよ)、黙(だま)り込んだ。

			　コテツは、疑問に思いつつも、機体の操作を続ける。

			　そして、不意に、ぽつりとクラリッサは呟(つぶや)いた。

			『……あなたにしては、上出来です』

			　照れたような声音。

			　彼女らしくもない。

			「ああ、ありがとう……？」

			　思わず、コテツは疑問系で返事を返していた。

			　すると、クラリッサは怒ったように怒(ど)声(せい)を上げる。

			『なぜ疑問系ですか！　私が褒(ほ)めてるんですから、素直に喜べばいいんです!!　素直じゃありませんね……！』

			（その台詞(せりふ)、君に返したい）

			　腹(はら)に思うことを抱えつつも、コテツはクラリッサの大剣を捌(さば)いた。

			『しかし、あなたはブランサンジュに徒手でダメージを負わせたそうですが……』

			「ああ」

			　当然のように、ただ事実へ頷(うなず)くコテツだったが、帰ってきたのは呆(あき)れたような声。

			『馬(ば)鹿(か)ですか。どうやったらそんなふうに育つのでしょうね？』

			「脳に負荷を与え続けることにより、脳が異常発達するらしい。そして、Ｇによる負荷に慣れれば、体は強(きよう)靭(じん)になっていく」

			　医者からの又聞きをコテツは話し、クラリッサは首をかしげた。

			『脳の異常発達……？』

			「殺人マシーンに乗り続ければ、人間をやめる、という話だ」

			『コテツは人間ですけど？』

			　当然のように、彼女は言う。

			　だが、コテツは表情一つ変えずに返した。

			「俺の世界では、よく言われたものだ。『エースは人間じゃない。エースは化け物マシンのパーツの一つだ。だから、エースも化け物だ』」

			　コテツの言葉に、また、クラリッサは黙(だま)り込む。

			　先の言葉は、コテツの世界では、エースを表すものとして有名な言葉である。

			　誰が言い始めたか知らないが、今では共通認識だ。

			　しかし。

			『……あなたは人間です』

			　彼女は言った。

			「その根拠は？」

			　問い返すコテツ。

			　モニタの向こうのクラリッサは、真面目な顔をしていた。

			『ありません』

			「む」

			『ありませんが……、私が言うからそうなのです。あなた如(ごと)きでは、人間なのです。コテツ』

			　根拠も証拠も何もあったものではない。

			（俺如(ごと)きでは、か。言ってくれる）

			　クラリッサとしては、らしくもない言葉だった。

			　少し、驚いたと。

			　クラリッサの言葉にも、少しだけ、それが嬉(うれ)しいと思う自分にも。

			「――素敵な根拠だ」

			　返礼代わりに、コテツは強く刃を振り抜いた。

			　操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握り直し、シュティールフランメを見据える。

			　少しだけ、口の端が吊(つ)り上がった気がした。

			『……さあ、行きますよ！』

			　剣(けん)戟(げき)は続く。

			　

			「大分、様になってきましたね。私には到底及びませんがっ」

			「そうだな」

			　訓練を終え、二人、荒野の大地で休(きゆう)憩(けい)を取る。

			　訓練が終わったからといって、はいさよなら、というわけではないのだ。

			　お互い、訓練についての意見交換を行ったり、親(しん)睦(ぼく)を深めたり、それらもまた、重要なことの一つである。

			　そして、そんな中、一つ。

			　コテツはとある質問をすることを、選んだ。

			「クラリッサ」

			「なんです？」

			　水筒から水をカップに入れて飲むクラリッサを見ながら、コテツは言う。

			「君に、恋人はいるのか」

			　彼女はそれを、盛大に噴き出した。

			「ぶふっ!!　こ、コテツ!?　コテツ・モチヅキ!?」

			（どうしたんだ……？　気管にでも入ったのか）

			　オーバーなリアクションに戸(と)惑(まど)いつつも、コテツは口を開く。

			「なんだ」

			「ほ、ほんき？」

			　今度は、舌っ足らずに聞かれる。

			　コテツは、信じられないが――。

			「真面目だ」

			　これでも、本気で真面目なのだ。

			　これでも。

			　先ほどアルベールに言われた言葉を思い出し、年頃の女性を参考にしてみようと思ったのだ。

			　再三言うが、馬(ば)鹿(か)みたいだが本気である。

			「い、いませんけど、それが何か、あなたに関わるのですか!?」

			「ふむ、では、今好きな人間はいるか」

			「こ、コテツ!!　いい加減になさい!!」

			「真面目に聞いている」

			「……う。いませんよ。ちょっと気になる人はいますけどっ……」

			「ふむ、そうか。では、人を好きになったことは……」

			「な、なんでそんなことばっかり聞くんですかぁあああ!!」

			　唐(とう)突(とつ)に振るわれた拳(こぶし)がコテツの頬に突き刺さった。

			　そして、衝(しよう)撃(げき)に戸(と)惑(まど)ううちに、クラリッサは走り去っていく。

			　荒野で一人、コテツは首をかしげていた。

			「……なぜだ」

			　立ち尽くすコテツ。繰り返すが、すべて本気だった。

			　そうして、しばらくの間立ったままでいると、不意に声がかかる。

			「ご主人様ー、お迎えに来ましたよー」

			　コテツを主(マスター)と呼ぶのは一人。あざみだ。

			　にこにこと笑いながら、あざみはコテツの目の前に立っている。

			「あざみか」

			「はい、ついでに、これ」

			　そして、あざみは手に持っていた荷物、バスケットをコテツへと手渡した。

			「リーゼロッテさんのおいしいサンドウィッチです」

			「そうか、ありがとう」

			　座り込み、バスケットを開ける。

			　中には、色とりどりのサンドウィッチが、たくさん詰まっていた。

			　今はちょうど昼時。太陽が真上に見える。

			　空(くう)腹(ふく)でもあった。

			　コテツは、一つサンドウィッチを掴(つか)むと、口の中に入れた。

			「どうです？」

			「美味いな」

			「くう、私の料理で言わせてみたいですね……。要練習です」

			「君は料理はできるのか？」

			　聞くと、あざみはあっけらかんと答えた。

			「できませんよ。だから、練習です」

			「そうか」

			　それは決して悪いことではないだろう。

			　あざみ。エーポスである彼女は、大切に扱われ、さまざまな経験をしてこなかった。

			　それをやり直すのは、今からでも遅くはない。

			（俺は、どうだろうか）

			　コテツはどうか。まだ分からない。

			　ただ、コテツは呟(つぶや)く。

			「あざみ」

			「なんでしょう」

			「……恋愛とは、難しいな」

			「えっと。ご主人様、大丈夫デスカー？」

			　

			〈『異世界エース』②へ続く〉

		

	
		
			番外編　鋼(はがね)の残(ざん)響(きよう)音

			　

			　最前線は、人の出入りが激しい場所だ。そして、そんな最前線で戦い続けた望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)は、様々な人間を見送ってきた。中には、忘れがたい人物もいる。

			「先輩！　私も、先輩みたいなエースになれるでしょうか！」

			　よくそう口にしていた彼女も、その一人だった。彼女の名は、ベル・ウェイライン。新米エースであり、虎(こ)鉄(てつ)の部下であり、弟子でもあった。極めて個性が強く、まともな人間の少ないエースだが、一部、比較的まともに見えるエースには、このように新米エースがつくことがある。

			「……知らん」

			「そうですか！　精(しよう)進(じん)します!!」

			　長い茶の髪を後ろで括(くく)った、小柄な彼女は、とても前向きな女性だった。

			　当時、押されていた地球側としては、新しいエースを逐(ちく)次(じ)戦線に投入する必要があったが、いきなり戦場に放り出して貴重なエースが撃(げき)墜(つい)されるのも問題があり、そのために、新たなエースは問題ないと判断されれば、他のベテランのエースの下で戦うこととなる。

			「それにしても先輩って、格好良いですよね！」

			「知らん」

			　正直なところ、虎(こ)鉄(てつ)は彼女のことが苦手だった。

			『ずっと憧(あこが)れていたんですよ！　瓦(が)礫(れき)の中、一人で見上げたエースの威(い)容(よう)。ずっと、誰が乗ってたんだろうって、思ってました』

			　そんなふうに慕(した)ってくれる彼女が、嫌いというわけではないのだが、ストレートに好意を向けられるのはいささか落ち着かない。

			「はぁ……、でも、この戦争もいつまで続くんでしょうね」

			「さてな。いよいよ戦局は分からなくなってきた」

			「まあ、先輩がいれば勝って終わりですね」

			「買い被りだ」

			「そーでしょうかね。そうそう、言っておきますけど、私の夢、英雄のお嫁(よめ)さんなんですよ。先輩、期待してますからね！」

			「それは耳にタコができる程、聞いたぞ」

			「いい加減、首を縦に振ってくださいよ」

			　その言葉を黙(もく)殺(さつ)し、虎(こ)鉄(てつ)は立ち上がった。

			「……でも、本当に。いつ終わるんでしょうね、これ」

			　エースにあてがわれた更衣室。よく言えばそうなのだが、実情としては、エースに近寄りたくないがために、貸し切りになっているだけだ。

			　部隊の特色によって反応は様々だが、着任したての艦や基地ではよくあることだ。部隊単位どころか、単機で動けるエースの異動は非常に多い。

			「知らんな」

			　更衣室を出て、二人は格(かく)納(のう)庫へ向かう。

			「今は、目の前の戦場に集中しろ」

			　

			　ベルが直属の上司である虎(こ)鉄(てつ)に出会ってから、もう、三か月にもなる。

			　機体を動かし、戦場を駆(か)けながら、ベルは昔に思いを馳(は)せた。

			『おとうさんっ……、おかあさん……!!』

			　彼女は、戦場となった街に住んでいた。避難しようと走る最中、唐(とう)突(とつ)に降り注いだ暴力によって、彼女はすべてを失ってしまった。

			　敵に殺意があったわけではない。ただ、流れ弾が近くの家に当たってしまっただけのこと。それだけで、簡単にベルは家族を失った。一人生き残り、ただ、空を見上げて絶望していた。

			「……懐(なつ)かしいなぁ」

			　細身の青い機体が空中を滑空しながら、アサルトライフルを放っていく。

			　時に上下を逆転させ、時に急激なターンを行ないながら、アクロバットな機動を見せ、ベルは敵機を撃(げき)墜(つい)していった。

			　ブルーバレット。彼女の乗機の名だ。全体的に戦闘機を思い起こさせるデザインで、脚部は戦闘機の翼の様に細い。

			「うん、今日も絶好調！　先輩は褒(ほ)めてくれるかな？」

			　すぐ近くにはいない虎(こ)鉄(てつ)を想う。彼は彼女の憧(あこが)れであり、目標だ。瓦(が)礫(れき)の中でただ空を見上げる幼き日の彼女に敵機が近づき、だが、敵は彼女を見てはいなかったそのとき、今にも踏(ふ)みつぶされんとしたところで現れたのが、当時、最新鋭のエース機であった。

			　そのエース機は簡単にその敵機を排(はい)除(じよ)。そして彼女は、そのエース機と目が合った気がした。

			　以来、魅せられている。あのエース機とパイロットに会いたくて、ベルは軍人になったのだ。それからは、偶(ぐう)然(ぜん)にエース機に乗って生き残り、エースとなり、その権限で当時の戦闘の記録を見ることができた。

			　その記録によれば、投入されたエースは一人。それが、望(もち)月(づき)虎(こ)鉄(てつ)に他ならなかった。

			「さて、お仕事に集中しないとね……！」

			　この戦場にエースは二機。虎(こ)鉄(てつ)とベルだけだ。この二人で、戦線を支えなければならない。

			　虎(こ)鉄(てつ)が飛び回っている間、ここは自分が抑えなければ。

			　勢いはそのままに、着地。地面を削(けず)るかのように、前に滑(すべ)る機体を唐(とう)突(とつ)に跳ねさせる。

			　敵の照準を振り切って、縦に一回転し、抜いたナイフを一(いつ)閃(せん)。

			　また一機、敵が落ちる。

			　ナイフを振った姿勢のまま、逆方向への射撃。三点バーストが正確に敵を撃ち抜く。

			　胸にあるのは、機体との一体感だ。一般機ではこうはいかない。

			　ＤＦ（ディストラクション・フレーム）の操縦は、メインの機械的な操縦とイメージによって動かす、精神接続のサポートというバイナリ方式だ。

			　動作は操(そう)縦(じゆう)桿(かん)などを用いて行い、その動きに近いイメージを操縦者から読み取り、意向を反映させる。

			　それによって、ＤＦの動作の柔軟性は大きく向上している。精神接続のみではないのは、どうしても思考にノイズが入ってしまうためだ。

			　戦闘中、ずっと戦闘動作だけを考えるというのは非常に難しい。意識が少しでも別方向に逸(そ)れれば、誤動作の原因になる。

			　そのため、精神接続は基本的に操縦した内容に近い動作、あるいは反射的な強いイメージによってのみ適用される。

			　だが、そういったことが得意なエースであるベルのブルーバレットは、精神接続の割合、感度を高めてある。

			　もちろん、機械的操縦を要するが、通常の機体よりもずっと、文字通り、思い通りに動かすことができる。

			「っ……、多いなぁ」

			　至近弾を、首を反らしてギリギリで避ける。

			　敵の群はなかなか減ってくれそうもない。

			「負けられないのに……！」

			　そう呟(つぶや)いて、ベルは再びアサルトライフルを敵に向かって構える。

			　これは、決して負けられない戦いだった。

			　一度大きく押し込まれ、地球各地で戦闘を行なっていた当時。

			　反撃の要となる、奪われた前線基地を奪い返すことには成功した。

			　だが、その重要施設を、敵もまた放ってはおかなかった。

			　再度、占領を行なうべく、大挙して押し寄せる敵軍。

			　比すれば自軍は余りに寡(か)兵(へい)。

			　この戦闘の行方は、エースの双(そう)肩(けん)にかかっている。

			「絶望的な戦場……。だからこそエースがいる……！」

			　あの日、あのエースに、ベルは絶望を跳ね返す力強さを見た。

			　それが、今日まで続く彼女のエース像だ。

			「先輩なら……、そうだな。『問題ない』って言って切り抜けるはず……！」

			　問題ない。そう言い聞かせる。放たれる弾丸はちゃんと避けられるし、脅(きよう)威(い)となる相手はいない。

			　問題なのは、未だに恐怖を捨てきれない自分の心だけだ。

			　喉の渇(かわ)きを感じながら、ベルは機体の操縦を続ける。アクロバットな機動で敵を翻(ほん)弄(ろう)し、撃ち抜く。いつも通りだ。

			　前方から迫(せま)るミサイルを撃ち落としながら、爆(ばく)炎(えん)を抜けて、敵を撃つ。

			「ッ!!」

			　ターンを行ない、方向転換した瞬間、ブルーバレットに敵のアサルトライフルの弾丸が数発直撃した。ダメージはほぼない。簡単に抜ける程、エース機は甘くない。

			「……大丈夫。こんなの痛くもかゆくもない！」

			　必死に機体を操縦し、敵を撃(げき)墜(つい)していく。

			「見えた！」

			　そして群を抜けた先、戦艦の姿を目視。

			　ブルーバレットが、背の長大な銃を構える。グリップが上向きに付けられた、その長大な銃は、取り回しにくさからあまりＤＦ同士での戦闘には使われないが、こういった相手ならば、うってつけだ。

			「当たる……！」

			　トップスピードに乗ったまま、彼女は引き金を引いた。瞬間、砲身に紫(し)電(でん)が走り、弾丸が放たれる。超高速で飛(ひ)翔(しよう)する弾丸。着弾を前に、反動で崩れそうになる姿勢を無理やり押さえつける。

			「もう一回！」

			　もう一隻(せき)の戦艦へと、再度の射撃。二発の弾丸は、どちらも狙(ねら)い通り戦艦を穿(うが)ってくれた。

			「崩れるっ！」

			　だが、反動を抑え切れずに姿勢が崩れる。機体がきりもみ回転し、制御が利かなくなった。

			「精神接続、マニュアルパターンＢ！」

			　叫んだ瞬間、脊(せき)髄(ずい)から脳にかけて、ずぶりと何かが突きささるような不快感が奔(はし)る。だが、機体と深く繋(つな)がった実感があった。

			　音声によって入力されたコマンドによって、精神接続の度合いが変わり、先ほどよりも精神接続の比重が重くなった。

			　ベルにとっては、思い通りに機体が動くようになったということだ。感じるのは、さらなる機体との一体感。

			「最後！」

			　きりもみに回転する最中。

			　銃口が最後の戦艦へと重なる。本来であれば一瞬。見逃してしまうような一瞬が、彼女の認識の中で、永遠にも等しく引き伸ばされる。

			　酷(ひど)く鈍(にぶ)く動く銃口が、戦艦と重なるその瞬間、ぴたりと止まった気がした。

			　引き金を引く。

			「……やった」

			　狙(ねら)い違(たが)わず、弾丸は敵の戦艦を貫いていた。三隻(せき)の戦艦が墜ち、敵のＤＦたちが撤退を始める。

			「はぁー……」

			　彼女は一人、安(あん)堵(ど)の息を吐(は)いた。勝利を確信してのことだった。

			「でも、これで先輩に褒(ほ)めてもらえ……」

			　だが、その言葉は最後まで続かない。レーダーの光点に違(い)和(わ)感(かん)があったからだ。反転して去っていく敵の中に、三点だけ、逆にこちらに向かってくる敵機がいる。

			「いったい誰が……」

			　そして、それは視認できる距離まであっさりと接近し。その威(い)容(よう)を現した。

			「……エース機！」

			　見れば分かる。他とは圧倒的に違う動きをする機体が、三機。こちらを見ていた。

			「……そんな」

			　エースとの戦闘。しかも、三対一。一瞬で、喉は干上がってくれた。心臓が早(はや)鐘(がね)を打つ。

			「それでも……、やらないと」

			　たった三機。だが、止められなければ、簡単にこの戦場をひっくり返してくれるだろう。この戦闘だけは、負けるわけにはいかない。

			　ベルはまだ、一人でエースと戦ったことがない。虎(こ)鉄(てつ)は今、本隊を相手に戦闘を続けているはずだ。頼ることはできない。

			「……精神接続、リミット解除」

			　激しい頭痛を感じながら、彼女は敵機を睨(にら)み付けた。

			　

			　全体的に角ばったような、土(つち)埃(ぼこり)がごときカラーリングのエース機。肩から天へと延びる、鉄色の長い筒が特徴的な機体を駆(か)る虎(こ)鉄(てつ)が本隊を片付けて、ベルの下へと駆(か)けつけると、そこにはただ一機、ブルーバレットが立っていた。

			「……ベル」

			　虎(こ)鉄(てつ)が受けた命令は、味方のエースの援護や救援ではなかった。

			　精神接続には、思考のノイズによる誤作動以外にも、リスクが存在した。精神接続とは、機体と繋(つな)がるということだ。それは、精神が機体に引き摺られることを意味する。

			　一定以上の精神接続深度を以て機体の腕が損(そん)傷(しよう)を受けた場合、パイロットの腕も動かなくなることがある。

			　機体との痛みの共有。そして、ブースターなどの、人間に存在しない器官を精神接続で動かしたときも負担がかかる。つまり、通常の機体が、補助にしか使わないようなソレをメインに扱うということは、廃人になるというリスクと隣り合わせなのである。

			『あ、せんぱい』

			　その上で、虎(こ)鉄(てつ)が受け取った命令は。

			『ふ、ふふ、ふふふふふふふふ。せんぱぁーい、やりました。かったんですよ』

			　――暴走した味方のエースの撃(げき)墜(つい)である。

			　破壊した機体の残(ざん)骸(がい)を踏(ふ)みつけながら、ブルーバレットが近づいてくる。

			「大金星だな」

			　原型をとどめない程に破壊されたエース機三機の残(ざん)骸(がい)を見れば、どれほど激しい戦いが行なわれたか、察することができる。

			　エース同士の戦いは、経験の差が大きく影響する。

			　少なくとも、まだ新米のエースである彼女が勝てる相手ではなかったはずだ。

			『あは、ねぇせんぱい』

			　通信ウインドウの向こうの彼女の目には、正気が見当たらない。

			　虚(うつ)ろで、焦(しよう)点(てん)の合わない、ただのガラス玉がこちらを向いている。

			『先輩、遊びましょう』

			　冷たく声が響く刹(せつ)那(な)、アサルトライフルがこちらを向いた。

			　躊躇のない射撃。それを、横に跳(と)んで回避する。

			『先輩、先輩、遊びましょう。遊びましょう』

			　アサルトライフルの射撃を続けながら、ブルーバレットが低空を飛(ひ)翔(しよう)し、虎(こ)鉄(てつ)が駆(か)るチェストストライカーに迫(せま)る。

			　それを避けたチェストストライカーと、ブルーバレットが交(こう)錯(さく)する。

			　交(こう)錯(さく)の瞬間、ブルーバレットは蹴(け)りを放っていた。

			「……む」

			　姿勢を低くし、虎(こ)鉄(てつ)はそれを避けるが、今度は機体をロールさせた、背後からの弾丸が迫(せま)る。

			　数発掠(かす)りながら、虎(こ)鉄(てつ)はブーストを吹かせ、機体を横にスライドさせる。

			『先輩すごいんですよこれがＤＦになるということなんですね未だかつてない機体との一体感がありますきっと今ならなんでもできますどんなあいてもがいしゅういっしょくいっとうのもとにきりふせてみせますたとえそれがせんぱいであったとしても』

			　次は、長大な砲による射撃。

			　虎(こ)鉄(てつ)はブーストで前進しながらそれを回避する。

			　右へ、左へスライドしながら、断続的に放たれる超高速の弾丸を回避しつつ、彼はブルーバレットに接近した。

			『……ねえ先輩』

			　直近で放たれる弾丸を、ギリギリで半身になって避ける。

			『私たちエースに、行き着く先はあるんでしょうか？』

			　壊れたようにしゃべり続けていた彼女の言葉の速度が、減速する。

			『エース機に乗れたあの日から、人じゃなくなってしまいました。でも私は、兵器にもなりきれなかった……』

			　弾丸をすり抜けるようにして、機体の距離がゼロに近づく中、チェストストライカーは腰のプラズマカッターを引き抜いた。柄だけの筒から、その半分程度の板がせり出し、激しい光を伴って、プラズマの刃が形成される。

			『もしも戦争が終わったら、私たちに居場所はありますか？』

			　振りぬいた刃を、ブルーバレットが後ろに下がって避ける。そこに放たれるアサルトライフルを、プラズマの刃を合わせ、切り裂いていく。

			『戦場の中でしか生きられないのなら、私たちに行き先なんて』

			　届かないと知って、虎(こ)鉄(てつ)は口を開いた。

			「知らん。だが、それでもだ。戦争が終わらなければ、俺たちは立ち止まることすらできない」

			　今の彼女はＤＦの一部、兵器の生体パーツになろうとしている。精神接続の極地とは、自分が兵器そのものになることだ。だが、彼女は人間である。拒否反応が起こる。忠実な兵器となろうとするシステムと、拒絶する人の心。それが暴走の正体である。

			　今の彼女の言葉は、悲鳴のようなものだ。兵器になりきれない心が生み出すただの叫びに過ぎない。壊れたレコーダーと大差ない。こちらからの言葉は届かない。

			　今一度の接近。彼女が、長大な砲を向けた。

			「甘いぞ」

			　放たれる弾丸。銃口の先、紙一重で避ける。速度は落とさない。相手は反動で体勢を崩している。

			　刃が突き立つ――。

			　否。チェストストライカーは、ブルーバレットに蹴(け)り飛ばされていた。体勢を崩したのではない、反動を利用しての攻撃だった。弾き飛ばされて、チェストストライカーが地を滑(すべ)る。足だけでは止まらない。地面を掴(つか)むようにして、機体が止まる。大分距離を離された。

			『……あれ？　もしかして、せんぱい。こんなものなんですかぁ？』

			　わざわざ地面に降り立った彼女が見下ろしていた。これも。これも、合理的ではない人間らしさを見せるための演出でしかない。

			　虎(こ)鉄(てつ)は、機体を直立させると、口を開く。

			「……ベル」

			　虎(こ)鉄(てつ)は知っている。

			「君はよくやった」

			『あは？　どうしたんですか？　今さら怖くなっちゃいました？』

			「もういい」

			　こうなった人間は、もう、元には戻らないことを。

			「もう休め」

			　戦場を生き、戦場で死ぬ。それが、エースになってしまったそのときからの、彼らの天命だ。

			『まだですよ。今、すごいんです。なんでもできそうなんです。先輩だって、倒せるんです』

			「休めと言った」

			　未だに何かを続けようとする彼女を遮って、虎(こ)鉄(てつ)は言った。

			「これは、命令だ――」

			　

			　鋼(はがね)の様に冷たく硬い声が響いた瞬間、ベルの背筋に嫌なものが奔(はし)った。ブルーバレットと、自我の境界は混ざり合い、恐れなどないはずなのに、悪(お)寒(かん)が止まらない。

			『正直なところ。俺は君のことを苦手に思っていた』

			　その声とともに、チェストストライカーがその手のプラズマカッターを放り投げた。放物線を描き、飛んでいく柄だけの剣。

			『だが、嫌いというわけでもなかったぞ』

			　早く息の根を止めなければならない。そう思って、アサルトライフルを向けたその瞬間。

			　その瞬間。チェストストライカーは目の前に立っていた。見事すぎる静と動の切り替え。タイミングを外された。エースの目でも追い切れない、意識の外での動き。

			　だが、まだだ。動きの入りに対応できなくても、ベルには、機体とほぼ一体になったことによる常識の埒(らち)外(がい)の反応速度がある。そして、危機感が機体との同化をさらに進めさせた。結果的に、ノータイムで彼女は銃口をチェストストライカーに向けることができた。

			　だが。チェストストライカーは既(すで)に掌(てのひら)をその銃口に向けている。いったいこれはなんだ。これは、何者だ。同化が進んで、朦(もう)朧(ろう)としはじめた意識が答えた。

			（知っている。……私は知っている。この数か月、ずっと、一番傍(そば)で見てきたんだから）

			　チェストストライカーの腕に紫(し)電(でん)が走る。彼女は迷わず引き金を引く。

			　瞬間。チェストストライカーの掌(てのひら)から、抗(あらが)いようのない、絶望的な暴力が射出された。そう、知っている。チェストストライカーに積まれた武装。腕一本そのものを活用した、パイルバンカー。電(でん)磁(じ)誘(ゆう)導(どう)によって放たれるその初速は、光速を超える――。

			　音すら置き去りにする一撃。弾丸など、物の数ではなく。ブルーバレットの腕が弾けるように、文字通り粉(ふん)砕(さい)した。ブルーバレットは迷わず後退を選んだ。

			　敵は超接近仕様。こちらは銃撃を得意とする。選択肢は一つ。受けたエネルギーさえ利用し、後ろに倒れこむようにブーストを吹かして、後退しようとする。

			　だが、その右膝(ひざ)を、チェストストライカーの左手が捉(とら)えていた。バランスが崩れ、右足が、半ばで弾け飛ぶ。ブルーバレットはバランスを崩し。

			　それでもなお、残る右腕で長大な砲を構えて引き金を引く。

			　それを見越していたかのように、チェストストライカーは左手をその銃口に合わせていた。通(つう)称(しよう)をレールバンカーと呼ばれている、その武装の特徴は絶大な破壊力だけではない。その絶大な威力をゼロ距離で連射できるからこそ、この武装は恐れられているのだ。

			　発射は同時。弾丸と杭(くい)がぶつかり合い、耐え切れずにチェストストライカーの腕がもげるが、ブルーバレットも腕を粉(ふん)砕(さい)される。チェストストライカーの腕が、上へと回転しながら跳ね上がる。

			　それを置き去りに、チェストストライカーは一(ひと)際(きわ)大きくブーストを吹かせる。背から大きく火が噴き上がると同時に、二機が衝突した。

			　もつれ合うように、チェストストライカーは足で地面を削(けず)りながら滑(すべ)っていく。離れようともがいても、もう遅い。巧みに機体を振って、虎(こ)鉄(てつ)はベルを逃がさない。腕もなく、速度で負けている今ではどうしようもない。

			　そして、虎(こ)鉄(てつ)はやがて、ブルーバレットに潜り込ませるように機体を操縦した。ついに、地を滑(すべ)ってチェストストライカーが止まる。

			　それと同時に、潜り込むような体勢から直立へ。チェストストライカーは、片腕で、突き上げるようにブルーバレットを持ち上げる。天を突く様に腕が一直線になり、紫(し)電(でん)が走る。

			　発射準備が整った。

			「先輩……。さようなら。好きでした。兵器に徹することもできない私の最後の……」

			　その言葉は、通信に乗せなかった。どこかで、最初に放り投げられた、柄だけのプラズマカッターが地面に突き立つ音が響く。

			　そして、まるで遠雷が如(ごと)く。

			　音を置き去りに、杭(くい)がブルーバレットの胸を貫いていた。

			　

			　荒野に一機、腕を失った機体が立っている。隣には、横たわった青い機体の姿もあった。

			『終わったんですか……？』

			　年若い通信士の声がコックピットに響く。虎(こ)鉄(てつ)は答えなかった。

			　機体を歩かせようとして、不意に、彼は振り向いて横たわる機体を見た。

			「なあ」

			『なんでしょうか』

			「君は戦争が終わったら、どうする？」

			　虎(こ)鉄(てつ)が問うと、付き合いの長い彼は、少し考えてげんなりとした顔をした。

			『実家が家業を継げとうるさいんですよねぇ……』

			「家業か」

			『農業です。むしろ、僕の代わりにやりませんか』

			「面白いのか、農業は」

			『僕は頭脳派なんで。どちらにせよ、しばらくは通信士を続けるつもりですよ。どうせなら、平和になった空で管制してみたいもんです』

			　先行きの見えない戦争だ。展望を持っていることを、少し羨(うらや)ましく思う。もう死体も残っていないだろう彼女なら、どう思うだろうか。

			　虎(こ)鉄(てつ)はぽつりとつぶやいた。

			「平和になった空で、か……。それも悪くないかもしれんな」

			　あの光景は、しかと目に焼き付けた。やがて、あの機体は回収され、機密保持のために完全に破壊される。跡形もなくなるだろう。彼女に家族はいない。葬(そう)儀(ぎ)も行なわれないだろう。

			　死体も残っていない。彼女がいた痕(こん)跡(せき)は、世界に一つもない。

			「俺くらいは覚えておこう」

			　飛び散った青い装甲の破(は)片(へん)のその一つ。チェストストライカーが、それを一つ拾い上げた。

			「では、いつか地(じ)獄(ごく)で――」

			　その装甲から削(けず)り出したネックレスは、未だにコテツのポケットの中に入っている。
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